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“HAIKAIJURON BENHISHO”
 – a Commentary on  “HAIKAIJURON”

Yasuyuki Nakamori
Eri Nagata

Abstract
　“HAIKAIJURON,” written by Shiko, who is known as a controversialist among 
Bashoʼs disciples, made a great contribution to the propagation of “Shofu Haikai” in 
the Edo period. Shiko and his disciples had been giving lectures on “HAIKAIJURON” 
all over Japan throughout that period in order to teach ordinary people Haikai.
　However, “HAIKAIJURON” had been too difficult for us to understand and explicate 
for readers today. Moreover, we had only two explications of “HAIKAIJURON”—both 
published in Edo period （“JURONIBENSHO” and “JURONHATSUMO”）—from which 
to work with. Although we tried to explicate “HAIKAIJURON”, there had been too few 
sources related to “Mino-ha”（Shikoʼs group）, thus far.
　In this paper, we are going to introduce and reprint the book called “HAIKAIJURON 
BENHISHO”. It is a transcript of a lecture on “HAIKAIJURON”. After analyzing this 
text, we found that all annotations were very close to Shikoʼs original theory. As a 
result,  we concluded that this work is ver y impor tant in understanding 
“HAIKAIJURON” and the actual situation surrounding Shikoʼs lectures. In other 
words, it might be consider another “JURONIBENSHO”. We are convinced that 
“HAIKAIJURON BENHISHO” has been of great use in understanding “HAIKAIJURON” 
easily.
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○
真
言
の
干
詐　
「
虚
実
の
〻
〻
」
也
。
詞
に
あ
る
を
「
于
詐
の
真
言
」、
意
に
あ

る
を
「
虚
実
の
〻
〻
」
と
い
ふ
な
り
。
是
皆
詞
の
う
へ
に
て
前
後
す
る
所
を

い
へ
り
。
此
理
は
明
ら
か
な
れ
ど
も
、
人
に
よ
り
通
・
不
通
あ
り
。
故
に
ま

ど
ふ
人
有
べ
し
。
是
を
よ
く
師
に
学
べ
と
也
。

○
其
実
の
隠　

其
実
の
行
ひ
安
き
ゆ
へ
に
お
だ
や
か
な
り
。」 ��

○
笑
語　

口
伝
別
記
。

○
詞
の
表
裡　
『
法
華
』
に
実
を
説
と
い
ふ
て
、『
涅
槃
』
で
万
法
空
な
り
と
宣
ふ
。

是
真
実
の
于
詐
、『
為
弁
』
に
て
可
考
也
。
子
遊
が
牛
刀
の
答
に
、「
先
の
実

は
戯
れ
ら
く
の
み
」
と
の
た
ま
ふ
は
、「
虚
」
也
。「
実
」
は
子
遊
を
と
が
め

給
ふ
也
。
此
上
を
断
給
へ
ば
理
屈
に
落
る
ゆ
へ
、「
た
は
む
れ
」
と
逃
げ
給

ふ
也
。

○
居
の
一
字　
「
居
」斗
に
非
ず
。「
起
」と
い
ふ
も
の
籠
れ
り
。「
智
」な
り
。「
変
」

な
り
。

○
其
虚
喜
怒　

悦
ぶ
「
虚
」
は
知
れ
安
く
、
則
「
和
」
也
。
怒
る
「
虚
」
は
知
れ

が
た
く
、「
節
」
也
。
彼
「
一
椀
の
茶
」
の
類
、「
笑
中
の
刀
」
な
り
。

○
意
対
の
妙

○
奪
胎　

蚊
虻
の
そ
し
り
、
金
石
の
契
り
と
対
し
た
る
也
。
口
伝
別
記
。」 ウ

　
　

此
論
「
姿
情
」
と
同
じ
け
れ
ど
、
情
に
は
何
も
な
い
姿
の
論
と
い
ふ
べ
し
。

抑
「
姿
情
の
論
」
と
い
へ
る
事
、我
家
第
一
の
眼
目
に
し
て
、『
十
論
』
の
理
、

爰
に
尽
せ
り
。
我
家
の
俳
諧
の
、
姿
有
て
情
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
物
に

姿
あ
れ
ば
そ
の
情
な
き
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
只
「
姿
情
の
前
後
」
な
り
。
た

と
へ
ば
天
道
人
を
殺
さ
ず
と
て
三
日
も
五
日
も
天
に
む
か
つ
て
喰
ず
に
居

ば
、
必
飢
に
及
な
ん
。
其
人
殺
さ
ぬ
情
を
も
つ
て
相
応
の
か
せ
ぎ
を
し
て
今

日
を
過
す
、是
姿
な
り
。
む
か
し
南
都
の
或
房
の
主
、同
宿
を
し
か
り
て
「
斉

非
時
食
し
な
が
ら
坊
主
の
用
事
に
応
ず
」
と
い
ゝ
け
る
に
、
同
宿
答
て
「
第

八
識
の
所
変
の
食
也
。
我
果
報
な
る
に
あ
な
が
ち
恩
に
き
せ
給
ふ
な
」
と
い

ふ
時
、「
さ
ら
ば
其
方
が
所
変
の
食
を
喰
え
」
と
て
追
出
し
ぬ
。
是
則
八
識

の
情
を
知
つ
て
、
己
れ
が
働
の
」 ��
す
が
た
を
し
ら
ず
。」 ウ

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
を
ご
許
可
頂
い
た
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
附

属
図
書
館
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
頂
い
た
大
垣
市
立
図
書
館
、
岐
阜
県

図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
閲
覧
に
際
し
お
世
話
に
な
っ

た
野
呂
鎮
子
氏
、
ご
教
示
頂
い
た
長
瀬
と
も
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
支
考
俳
論
と
美
濃
派
伝
書

の
俳
諧
史
的
展
開
の
解
明
」（
課
題
番
号����0���

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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和
」
也
。「
実
」
を
尽
す
も
の
は
父
子
・
兄
弟
・
師
也
。
是
功
成
て
不
居
と

い
ふ
処
也
。
い
か
な
る
孝
を
も
尽
す
筈
な
り
。「
義
」
を
尽
す
も
の
は
君
臣
・

夫
婦
・
朋
友
也
。
是
「
為
而
不
レ
恃
」
と
い
ふ
所
也
。
か
や
う
の
骨
折
し
た

け
れ
ど
、
先
が
骨
折
し
ろ
を
せ
ぬ
事
を
う
ら
み
ぬ
、
是
義
理
な
り
。
是
を
知

ら
ぬ
と
き
は
父
子
・
兄
弟
・
師
に
実
を
成
す
。
君
臣
・
夫
婦
・
朋
友
、
義
を

な
せ
ど
も
過
不
及
が
有
て
、
骨
折
す
れ
ど
も
「
礼
が
な
い
」
の
な
ん
の
と
理

屈
に
落
て
、
却
而
害
に
な
る
也
。
是
堪
忍
の
場
な
り
。
夫
婦
・
朋
友
に
は
間

に
其
理
を
行
ふ
者
あ
れ
ど
も
、父
子
・
兄
弟
に
は
行
ふ
も
の
を
見
ず
。
是
「
父

子
・
兄
弟
は
魏
〻
と
し
て
」 �0
居
る
も
の
」
と
心
得
て
居
る
ゆ
へ
、
合
の
理
を

行
は
ぬ
也
。
我
家
に
て
は
父
子
・
君
臣
の
間
も
「
虚
」
と
見
て
居
る
故
也
。

然
れ
ど
も
、
和
し
て
流
る
ゝ
と
い
ふ
事
有
。
親
子
・
兄
弟
・
君
臣
に
は
和
し

て
流
れ
ね
ど
、
夫
婦
と
朋
友
に
は
和
し
て
流
る
ゝ
も
の
な
れ
ば
、
此
塩
梅
を

よ
く
考
え
て
行
ふ
也
。
是
は
儒
に
も
仏
に
も
説
か
ぬ
所
な
り
。
能
〳
〵
考
え

よ
。

○
両
翼
の
用　
「
虚
」
と
い
へ
ば
「
実
」
あ
り
、「
実
」
と
い
へ
ば
「
虚
」
あ
り
。

離
れ
て
行
は
れ
ぬ
も
の
な
り
。

○
虚
実
の
先
後　
『
論
語
』
に
は
管
仲
が
二
君
に
仕
ふ
仁
を
誉
め
、
伯
夷
が
首
陽

に
遊
ぶ
義
を
ほ
め
給
ふ
。
管
仲
は
仁
を
表
に
し
て
義
を
内
に
せ
り
、
伯
夷
は

義
を
表
に
し
て
仁
を
裏
に
せ
り
。
両
人
と
も
に
「
虚
実
」
を
よ
く
知
れ
る
故

に
」 ウ
誉
た
ま
ふ
也
。
是
を
以
「
実
先
虚
後
」、「
虚
先
実
後
」
も
家
〻
の
立
て

派
。
仁
は
「
虚
」、
義
は
「
実
」。
問
、
俳
諧
の
虚
実
も
『
論
語
』
に
い
ふ
礼

の
和
な
ら
ば
、『
論
語
』
の
礼
和
に
て
済
べ
き
と
也
。
答
て
曰
、
礼
に
は
謟

諛
の
紛
れ
あ
り
て
、
其
「
礼
の
実
」
を
表
と
す
。
礼
に
「
諷
諫
の
和
」
を
行

ひ
て
、
俳
か
い
は
「
和
」
を
表
と
せ
り
。
い
は
ゞ
「
礼
」
を
体
と
し
、「
和
」

を
用
と
す
。
我
家
に
は
「
和
」
を
体
と
し
、「
礼
」
を
用
と
す
。「
和
を
体
」

は
「
虚
に
居
る
」、「
礼
を
用
」
は
「
実
を
行
ふ
」。

○
居
を
問　

人
有
て
、「
虚
に
居
て
実
を
行
ふ
」、「
虚
」
の
字
を
問
は
ん
。
そ
の

問
ふ
も
の
が
「
虚
に
居
て
」
問
ふ
な
ら
ば
、
怱
「
実
」
と
成
る
。
是
応
時
機

変
な
り
。「
我
も
し
実
に
居
ら
ば
」
と
は
、
右
の
「
実
」
と
な
つ
て
今
暫
く

居
る
と
い
へ
ど
も
、元
の「
虚
」に
も
ど
る
。畢
竟
其
時
の「
変
」を

ふ
事
也
。

然
れ
ど
も
其
の
「
虚
」
を
居
り
所
と
」 ��
す
る
事
は
、「
虚
」
は
広
大
に
し
て

が
た
く
、「
実
」は
す
こ
し
く
し
て
行
ひ
安
き
が
故
也
。
是
を
安
く
い
は
ゞ
、

彼
も
し
「
虚
」
に
お
ら
ば
、
怱
「
実
」
に
居
て
又
も
と
の
「
虚
」
に
も
ど
る

と
言
ふ
事
也
。
か
様
に
い
ゝ
つ
め
た
る
故
に
、
是
を
ち
ら
さ
ん
為
に
、
龐
居

士
が
詞
を
出
せ
り
。

○
龐
居
士　

も
ろ
〳
〵
の
有
体
を
「
有
」
と
み
ず
し
て
「
空
」
と
見
る
処
、「
無
」

を
も
「
無
」
と
決
す
る
方
な
か
れ
。「
所
無
」
と
は
言
語
不
動
の
場
、爰
が
則
、

「
居
」
の
字
を
打
碎
て
、「
居
」
の
字
を
「
変
」
と
見
て
、「
居
て
居
ぬ
」
と

心
得
る
が
第
一
の
事
也
。『
為
弁
』
に
「『
居
』
の
字
を
『
変
』
と
み
る
べ
し
」

と
な
り
。

　

伝
曰
」 ウ

○
言
語
の
表
裏　

万
巻
を
学
ん
よ
り
は
、言
語
の
一
理
の
信
の
う
ら
を
察
す
べ
し
。

儒
仏
の
万
巻
も
言
語
の
一
理
の
違
に
て
、爰
に
自
己
の
あ
ん
ば
い
に
傾
け
ば
、

偏
に
落
る
也
。
た
と
へ
ば
我
子
を
甚
叱
れ
ど
も
、
心
に
は
悪
ま
ぬ
也
。
又

常
〻
か
ね
借
る
牢
人
は
、
う
は
べ
よ
く
拵
れ
ど
も
、
内
心
に
は
甚
嫌
ふ
也
。

是
言
語
の
表
裏
な
り
。

○
迂
詐
の
真
言

（

事
）
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○
実
に
居
て
虚
に
遊
ぶ　
『
為
弁
』
に
「
他
門
の
宗
匠
」
と
。
是
は
他
門
の
み
に

非
ず
、
名
護
屋
の
露
川
な
り
。
此
論ロ
ン

は
大
道
の
「
動
く
」
と
「
動
か
ぬ
」
と

有
。
殊
の
外
大
切
な
る
事
也
。
先
師
、
露
川
を
責
し
書
状
あ
り
。
板
本
に
は

な
し
。
青
木
紀
伊
守
、
実
は
石
田
に
心
を
寄
す
れ
ど
も
、「
虚
」
に
」 ウ
家
康

公
に
も
内
通
す
。
故
に
則
家
を
亡
せ
し
也
。
此
「
実
に
ゐ
て
虚
を
行
ふ
」。

　
　
　
　

寒
る
夜
に
体
の
出
来
た
る
千
ど
り
哉　
　
実
に
居
て
虚
也
。
利
屈
。

　
　
　
　

立
た
り
な
男
山
口
は
つ
が
す
み　
　
　
　
実
に
居
て
虚
を
行
ふ
教
下
の
句
也
。

　
　
　
　

か
り
そ
め
に
そ
な
れ
紅
葉
の
越
の
空　
　
実
に
居
て
虚
を
行
ふ
。

　
　
　
　

ほ
の
か
に
き
け
ば
黒
砂
糖
数
寄　
　
　
　
此
露
川
流
の
附
句
也
。

○
是
非
を
と
が
め
ず　
「
為
シ
テ
而
不
レ
恃

タ
ノ
マ
ス」

と
い
ふ
事
也
。
彼
が
利
く
つ
に
此
方

の
利
屈
を
重
ね
ず
、
道
理
に
化
し
て
過
す
也
。
人
に
物
を
施
し
て
悦
ば
ぬ
と

て
構
は
ぬ
也
。
陰
徳
と
い
ふ
も
是
ら
の
事
也
。

○
親
疎
に
は
我
を
忘
る　

功
成
て
不
居
と
い
ふ
事
也
。
此
間
よ
り
徳
と
い
ふ
一
字

を
生
る
な
り
。是
非
に
は
人
を
忘
る
べ
し
。人
の
是
非
を
深
く
と
が
め
ず
、是
、

利
く
つ
を
は
な
る
ゝ
用
意
也
。」 ��
「
親
疎
に
は
我
を
忘
る
」
と
は
、
彼
四
海

皆
兄
弟
也
。
親
と
疎
に
我
を
忘
る
と
き
は
、
う
ら
む
べ
き
事
な
き
也
。
し
か

ら
ば
秡
生
の
人
か
。
さ
に
非
ら
ず
。
是
皆
世
法
の
忘
れ
難
く
、
利
屈
に
落
る

ゆ
へ
に
如
此
い
へ
り
。
忘
れ
ぬ
ゆ
へ
に
身
を
も
は
た
す
也
。『
為
弁
』に
可
考
。

『
為
弁
』
に
曰
、「
先
師
『
つ
れ
〴
〵
の
讃
』、『
徒
然
草
』
に
曰
、
是
な
る
時

は
悦
び
、
非
な
る
と
き
は
恨
み
ず
」。
是
人
と
我
と
の
親
疎
、
是
非
を
忘
る
ゝ

事
の
証
人
に
、
兼
好
を
雇
ひ
来
れ
り
。
又
曰
、
兼
好
、
師
直
に
頼
れ
艶
書
を

書
し
事
、
林
羅
山
子
が
『
野
槌
』
に
は
「
法
師
一
大
の
失
也
。
慎
む
べ
し
」

等
と
い
へ
り
。
又
さ
も
な
き
『
参
考
』、『
文モ

ン

段
』、『
ば
ん
さ
い
抄
』
な
ど
に

は
、「
兼
好
は
世
捨
人
な
れ
ば
、
物
に
か
ゝ
は
ら
ね
ば
書
そ
ふ
な
物
」
な
ど
ゝ

い
ひ
て
、
評
者
の
心
に
任
せ
、
褒
貶
有
。
皆
非
也
。
そ
も
此
艶
書
を
書
し
出

所
は
、『
太
平
記
』
よ
り
外
に
な
し
。」 ウ
此
書
は
文
華
甚
多
く
し
て
、
千
騎
を

万
騎
と
い
ひ
、
十
間
を
百
間
と
も
い
ゝ
、
其
外
不
実
多
し
。
師
直
な
ど
ゝ
い

ふ
者
、
左
様
の
ふ
つ
ゝ
か
な
る
事
に
あ
ら
ず
。
其
比
は
頓
阿
・
兼
好
・
浄
弁
・

慶
雲
と
て
和
歌
の
四
天
王
あ
り
。
此
人
〻
ど
も
、
月
花
の
折
過
さ
ず
歌
な
ど

読
け
る
趣
、頓
阿
の
『
草
庵
集
』
な
ど
に
も
「
師
直
朝
臣
が
歌
合
に
よ
め
る
」

等
見
へ
れ
ば
、
中
〳
〵
艶
書
な
ど
事
お
ふ
せ
ぬ
男
に
あ
ら
ず
。
ふ
つ
ゝ
か
な

る
や
う
に
書
ね
ば
、
師
直
が
悪
ふ
な
き
也
。
さ
れ
ど
も
か
様
に
汚
名
を
残
す

事
、
実
師
直
が
ふ
つ
ゝ
か
な
る
形
な
り
。
か
や
う
の
出
所
よ
り
見
れ
ば
、
兼

好
書
ざ
る
事
明
か
也
。
是
も
非
も
な
き
な
り
。

○
実
に
居
る
人
は
親
疎　
「
実
に
ゐ
る
」
故
に
う
と
き
中
な
れ
ど
も
、「
ち
か
ら
を

尽
し
是
程
は
た
ら
け
ど
も
何
と
も
思
は
ぬ
」」 ��
と
人
を
も
そ
し
り
、
我
も
腹

立
後
は
、
い
さ
か
ひ
に
な
り
て
身
を
果
す
。

○
彼
は
仁
に
し
て　

世
界
皆
非
な
る
も
の
と
心
得
て
「
大
虚
に
居
る
」
也
。
爰
が

「
変
」
を
知
る
工
夫
の
居
へ
所
也
。
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
、
世
の
中
は
万
事

非
な
る
物
に
て
、
今
日
の
是
は
無
頼
也
。
是
を
知
つ
て
是
非
を
と
が
め
ず
、

親
疎
に
我
を
忘
る
也
。
是
「
虚
に
居
る
」
ゆ
へ
の
態
な
り
。
故
に
我
家
に
も

「
時
宜
」の
一
法
を
立
た
り
。「
時
宜
」は「
人
和
」な
り
。
実
の
害
を
い
は
ゞ
、

「
孝
は
す
る
筈
也
」と
お
も
ふ
は
親
の
実
也
。是
を
一
図
に
お
も
ふ
て
居
れ
ば
、

何
ほ
ど
の
孝
を
し
て
も
孝
と
思
は
ず
し
て
不
足
也
。然
れ
ば
、「
足
ら
ぬ
〳
〵
」

と
思
ひ
口
に
も
言
は
ゞ
、其
子
も
ち
か
ら
な
く
し
て
後
は
不
孝
に
な
る
な
り
。

「
虚
」
に
居
ら
ば
、「
孝
は
す
る
筈
な
れ
ど
も
、
人
〻
力
つ
く
さ
れ
ぬ
」 ウ
物
」

と
思
ひ
、
い
さ
ゝ
か
の
孝
を
尽
し
て
も
、「
扨
孝
な
る
子
哉
」
と
意
に
も
お

も
ひ
、
人
に
も
か
た
り
誉
れ
ば
、
子
も
い
よ
〳
〵
な
づ
き
悦
ぶ
。
是
「
虚
の
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は
小
さ
し
。

○
大
小
の
論　

針
と
舩
と
に
た
と
へ
て
大
小
の
論
と
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
さ
に
は

あ
ら
ず
。

○
先
後
の
弁　

先
後
す
る
や
う
な
も
の
と
言
事
也
。
天
地
陰
陽
は
「
前
」
に
し
て

「
虚
」、
君
臣
父
子
は
「
後
」
に
し
て
「
実
」
也
。

○
其
実
の
行
ひ
安
く

○
其
虚
の

が
た
か
ら
ん　

口
伝
別
記
。

○
天
堂　

○〈
朱
〉地
獄　

天
堂
と
は
「
虚
」
悟
り
安
く
、
地
獄
と
は
」 ウ
「
実
」
迷
ひ
に

く
し
。
悟
る
こ
と
は
安
き
も
の
也
。
先
迷
ふ
べ
し
。
ま
よ
ひ
果
て
得
る
事
あ

り
。
○
天
堂
は
「
道
理
」、地
獄
は
「
利
く
つ
」。「
理
屈
」
の
偏
に
凝
る
事
は
、

却
而
行
ひ
に
く
し
。
天
堂
は
「
大
虚
」
行
ひ
安
く
、
地
ご
く
は
「
小
実
」
行

ひ
に
く
し
。
善
は
法
あ
れ
ど
も
、
修
し
に
く
ふ
し
て
修
し
安
し
。
悪
は
法
な

き
物
ゆ
へ
、
修
し
安
ふ
し
て
修
し
に
く
し
。
是
は
筆
に
書
れ
ず
。
弁
に
の
べ

ら
れ
ず
。
自
ら
修
し
て
観
ぜ
よ
。

○
出
る
所
と
入
る
所　

出
る
所
は
「
虚
」、入
る
所
は
「
実
」、是
も
「
前
後
の
こ
ゝ

ろ
」
に
み
る
べ
し
。

○
其
虚
の
危
か
ら
ん
よ
り
は

○
其
実
の
穏
な
ら
ん
に
は　

口
伝
別
記
。

○
大
学
序　

其
高
事
『
大
学
』
に
過
た
れ
ど
も
誠
少
な
し
。」 ��
儒
の
偏
屈
に
凝
た

る
所
を
破
し
て
、
俳
諧
の
自
在
を
考
る
と
き
は
、
儒
仏
の
内
証
を
知
べ
き
な

り
。

○
虚
に
居
て
実
を
行
ふ　

獅
子
門
第
一
の
義
な
り
。「
虚
」
は
「
和
」
也
。
た
と

へ
ば「
父
子
の
間
に
真
実
を
以
て
向
ひ
、君
臣
の
間
に
義
理
を
以
て
向
ふ
」と
、

『
白
馬
』
の
「
教
誡
訓
」
に
出
た
り
。
孝
と
い
ふ
は
真
実
の
眼
に
見
え
ぬ
処

に
も
あ
り
。
是
皆
「
実
」
の
行
ひ
や
う
の
塩
梅
也
。
口
に
孝
を
行
ふ
と
い
は

ず
と
も
、
胸
中
に
真
実
が
あ
れ
ば
、
少
し
の
孝
も
親
の
身
に
通
ず
る
也
。
万

金
を
費
し
て
も
、
真
実
が
な
け
れ
ば
通
ぜ
ぬ
也
。
真
実
は
我
よ
り
内
に
顕
は

る
ゝ
も
の
故
、
孝
行
に
は
礼
義
は
無
く
て
も
あ
り
な
ん
。
平
日
の
事
を
気
詰

り
に
し
て
は
、
孝
は
行
は
れ
ず
。
眼
に
あ
ら
は
れ
た
る
を
義
と
い
ふ
。
是
君

臣
の
義
也
。
或
は
急
難
に
楯
に
な
り
、」 ウ
身
を
捨
、
命
を
捨
る
な
り
。

　

た
と
へ
ば
世
界
に
命
を
捨
る
も
の
は
、利
屈
に
利
屈
を
重
て
命
を
捨
る
也
。

又
、「
変
」
に
よ
つ
て
命
を
捨
る
は
、
是
天
命
の
徳
也
。
是
例
の
我
家
の
細

蜜
を
の
べ
た
り
。
委
は
『
為
弁
』
に
考
べ
し
。
楚〈

ハ

リ

ガ

ミ

〉

荘
王
絶
纓
の
会
、是
則
、「
虚

に
居
て
実
を
行
ふ
」。
扨
こ
そ
其
臣
、
常
に
身
を
捨
る
程
の
忠
義
を
な
し
て

報
へ
り
。
味
方
ヶ
原
退
口
弁
有
べ
し
。

　
　
　
　

さ
ん
銭
も
な
ふ
て
奇
麗
な
お
寺
様

　
　

と
い
ふ
前
句
の
虚
情
を
見
込
ん
で
、旦
那
の
な
い
寺
を「
奇
麗
な
」と
は
、「
実
」

か
「
虚
」
か
。「
虚
」
に
て
い
ふ
と
、
と
く
落
着
し
て

　
　
　
　

茶
漬
の
礼
に
う
そ
一
つ
つ
く

　
　

と
前
句
の
「
虚
の
情
」
を
と
り
て
付
句
に
「
実
の
姿
」
を
述
べ
り
。」 ��
是
に

て
考
ふ
べ
し
。

　
　
　
　

あ
ら
か
ね
の
芋
は
〳
〵
と
売
あ
る
き

　
　
　
　
　

こ
よ
ひ
の
月
の
名
は
隠
れ
な
し

　
　

虚
に
居
る
人
は
山
本
勘
介
、
諸
州
の
君
に
は
「
虚
」
に
あ
そ
び
、
信
玄
に
は

「
実
」
に
仕
ふ
。

　
　
　
　

八
朔
も
九
日
も
酒
の
沙
汰
ば
か
り

　
　
　
　
　

朝
寝
夕
寝
に
年
寄
の
妻

　
　

此
段
よ
く
〳
〵
考
ふ
べ
し
。
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つ
て
」。
定
家
又
御
答
申
さ
れ
し
は
、「
実
す
く
な
き
に
て
こ
そ
歌
は
述
れ
と

こ
そ
」
と
也
。」 ��

○
虚
実
の
虚
実　

口
伝
別
記
に
あ
り
。「
虚
実
の
〻
〻
」と
い
ふ
も
の
は
、畢
竟「
時

宜
」
の
事
に
し
て
、「
虚
実
」
と
ば
か
り
い
ふ
と
き
は
儒
仏
の
内
証
に
し
て
、

段
〻
い
ふ
と
こ
ろ
也
。「
虚
実
の
〻
〻
」
と
は
、「
虚
実
の
実
」
を
し
れ
ば
君

と
な
り
、「
虚
実
の
虚
」
を
知
れ
ば
師
と
な
る
。
畢
竟
是
は
天
命
に
し
て
、

い
づ
れ
か
拵
は
ん
や
。
と
か
く
は
其
変
に
応
じ
て
時
の
宜
を
さ
し
て
、「
虚

実
の
〻
〻
」
と
は
心
得
べ
し
。
孔
子
は
仁
の
一
字
を
説
て
仁
中
に
義
を
ふ
く

み
給
ふ
。
故
に
孟
子
は
仁
義
を
説
て
理
論
に
つ
の
り
給
ふ
故
に
、
似
て
非
な

る
所
が
あ
る
也
。『
為
弁
』に
て
可
考
也
。
或
は
其「
虚
」に
い
さ
ゝ
か
の「
実
」

あ
れ
ば
城
を
も
た
も
つ
、
是
「
道
理
」
な
り
。
其
「
実
」
に
聊
の
「
実
」
あ

れ
ば
「
利
屈
」
と
な
る
。
小
人
に
な
る
也
。『
為
弁
』
に
「
其
虚
に
虚
な
き
」

と
言
弁
、
大
悟
発
明
の
」 ウ
人
也
。
龐
居
士
が
遺
言
も
此
事
な
り
。

○
不
道
化　

不
道
化
と
は
お
か
し
き
事
な
れ
ど
、
其
お
か
し
き
事
も
尽
て
笑
止
に

な
る
事
な
り
。

○
心
の
ほ
だ
し　
「
実
」
に
凝
つ
て
居
る
ゆ
へ
、
俗
に
「
あ
の
人
は
ど
う
や
ら
内

に
一
物
あ
り
さ
ふ
な
人
」
と
い
ふ
事
也
。

○
荘
周
が
家　

爰
が
『
十
論
』
の
大
論
を
述
た
り
。
礼
の
用
は
「
和
」
を
尊
し
と

い
ふ
、
我
家
の
「
虚
」
な
り
。

○
実
は
好
悪
の
二　
「
実
」
に
は
「
好
悪
」
あ
り
。
君
父
に
争
ひ
て
「
実
」
を
説

け
ば
、
君
父
い
か
る
。
是
「
実
の
悪
」
也
。
○
虚
に
は
さ
ま
〴
　〵

仰
げ
ば

い
よ
〳
〵
高
し
と
い
へ
る
が
ご
と
く
、限
り
も
な
く「
和
」有
も
の
な
り
。「
虚
」

は
広
く
、「
実
」
は
狭
し
。

○
他
国
へ
行　

家
を
も
捨
、
窂
人
す
る
な
り
。」 ��

○
金
く
れ
る　
「
金
く
れ
る
」
と
い
ふ
約
束
の
違
は
ぬ
は
誠
に
嬉
し
く
、「
首
き
ら

ん
」
と
い
ふ
た
事
の
た
が
は
ざ
る
は
誠
に
か
な
し
。

○
遊
人　

諷
ひ
・
舞
・
座
興
を
い
ふ
て
、
一
物
を
心
に
構
え
て
気
に
入
ら
ん
と
謟

ら
ふ
は
、
佞
人
の
讒
言
也
。

○
文
道
の
六
義　

風
・
賦
・
比
・
興
・
雅
・
頌
。

○
武
道
に
三
略　

謀
を
帷
幕
の
う
ち
に
め
ぐ
ら
し
、
勝
事
を
千
里
の
外
に
決
す
。

「
略
」
の
字
の
味
、
武
道
の
文
な
り
。
是
尚
我
家
の
「
和
」
な
り
。

○
文
雅
に
は　

文
雅
は
虚
実
、
武
略
は
実
虚
、
い
づ
れ
も
机
上
の
工
面
な
が
ら
、

文
雅
大
い
な
る
に
は
、
口
を
出
せ
ば
鬼
神
も
感
じ
、
謀
を
行
へ
ば
猛
兵
恐
る
。

是
則
機
変
に
応
じ
て
行
え
ば
な
り
。」 ウ

○
言
語
に　

談
笑
を
以
和
優
す
る
。
よ
く
諷
諫
を
も
つ
て
口
に
背
か
ぬ
所
な
り
。

○
虚
は
お
ゝ
ひ
に
し
て　

広
大
に
し
て
限
り
な
し
。「
実
」
は
こ
る
ゆ
へ
に
ち
い

さ
し
。

○
其
針
を　

虚
実
自
在
・
不
自
在
を
か
た
ど
り
い
へ
り
。「
実
」
の
微
少
な
る
、

針
の
ほ
そ
き
と
て
、
其
害
を
遁
る
べ
き
也
。

○
そ
の
舩
を
と
が
む　

是
に
て
「
和
」
を
像
る
を
考
べ
し
。

　
　
『
荘
子
』
に
曰
、「
舩
を
引
時
、
空
舟
が
来
て
横
に
あ
た
る
。
人
な
き
ゆ
へ
に

と
が
む
べ
き
や
う
も
な
く
、
又
腹
も
た
ゝ
ぬ
な
り
」。
是
う
ち
に
一
物
な
き

故
也
。
其
中
に
ち
い
さ
き
子
供
に
て
も
乗
れ
ば
、
早
と
が
む
る
也
。
腹
も
立

也
。
そ
の
ご
と
く
、
此
方
の
胸
中
に
一
物
な
け
れ
ば
、
向
ふ
も
一
物
な
き
也
。

神
に
向
ふ
て
も
」 ��
仏
を
拝
み
て
も
同
じ
事
也
。
俗
に
相
手
の
持
た
す
機
と
い

ふ
こ
と
あ
り
。
可
考
。
其
持
た
さ
れ
た
機
の
時
は
、
仁
和
急
用
也
。

○
天
地
陰
陽　

陰
陽
五
倫
の
各
道
、
是
「
虚
」
也
。
夫
を
行
ふ
「
虚
」、
則
、
君

臣
父
子
の
道
也
。
是
を「
実
」と
い
ふ
。
然
れ
ば「
虚
」は
大
い
に
し
て
、「
実
」
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是
が
な
け
れ
ば
天
地
も
凝
か
た
ま
る
な
り
。
世
に
い
ふ
、「
儒
は
表
に
実
を

説
て
、
裏
に
虚
を
た
ゝ
む
。
仏
は
表
に
虚
を
説
て
、
裏
に
実
を
包
む
」。
我

家
は
虚
実
を
一
物
に
と
く
な
り
。『
つ
れ
〴
〵
』
に
曰
、「
己
が
分
を
し
り
て

及
ば
ざ
る
と
き
は
速
か
に
止
む
を
、
智
と
い
ふ
べ
し
。
ゆ
る
さ
ざ
ら
ん
は
人

の
誤
り
な
り
。
分
を
し
ら
ず
し
て
し
ゐ
て
は
げ
む
は
、
己
が
あ
や
ま
り
也
。

乏
し
く
し
て
分
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
盗
む
。
ち
か
ら
お
と
ろ
え
て
分
を
知
ら
ざ

れ
ば
、
病
を
受
」
と
い
へ
り
。」 ��

○
言
端
の
虚
実　

し
ら
ぬ
学
者
は
、「
虚
」
と
い
へ
ば
偽
り
の
如
く
、「
実
」
と
い

へ
ば
、
そ
ら
言
い
わ
ぬ
を
「
実
」
と
思
へ
り
。
さ
に
非
ず
。
天
地
ひ
ら
け
ざ

る
初ハ
シ

め
、鳥
の
印
の
如
し
と
て
す
め
る
も
の
は
登
り
て
天
と
な
る
。
是
「
虚
」

也
。
濁
る
も
の
は
下
り
て
地
と
な
る
。
是
「
実
」
也
。
生
る
ゝ
に
も
末
生
有
、

為
生
有
。
言
を
い
ゝ
出
す
に
も
、「
い
は
う
」
と
「
お
も
ふ
」
と
「
虚
実
」
有
。

○
聖
人
の
意
に
さ
ば
く
を
虚
実
と
い
ゝ
、
小
人
の
口
先
で
転
動
す
る
を
「
誠

偽
」
と
い
ふ
。
似
た
物
に
て
一
歩
千
里
の
違
有
。
天
理
自
然
に
任
す
を
「
虚

実
」
と
い
ゝ
、
人
慾
の
私
に
行
ふ
を
「
誠
偽
」
と
い
ふ
。「
虚
実
の
変
」
を

知
る
を
聖
人
と
い
ひ
、「
虚
実
」
の
用
る
事
を
し
る
を
賢
人
と
い
ふ
。
尚
『
為

弁
』
に
委
し
。「
虚
」
に
「
虚
実
」
あ
り
。「
虚
実
の
虚
」
あ
り
。
是
、
俳
諧

の
家
の
蜜
法
也
。」 ウ

　

虚為
弁

実
の
実　
　
　
　
　
　
　
　

　

虚
実
の
虚  

伝
別
記
有
。　

仏
経
の
「
寂
」、
儒
書
の
「
権
」、
是
則
、「
虚
」
也
。

○
箱
の
た
と
へ　

人
の
心
は
重
箱
の
ご
と
し
。
煮
し
め
等
を
久
敷
入
置
と
き

は
く
さ
る
な
り
。
人
の
心
も
斯
の
如
く
、
彼
色
〻
の
七
情
八
識
が
入
り
、
こ

り
堅
ま
る
と
必
く
さ
る
ゝ
也
。し
ば
ら
く
も
早
く
洗
ふ
べ
し
。孔
子
の
語
、『
為

弁
』
に
委
し
。
儒
仏
老
荘
と
も
に
、
先
か
後
か
、「
虚
実
」
が
な
く
て
は
叶

は
ぬ
も
の
也
。「
其
叶
は
ぬ
物
を
導
が
は
い
か
い
な
り
」
と
の
玉
へ
り
。

○
馬
麦　

仏
教
は
「
虚
」
を
表
に
説
ど
も
、
是
は
「
実
」
を
表
に
立
て
い
へ
り
。

○
牛
刀　

儒
は
「
実
」
を
表
に
教
ゆ
る
け
れ
ど
も
、是
は
「
虚
」
を
表
」 ��
に
立
、「
実
」

を
内
に
し
て
説
り
。

○
連
歌
は
実　
「
実
情
に
し
て
、俳
諧
は
虚
頭
也
」
と
お
も
ふ
て
ゐ
る
、誤
り
な
り
。

連
歌
は
内
に
「
虚
」
を
つ
ゝ
み
、外
に
「
実
」
を
顕
は
す
。
俳
は
内
に
「
実
」

を
包
み
、外
に
「
虚
」
を
あ
ら
は
す
。
是
は
先
師
口
伝
の
処
に
し
て
、『
為
弁
』

に
も
出
ず
。
大
切
に
聞
べ
し
。

○
花
実
の
先
後　

口
伝
別
記
に
有
。

○
道
理
に
な
び
く　

な
び
く
と
い
ふ
も
の
、
男
女
愛
情
の
間
、
七
情
の
内
甚
し
き

も
の
也
。
其
中
に
も
遊
女
の
類
も
、
富
貴
の
客
を
憎
ん
で
、
貧
者
を
愛
す
る

も
の
有
。
富
貴
は
銀
の
威
を
以
て
お
す
ゆ
へ
に
、「
和
」
た
ら
ず
し
て
其
座

も
面
白
か
ら
ず
。
故
に
、
に
く
み
う
と
む
。
貧
者
は
銀
足
ら
ざ
る
故
、
真
実

を
尽
し
て
心
の
淋
び
に
其
坐
を
尽
す
ゆ
へ
に
愛
」 ウ
情
ふ
か
く
、
遊
女
も
そ
の

心
に
と
け
て
な
び
く
也
。

○
虚
実
の
品　

天
地
開
く
る
よ
り
道
理
は
五
つ
〳
〵
に
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の

也
。
夫
を
そ
の
利
に
怒
て
わ
け
ん
よ
り
は
、
其
和
節
を
行
ふ
て
、
同
じ
わ
け

口
を
諷
諫
に
分
け
た
ら
ん
が
よ
か
ら
ん
。
善
な
ら
ば
い
よ
〳
〵
「
実
」
を
以

善
を
す
ゝ
め
、
悪
な
ら
ば
「
虚
」
を
以
悪
を
こ
ら
す
。「
和
し
て
塩
梅
せ
よ
」

と
い
ふ
事
也
。

　
　

○
扨
や『
俳
諧
廿
五
ヶ
の
伝
』に
も
、「
詩
歌
連
俳
は
上
手
に
嘘
を
つ
く
事
也
」。

さ
れ
ば
歌
に
も
、
後
鳥
羽
の
院
の
定
家
卿
え（

へ
）、「『
古
今
集
』
六
歌
仙
の
内
い

づ
れ
を
師
と
す
べ
し
や
」
と
勅
問
有
り
し
に
、
定
家
の
卿
い
へ
ら
く
、「
僧

正
遍
昭
を
こ
そ
」
と
。
上
皇
又
宣
く
、「
誠
す
く
な
き
と
あ
れ
ば
、
何
を
も
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東
北
の
角
の
番
匠
の
引
頭
が
生
れ
た
る
と
見
へ
た
り
。
様
有
も
の
成
べ
し
」

と
申
さ
れ
け
る
と
ぞ
。
泰
時
が
「
我
と
虚
」
な
る
を
み
る
べ
し
。

○
哀
楽
の
間　

虚
実
を
行
ふ
て
。

　

伝
曰

○
俳
諧
の
内
証　

儒
仏
の
立
様
よ
り
、
詩
歌
は
表
に
信
を
あ
ら
は
し
、
内
に
虚
活

を
包
む
。
禅
と
俳
と
は
、
他
に
信
を
顕
は
さ
ず
、
内
に
信
を
も
つ
て
、
外
は

虚
活
を
見
す
る
な
り
。

○
外
の
親
疎　

と
は
譬
、
訴
状
の
理
屈
の
強
き
に
、
其
も
の
に
五
倫
の
親
疎
は
な

け
れ
ど
も
、
其
場
に
親
疎
出
来
る
な
り
。」 ��

　

是
を
敖
訴
の　

五
倫
の
外
に
親
疎
出
く
れ
ば
、
能
考
て
其
理
の
理
に
も
し
ん
し

や
く
有
べ
き
也
。
利
慾
に
お
ぼ
れ
て
公
事
を
好
む
人
あ
ら
ん
に
、
理
屈
を
重

ね
い
へ
ば
、
親
疎
の
外
に
親
疎
が
出
来
る
も
の
と
、
敖
訴
の
誡
め
に
は
い
ふ

た
け
れ
ど
も
、
公
事
ば
か
り
に
非
ず
、
万
事
勝
負
の
能
い
ま
し
め
の
名
言
と

い
は
ん
。
言
行
の
善進

退行
也
。

○
人
和
に
強
柔
の
力　

知
る
と
き
は
お
し
へ
、知
ら
ざ
る
と
き
は
遊
ぶ
。「
あ
そ
ぶ
」

と
「
教
る
」
と
に
強
柔
を
そ
へ
た
り
。

○
天
下
の
人　

天
下
の
人
を
い
ゝ
つ
め
る
事
、
言
語
同
断
の
処
也
。
言
つ
め
る
斗

で
な
い
、「
虚
実
」、「
方
便
」、「
諷
諫
」
を
知
れ
と
な
り
。「
天
下
の
人
を
い
ゝ

つ
め
る
」
と
は
、
天
下
の
人
の
返
答
な
ら
ぬ
所
也
。

○
信
の
一
字　

是
骨
説
也
。「
伝
は
家
よ
り
内
に
起
り
、
徳
は
」 ウ
人
よ
り
外
に
顕

は
る
」。
是
、
翁
の
金
言
に
し
て
常
に
心
に
保
つ
べ
し
。
此
二
句
は
座
右
の

銘
に
し
て
た
へ
ず
み
る
べ
し
。

○
た
ば
こ　

是
「
隠
徳
」
也
。
其
時
、
其
角
供
せ
し
が
帰
り
て
申
け
る
は
、「
今

日
煙
草
を
召
ざ
る
は
是
『
謟
』
な
ら
ず
や
」
と
。
翁
の
答
に
、「
さ
に
は
非
ず
、

是
『
時
宜
』
也
。『
謟
る
』
に
非
ず
」。
己
れ
が
道
理
を
怒
る
こ
と
は
た
ば
こ

斗
に
非
ず
。
万
事
に
わ
た
る
也
。

　
　

○
天
の
徳
を
我
に
与
へ
給
ふ
所
を
行
ふ
。
我
は
な
さ
ず
し
て
、
天
、
然
と
授

け
給
ふ
也
。
た
と
へ
ば
発
句
の
透
逸
を
仕
出
し
た
り
と
も
、
是
、
天
よ
り
授

給
ふ
也
。
此
塩
梅
は
能
〻
味
ふ
べ
し
。
我
を
忘
れ
て
天
と
お
も
ふ
時
は
自
ら

ほ
こ
ら
ず
。
故
に
隠
徳
也
。『
為
弁
』
に
武
帝
・
顔
回
が
事
あ
り
。

　
　
　
　
　
　

法
然
上
人
の
歌
に
」 �0

我
は
よ
く
聞
わ
け
た
り
と
思
ふ
こ
そ
い
ざ
ま
だ
し
ら
ぬ
は
じ
め
な
り
け

り

○
錯
綜　

下
か
ら
く
る
〳
〵
ま
は
つ
て
、
其
意
を
能
く
ゝ
る
を
い
ふ
。

○
反
魂　

文
章
を
誉
て
言
へ
り
。
そ
れ
と
是
と
を
合
せ
て
文
章
の
一
体
と
す
。
或

は
遠
き
と
近
き
と
を
合
す
。

　
　

○
虚
実
論

虚
実
と
は
弁
を
も
つ
て
説
尽
さ
れ
ず
。「
虚
実
」
と
口
に
言
へ
ば
、
も
は

や
二
義
に
な
る
也
。
虚
実
、
本
と
一
つ
体
に
し
て
、
其
虚
実
弁
じ
て
曰
、「
虚

と
い
へ
ば
、
は
や
実
が
あ
り
が
た
し
〳
〵
」。」 ウ
た
ら
ぬ
も
の
也
。
此
段
は
殊

の
外
六
ヶ
敷
、
我
家
に

処
也
。

○
変
化
を
知
る　

天
地
自
然
、
虚
実
の

様
、
万
事
「
変
」
に
て

は
ね
ば
な
ら

ぬ
物
也
。
此
「
変
」
な
き
時
は
、「
実
」
は
「
実
」、「
虚
」
は
「
虚
」
と
、

こ
り
堅
ま
る
な
り
。
天
は
照
ら
す
斗
が
実
な
れ
ど
も
、雨
降
風
吹
の
変
あ
り
。
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と
随
ひ
ま
は
る
也
。
此

は
人
〳
〵
の
心
に
有
事
に
て
、
人
の
し
ら
ぬ
こ
と

な
り
。「
諷
諫
」
と
「
謟
諛
」
は
、
面
は
似
て
内
は
う
し
ろ
合
せ
の
も
の
也
。

達
磨
伝
授
の
弁
、二
視
に
道
を
伝
へ
給
ふ
意
、あ
ら
ま
し
『
為
弁
』
に
考
、尚
、

禅
坊
主
に
聞
べ
し
。

○
我
家
の
密
法　

わ
が
心
の
内
な
れ
ば
、
人
の
知
つ
た
事
に
」 ウ
非
ず
。
人
〻
の
心

の
う
ち
に
有
も
の
な
り
。

○
詞
の
鼓
舞　

文
章
の
お
も
し
ろ
き
こ
と
、
曲
と
い
ふ
も
の
也
。

○
分
別　
「
い
か
に
せ
ん
〳
〵
」
と
胸
中
に
戦
ふ
て
、
是
非
を
分
た
る
所
が
分
別

な
り
。

○
無
分
別　

其
分
別
の
中
な
る
も
の
を
取
て
、「
是
ぞ
」
と
顕
は
れ
出
る
処
が
無

分
別
也
。
畢
竟
有
分
別
に
こ
り
堅
ま
る
故
に
利
屈
と
成
、
迷
ひ
と
成
。
そ
れ

を
打
碎
き
て
道
理
と
な
り
、
悟
り
と
成
る
所
が
無
分
別
な
り
。
○
分
別
と
い

へ
る
も
の
は
、「
兎
や
せ
ん
角
や
せ
ん
」
と
心
に
こ
つ
て

て
、
善
悪
を
わ

け
て
決
定
し
て
出
る
也
。
無
分
別
は
分
別
の
間
よ
り
そ
の
中
を
見
出
し
て
、

一
向
に
「
是
ぞ
」
と
出
る
所
な
り
。
故
に
分
別
は
無
分
別
の
先
に
立
て
、
無

分
別
の
後
に
顕
は
る
ゝ
」 ��
も
の
な
り
。
夫
を
聞
違
え
て
、「
俳
は
分
別
す
る

に
及
ば
ず
。
と
か
く
す
ら
り
〳
〵
と
す
る
が
よ
い
」
と
心
得
違
し
て
、
惟
然

が
類
有
し
也
。
○
名
人
の
場
は
無
分
別
の
所
に
有
。
上
手
の
場
は
分
別
に
有
。

分
別
に
こ
り
果
て
居
る
と
、
は
や
利
く
つ
に
な
る
故
に
、
道
理
の
内
に
悪
き

も
の
と
成
。
そ
の
道
理
の
堅
ま
る
所
、
理
屈
の
悪
也
。

○
善
悪
三　

道
理
一
つ
、
道
理
の
内
の
悪
一
つ
、
利
屈
一
つ
、
都
て
三
也
。

○
五
倫
の
道　

我
家
で
段
〻
説
く
如
く
、
五
倫
の
道
の
拵
様
も
、
又
俳
か
い
の
附

句
の
味
も
、
ひ
と
つ
と
い
ふ
こ
と
也
。
同
じ
心
法
也
。
そ
の
味
を
伝
ふ
て
行

も
の
は
道
理
の
人
和
な
り
。
問
、「
そ
れ
を
急
用
と
い
ふ
は
如
何
」。
○
答
、「
五

倫
の
人
和
と
は
、
今
日
の
人
理
を
調
へ
て
行
ふ
也
」。
た
と
へ
ば
天
の
陰

晴
」 ウ
を
悦
ぶ
者
有
て
、
又
怒
る
者
有
。
是
天
理
な
り
。
其
日
の
機
嫌
を
見
合

行
ふ
な
り
。
天
に
陰
晴
有
如
く
、人
に
も
喜
怒
あ
り
。
附
句
も
斯
の
ご
と
し
。

前
句
の
体
を
見
て
前
句
に
悦
ぶ
体
あ
れ
ば
、
其
用
を
悦
ぶ
処
を
体
と
し
て
附

行
ふ
処
也
。
悦
ぶ
体
に
悦
ぶ
体
を
付
れ
ば
、
利
く
つ
に
な
る
也
。
今
日
の
挨

拶
に
も
如
此
。

　
　
　
　

三
石
祢
宜
の
臂
は
り
た
が
る

　
　
　

何
事
も
仲
人
し
だ
い
に
す
ま
し
汁

　
　
　
　

嬉
し
や
星
の
空
に
雪
ち
る

　

又

　
　
　

保
元
の
春
に
花
咲
か
く
れ
ざ
き
」 ��

　
　
　
　

雛
に
う
つ
せ
ば
奥
も
九
重

　
　
　

山
出
し
の
出
代
な
ぶ
る
古
参
ど
も

○
死
活　

前
に
弁
ず
る
如
く
、
動
か
ざ
る
を
「
死
」、
動
く
を
「
活
」
と
い
ふ
。

○
天
下
の
治
り　

天
下
治
る
と
き
は
「
文
」
を
用
ひ
、
乱
る
ゝ
時
は
「
武
」
を
用

ゆ
。
二
つ
な
が
ら
天
下
を
治
る
道
具
な
り
。

　
　

○
温
厲
は
智
仁
也
。

○
徳
は
詩
歌　

詩
歌
連
俳
と
次
第
の
お
と
り
な
り
。

○
我
と
虚
に
し
て　

人
の
知
つ
た
事
に
て
は
な
し
。
是
、「
仁
和
」、「
先
後
」、「
温

厲
」
も
皆
籠
る
。
自
敬
む
也
。
○
「
我
と
虚
」
と
は
、
内
を
虚
に
し
て
居
る

事
也
。
最
明
寺
殿
幼
少
の
時
、
遊
び
事
に
墓
を
作
、
仏
を
作
な
ど
せ
ら
れ
け

る
を
、
平
左
衛
門
入
道
、
諏
訪
入
道
な
ど
、「
弓
箭
と
ら
せ
給
ふ
御
身
の
御

遊
び
こ
そ
候
ら
は
め
」
と
い
さ
め
け
る
を
、
祖
父
泰
時
、「
な
ぜ
に
制
」 ウ
す

る
ぞ
。
我
夢
に
見
た
る
事
有
。
先
世
、
須
達
長
者
祇
園
精
舎
造
り
し
時
の
、
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か
つ
。
是
虚
実
に
自
在
な
ら
ね
ば
、
難
叶
事
也
。

○
客
難
・
賓
戯　
『
文
選
』
に
み
る
べ
し
。
是
ら
も
俳
諧
の
為
に
な
る
も
の
也
。

　
　
「
答
客
難
」「
表
賓
戯
」、
可
尋
。

○
利
害　

諷
諫
と
か
た
ち
似
た
り
。
言
語
の

な
り
。

○
仁
勇　

我
家
の
虚
実
の

事
な
り
。

○
其
理
の
天　

天
な
る
は
「
道
理
」
也
。
人
な
る
は
「
人
慾
」
な
り
。

○
俳
諧
は
よ
し　

今
日
の
言
語
に
し
て
、
人
和
を
専
と
し
て
、
天
理
の
自
然
に
任

す
べ
し
。」 ウ

○
機
鋒　

仁
勇
を
内
に
包
む
勇
也
。
是
聖
の
徳
な
り
。

○
武
家
の
余
力　

始
に
曹
操
と

運
を
書
て
、
次
に
「
武
家
の
余
力
」
と
書
り
。

是
「
決
前
生
後
」
の
文
勢
也
。

　

俳為
弁

か
い
文
武　

文
武
を
兼
た
る
も
の
と
い
ふ
。「
温
厲
」
な
り
。

○
人
の
こ
ゝ
ろ
を
い
ざ
な
へ
る　

雪
を
尋
、
月
を
め
で
、
花
を
詠
る
ば
か
り
に
あ

ら
ず
。
人
を
し
て
善
道
に
み
ち
び
か
せ
ん
為
也
。
そ
の
音
韻
の
響
と
詞
の
急

緩
と
に
あ
り
。
是
を
天
理
に
叶
ふ
や
う
に
、
道
に
言
語
の

あ
ら
ば
、
何
ぞ

鬼
神
も
感
動
せ
ざ
ら
ん
や
。
た
と
へ
ば
人
を
恋
ふ
と
て
艶
書
に
、
お
も
ふ

〳
〵
と
斗
百
千
字
書
て
遣
し
た
り
と
て
、
先
に
感
動
す
る
も
の
に
非
ら
ず
。

或
は
山
を
臨
み
、
川
を
わ
た
り
、
雲
を
か
こ
ち
、
鳥
を
う
ら
や
み
、
其
せ
つ

な
る
姿
情
の
は
こ
び
を
書
ち
ら
し
て
思
ふ
事
を
い
へ
ば
ぞ
、「
扨
は
斯
く

迄
」 ��
お
も
ふ
か
や
」
と
て
向
ふ
の
人
が
感
動
す
る
な
り
。
畢
竟
ち
ゞ
め
た
る

時
は
「
お
も
ふ
」
の
一
字
に
と
ゞ
ま
る
也
。
是
「
文
章
」
也
。
遠
く
い
は
ゞ
、

言
ず
と
も
よ
き
事
を
い
ふ
、
是
「
文
」
な
り
。『
為
弁
』
に
曰
、「
用
は
体
に

し
て
、無
用
は
用
也
」
と
云
〻
。「
文
章
」
に
も
無
用
の
用
を
し
れ
と
い
へ
り
。

書
か
で
よ
き
事
花
〳
〵
し
く
書
つ
ら
ぬ
る
は
、
其
中
に
要
な
る
物
は
只
ひ
と

つ
の
用
を
い
は
ん
為
也
。
故
に
用
は
体
用
と
い
へ
り
。
猶
又
、
紙
に
か
く
斗

が
「
文
」
に
あ
ら
ず
。
一
言
半
句
の
詞
の
う
ち
に
「
文
章
」
有
事
を
よ
く
味

ふ
べ
し
。

○
俳
諧
門　

五
倫
の
人
和
也
。
上
品
の
人
は
詩
に
て
も
歌
に
て
も
教
う
べ
し
。
中

品
以
下
は
六
ヶ
し
き
詩
歌
に
及
ぶ
事
叶
は
ぬ
故
に
、
俗
談
平
話
の
道
を
立
た

る
也
。
詩
歌
に
い
は
れ
ぬ
俗
談
平
話
を
急
用
に
言
ふ
。
是
、
歌
人
・
詩
人
の

及
ば
ぬ
所
也
。「
端
的
温
和
」
の
弁
有
。」 ウ
端
的
は
「
頓
挫
」
也
。
端
的
を
温

和
に
て
教
る
也
。
温
和
は
又
端
的
に
て
教
申
、
是
則
「
虚
実
」
な
り
。

○
其
道
の
塩
梅　

そ
の
道
の
機
変
な
り
。

○
三
徳　

智
仁
勇
也
。
源
頼
光
笛
を
吹
、
袴
だ
れ
と
い
ふ
盗
人
を
捕
へ
し
弁
有
べ

し
。

○
言
語
太
鼓　

人
の
口
に
背
か
ぬ
処
が
太
鼓
に
似
た
と
い
は
ん
。
け
れ
ど
も
例
の

「
諷
諫
」
と
「
謟
諛
」
と
の
ま
ぎ
れ
を
弁
ず
べ
し
。

○
我
を
知
る
時
は　
『
為
弁
』に
て
は
ち
と
落
に
く
し
。理
に
合
ふ
て
は
理
に
悦
び
、

人
敬
ま
う
て
、
其
理
を
貴
ぶ
と
き
は
教
ゆ
。

○
我
を
し
ら
ざ
る
時
は　

非
に
あ
ふ
て
非
を
恨
み
ず
。
其
家
を
用
ひ
ぬ
と
き
は
、

他
門
に
向
ふ
て
不
可
論
の
味
い
也
。
伊
尹
が
五
た
び
仕
へ
た
る
が
如
し
。「
風

諫
」
と
「
謟
諛
」
と
同
じ
様
に
な
る
も
の
也
。」 ��
口
に
背
か
ぬ
を
「
諷
諫
」

と
い
ひ
、
心
に
し
た
が
ふ
を
「
謟
諛
」
と
い
ふ
。
口
と
そ
の
間
を
考
て
行
ふ

を
俳
諧
な
り
。
口
に
背
か
ぬ
と
い
ふ
も
の
は
、
君
父
の
悪
有
時
、
諫
に
十
分

の
道
理
を
説
ど
も
、
う
け
ざ
る
時
は
道
理
を
ま
げ
て
随
ふ
な
り
。
是
其
人
と

遊
ぶ
也
。
意
に
背
か
ぬ
と
は
、悪
と
見
な
が
ら
心
に
何
と
も
思
は
ず
、只
「
あ

い
〳
〵
」
と
ま
か
り
て
其
悪
に
随
ふ
。
是
我
道
の
罪
人
に
し
て
、「
謟
諛
」

な
り
。
い
は
ゞ
、
め
つ
た
む
し
や
う
に
気
に
入
た
が
り
て
、「
は
い
〳
〵
」
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の
言
か
た
の
「
変
」
を
考
し
れ
と
也
。
又
曰
、
文
章
と
は
、
書
に
」 ��
筆
を
餝

り
た
る
ば
か
り
を
文
章
と
は
言
は
ず
。
言
つ
ら
ぬ
る
詞
も
文
章
あ
り
。
人

〳
〵
の
も
の
言
の
余
情
、
事
〳
〵
に
言
語
の
「
急
緩
の
変
」
あ
る
も
の
也
。

文
章
を
書
も
、
又
〳
〵
か
く
の
ご
と
し
。
顕
は
れ
ざ
る
内
に
「
意
味
の
変
」

あ
る
も
の
也
。
意
味
な
き
は
文
章
に
あ
ら
ず
。
俗
談
平
話
も
文
に
つ
ら
ね
、

筆
に
書
事
も
皆
言
語
の
急
緩
あ
り
。
故
に
句
作
も
文
章
の
余
情
を
専
と
教
る

也
。
翁
時
代
、
湖
南
の
句
に

　
　
　
　

蔦
の
葉
や
残
ら
ず
動
く
あ
き
の
風

　

是
を
翁
の
「
余
情
な
し
」
と
て
難
じ
給
ふ
。
孟
子
も
「
知
言
」
の
自
慢
、

是
を
自
慢
せ
る
こ
と
『
為
弁
』
に
出
づ
。
猶
、
此
弁
は
『
為
弁
』
に
明
ら
か

也
。

○
言
語
変　

そ
の
詞
は
悪
な
れ
ど
も
、
其
こ
と
ば
の
う
ち
に
善
あ
る
物
な
り
。
又

其
言
葉
の
表
は
善
な
れ
ど
も
、
内
に
悪
有
も
の
在
り
。
其
詞
の
意
味
を
考
、

善
と
悪
と
を
知
る
べ
し
。」 ウ
是
「
聖
」
と
「
侫
」
と
の
差
別
也
。
是
を
「
変

を
知
る
」
と
い
ふ
。『
為
弁
』
に
委
し
。
又
、
善
変
じ
て
悪
と
成
、
悪
変
じ

て
善
と
成
。
夫
に
驚
か
ぬ
を
「
変
」
と
い
ふ
。
蒲
三
河
守
範
頼
の
曰
、「
人

は
常
に
さ
か
し
ら
を
思
ひ
て
、
朝
夕
に
気
遣
ふ
べ
し
。
上
に
聖
な
く
、
下
に

賢
な
き
世
は
、
一
言
の
下
に
万
代
の
功
を
む
な
し
ふ
す
る
も
の
也
」。

　
　
『
説
苑
』、
楚
照
王
召
レシ
テ
孔
子
ヲ
将
三
使
レメ
執
レラ
政
ヲ
封
ル
ニ
以
二
書
社
七
百
里
一ヲ
。

子
西
曰
二
楚
王
一ニ
。

　
　
　

視為
弁

・
観
・
察　

目
に
見
る
処
「
視
」、
心
に
み
る
が
「
観
」、
見
ぬ
所
を
押

て
見
る
が
「
察
」
な
り
。

○
道
理
に
は
善
と
悪
あ
り　

可
尋
。
大
か
た
本
文
に
て
見
え
候
得
ど
も
、
又
君
父

に
背
か
ぬ
の
記
に
て
見
え
候
へ
ど
も
、道
理
の
内
に
は
善
悪
の
二
つ
を
含
む
。

理
屈
は
一
句
に
あ
し
き
」 ��
も
の
也
。
道
理
と
一
つ
に
並
ぶ
も
の
に
あ
ら
ず
と

也
。

○
君
父
に
そ
む
か
ざ
る　

お
の
れ
が
十
分
の
道
理
を
以
て
、
君
父
を
い
さ
む
。
君

父
う
け
ざ
る
と
き
は
、
か
ら
従
し
て
し
た
が
ふ
道
理
な
り
。
さ
る
を
請
ざ
る

と
て
恨
む
、
是
道
理
の
内
の
悪
な
る
も
の
也
。
恨
み
劫
す
る
断
言
、
あ
ら
が

い
に
も
な
る
也
。
則
理
屈
也
。
故
に
道
理
の
内
に
悪
な
る
物
有
と
は
此
事
な

り
。
楠
正
成
、
是
道
理
也
。　

上
杉
憲
実
、
是
理
屈
也
。

○
道
理
は
天　

天
の
自
然
な
る
も
の
な
り
。

○
理
屈
は
人　

人
慾
の
私
な
り
。

○
訴
状　

の
差
別
を
せ
ん
と
お
も
へ
ど
も
、
理
く
つ
つ
よ
き
事
、
つ
め
ら
れ
て

成
が
た
く
、
奉
行
・
頭
人
も
憎
む
な
り
。

○
俳
諧
は　
『
論
語
』
の
助
語
の
余
情
を
考
え
、『
荘
子
』
の
物
の
形
」 ウ
容
を
学
ん

で
、
例
の
お
か
し
く
、
例
の
さ
び
し
く
、
人
和
の
道
理
を
も
つ
て
。

○
お
か
し
み
こ
そ　

其
諷
諫
を
行
ふ
時
は
身
を
か
た
め
、
実
を
以
て
身
を
捨
て
風

諫
す
。
故
に
大
名
・
高
家
も
感
動
し
て
交
合
也
。
常
の
人
が
う
か
〳
〵
と
本

文
の
如
く
事
を
行
ば
、
車
裂
に
成
な
ん
。
さ
れ
ど
心
に
実
勇
を
ふ
ま
へ
て
、

「
信
」
の
一
字
よ
り
言
ふ
ゆ
へ
に
、
上
も
感
動
有
も
の
也
。

○
首
を
切
ら
れ
ず　

張
儀
・
蘇
秦シ
ン

が
類
、
儒
者
は
呵
れ
ど
も
、
我
家
に
て
は
言
語

の
は
た
ら
き
あ
る
故
、
誉
る
也
。
戦
国
の
時
よ
く
虚
実
を
取

も
の
也
。

○
霊
運　
『
南
史
』ニ
、「
謝

運
幼
シ
テ
穎
悟
文
章
之
美
。
与
二
顔
延
之
一
為
二
江
左
第

一
（
マ
マ
）。
世
称
二
顔
謝
一
」。『
徒
然
草
』
に
、「
霊
運
は
法
華
の
筆
」 ��
受
な
り
し
か

ど
も
、
心
常
に
風
雲
の
お
も
ひ
を
観
ぜ
し
か
ば
、
恵
遠
、
白
蓮
社
の
交
り
を

ゆ
る
さ
ゞ
り
し
」。
人
和
の
下
手
な
る
処
あ
る
ゆ
へ
な
り
。

○
張
儀
・
蘇
秦　

能
虚
実
に
明
か
に
し
て
、
一
言
に
国
を
合
せ
、
一
言
に
国
を
わ
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○
仁
勇　
『
論
語
』
に
言
、「
智
仁
勇
の
三
徳
は
天
下
の
達
道
也
」。

○
文　

詩
歌
・
管
弦
。「
武
」
は
諸
礼
・
干
戈
・
軍
術
。「
武
」
は
実
也
。「
文
」

は
虚
也
。
俳
諧
に
三
徳
の
智
は
、よ
く
「
変
」
を
知
て
計
ら
ふ
也
。
仁
は
「
談

笑
の
和
」を
扱
給
ふ
。「
勇
」、よ
く
物
の
差
別
を
わ
く
る
を
」 �0
い
ふ
。「
頓
挫
」

也
。
静
な
る
と
き
は
仁
、
動
く
と
き
は
勇
、
仁
勇
一
体
に
立
置
。『
論
語
』

に
言
、「
仁
者
能
愛
於
人
也
。
能
悪
於
人
」。
よ
く
其
仁
を
忘
る
時
は
其
勇
行

れ
、
勇
斗
に
て
仁
は
行
は
れ
ず
。
一
歩
百
里
の
違
に
成
也
。
さ
れ
ば
「
文
」

の
一
字
を
知
ら
ね
ば
、「
勇
」
の
道
は
立
ら
れ
ず
と
い
ふ
。「
文
」
は
智
也
。

孔
子
も
文
王
の
「
文
」
は
誉
給
へ
ど
、
武
王
の
「
武
」
は
誉
給
は
ず
。「
然

ら
ば
俳
諧
は
談
笑
を
も
つ
て
立
れ
ば
、
仁
ば
か
り
に
て
立
べ
し
。
し
か
る
を

頓
挫
と
い
ふ
は
い
か
ん
」。
答
曰
、「
仁
斗
に
て
は
文
の
み
に
し
て
、
教
な
き

也
。「
虚
実
」「
言
行
」
等
し
か
ら
ん
ゆ
へ
に
「
和
説
」
有
、「
頓
挫
」
有
り
。

俳
か
い
の
家
に
て
は
、
別
て
言
語
の
急
用
を
扱
ば
、
仁
勇
を
兼
ず
し
て
叶
は

ず
。
し
か
し
仁
勇
を
内
に
包
み
、
殊
に
勇
を
鞘
に
納
置
也
。
是
人
の
常
の
か

た
ち
也
。
可
知
。
例
し
て
は
真
草
行
、
是
又
、
智
仁
勇
也
。」」 ウ

　
　
　

真　

象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花

　
　
　

草　

い
ざ
ゝ
ら
ば
雪
見
に
転
ぶ
と
こ
ろ
ま
で

　
　
　

行　

振
う
り
の
鴈
あ
は
れ
な
り
恵
比
須
講

　

真
の
句
、
竪
題
な
る
べ
し
。
詞
書
も
な
く
題
を
読
入
て
一
曲
秀
逸
、
さ
び

細
み
等
備
り
た
る
句
を
い
ふ
。『
滑
稽
伝
』
に
「
一
代
の
秀
句
は
題
を
ゑ
ら

む
べ
し
」
と
書
り
。
真
の
発
句
の
事
也
。
横
題
に
も
真
の
格
有
。
是
、
行
の

真
な
る
べ
し
。
真
の
真
、
行
の
行
あ
り
。

　
　
　
　

行
の
真　

振
う
り
の
鴈
哀
な
り
恵
比
須
講

　
　
　
　

行
の
行　

恵
比
須
講
酢
売
に
袴
着
せ
に
け
り

　

横
題
な
れ
ど
も
、
前
句
は
翁
の
本
情
よ
り
出
て
正
風
至
極
也
。
こ
の
哀
を

見
出
さ
れ
た
る
真
な
る
べ
し
。後
の
句
は
流
行
し
て
夷
講
一
体
を
興
じ
た
り
。

是
行
の
句
な
り
。
草
の
格
と
い
ふ
は
、
題
を
不
撰
、」 ��
季
節
を
入
る
ゝ
斗
に

言
流
す
。
句
の
働
を
不
構
、
其
場
を
題
と
す
。
秋
の
海
、
春
の
山
、
題
な
ら

ぬ
季
節
い
か
程
も
あ
り
。
文
章
の
と
ま
り
、
皆
草
な
り
。

　
　

△
連
は
○
仁
○
文
○
君　

△
俳
は
○
勇
○
武
○
臣　
　

○
俳
諧
の
仁　
「
人
和
」
を
扱
ふ
と
て
、ぐ
に
や
〴
〵
し
た
る
「
人
和
」
に
あ
ら
ず
。

俳
、
勇
を
行
ふ
時
は
、
礬ハ
ン

會ク
ハ
イと
な
り
、
仁
を
行
ふ
と
き
は
張
良
と
な
る
。
柔

弱
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
夫
と
是
と
和
合
さ
せ
る
「
和
」
な
り
。

○
本
よ
り
詩
歌　

詩
に
起
つ
て
歌
に
和
ら
ぎ
、連
俳
は
詩
歌
の
枝
葉
を
つ
く
ろ
う
。

連
歌
の
形カ
タ
チ
は
「
文
」、
俳
か
い
は
愚
な
る
も
の
也
。
是
を
可
考
。
猶
曰
、
心

は
詩
歌
連
俳
の
通同
じ
事
と
也情
を
知
つ
て
、
姿
の
高
下
を
慎
み
恐
る
べ
し
。『
為
弁
』

に
曰
、「
詩
歌
は
俳
恐
る
べ
し
」
と
は
、
詩
歌
の
家
よ
り
は
由
断
せ
ず
、
恐

れ
よ
と
也
。
さ
れ
ど
其
像
の
詩
歌
よ
り
」 ウ
次
に
立
て
、
面
の
及
ば
ざ
る
事
を

知
る
を
、
俳
の
遠
慮
と
い
ふ
べ
し
。

『
白
馬
』
曰
、
か
た
ち
は
詩
歌
連
俳
の
次
に
立
て
、
心
は
詩
歌
連
俳
の
一

変
の
道
を
知
る
べ
し
。
詩
歌
連
の
家
よ
り
出
て
そ
の
位
は
次
に
立
と
も
、
氷

の
水
の
ご
と
く
詩
歌
の
道
理
を
も
ど
く
処
を
「
虚
」
と
い
ふ
。
詩
歌
の
次
に

立
は
「
実
」、是
を
も
ど
く
、「
虚
」
也
。
詩
歌
の
次
に
た
つ
事
を
し
る
は
、「
実
」

な
り
。

○
紫
朱　

故
事
古
語
の
と
り
様
、
句
作
に
は
『
東
西
夜
話
』
を
見
る
べ
し
。

○
建
立　

歌
連
歌
を
な
じ
つ
て
俳
か
い
の
「
虚
実
」
を
立
る
。
是
一
門
建
立
な
り
。

○
此
徳　

と
は
、
は
ゐ
か
い
な
り
。

○
夫
を

は　

道
理
を
以
て
理
屈
を
う
つ
て
、
文
章
は
本
よ
り
言
語
な
れ
ば
、
物
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○
言
語
の
理
屈
を　

俳
諧
の
言
語
の
三
句
目
も
、
翁
の
前
迄
は
只
景
物
ば
か
り
に

て
い
ゝ
流
し
た
る
を
能
事
と
お
も
ひ
し
が
、
今
こ
そ
誠
の
俳
か
い
の
姿
情
備

は
り
、「
投
子
可
レ
惜
」
の
如
く
、
趣
向
は
前
句
の
噂
を
離
れ
、
前
句
の
外

の
姿
を
見
つ
け
、
句
作
は
前
句
の
用
を
尋
て
、
前
句
の
内
の
情
を
結
ぶ
。
是

は
い
か
ゐ
の
は
こ
び
也
。
森
羅
万
象
茶
碗
の
内
に
有
る
道
理
也
。
色
と
心
と

は
一
双
の
も
の
な
り
。

○
可
惜
一
碗
の
茶　
『
碧
厳
録
』　

此
内
に
は
ま
だ
〴
〵
理
屈
有
と
て
其
理
屈
を

い
ゝ
立
、
い
ゝ
つ
め
て
能
此
利
を
学
べ
と
い
は
ず
し
て
、」 ��
「
お
し
む
」
と

は
誠
に
よ
き
付
流
し
也
。下
手
は
是
に
其
理
屈
を
重
て
、「
か
や
う
の
道
理
也
」

と
て
い
ゝ
合
べ
し
。
上
手
は
発
句
に
「
森
羅
万
象
」
と
虚
を
以
て
い
だ
せ
る

所
を
、
亭
主
が
理
屈
を
以
て
「
い
づ
れ
の
処
に
か
あ
る
」
と
脇
を
理
屈
に
つ

の
り
掛
た
る
時
、
此
理
を
も
つ
て
「
爰
に
あ
り
」
と
争
へ
ば
、
理
屈
に
り
く

つ
を
重
る
ゆ
へ
に
、
そ
こ
を
附
流
し
て
平
話
に
落
し
、「
お
し
む
べ
し
一
碗
」

と
す
ら
り
と
や
ら
れ
た
り
。
俳
諧
も
又
〳
〵
如
此
と
な
り
。

聖
武
皇
帝
東
大
寺
御
建
立
有
て
、
三
面
の
僧
坊
に
学
問
す
る
僧
を
、
夜
中

に
田
舎
の
夫ブ

の
形
に
御
身
を
や
つ
し
、
蓑
笠
着
て
み
そ
な
は
し
め
給
ふ
に
、

或
僧
「
明
日
よ
り
後
は
何
と
す
べ
き
」
と
悲
し
む
者
あ
り
。
覗
て
其
故
を
尋

給
ふ
に
、「
鮭
の
頭
を
ね
ぶ
り
〴
〵
て
学
問
仕
つ
る
が
、
ね
ぶ
り
尽
せ
り
。

故
に
斯
の
ご
と
し
」
と
。」 ウ
鮭
は
眠
り
を
覚
す
能
あ
り
。
是
を
聞
し
召
て
、
越

前
鮭
の
庄
を
御
寄
附
な
さ
る
。
是
僧
は
魚
肉
を
喰
は
ぬ
筈
の
場
也
。
是
其
理

屈
を
は
な
る
ゝ
と
い
ふ
も
の
な
る
べ
し
。
○
新
田
義
貞
白
籏
攻
の
弁
有
べ
し
。

○
十
年
の
死
地　

修
行
地
を
差
す
。
縦
年
数
に
よ
ら
ず
。
一
年
の
間
に
も
十
年
有
。

「
死
地
」
と
は
利
屈
を
い
ふ
。「
活
地
」
と
は
道
理
を
い
ふ
。
十
年
の
修
行
に

分
別
に
分
別
を
重
ね
。

○
十
年
の
活
地　

道
理
の
無
分
別
に
も
ど
り
て
、
風
月
に
遊
ぶ
。
動
か
ざ
る
物
を

「
死
」
と
い
ゝ
、
う
ご
く
も
の
を
「
活
」
と
い
ふ
。

　
　
　
　

う
ぐ
ひ
す
も
海
向
ひ
て
鳴
く
須
磨
の
浦

と
い
ふ
句
を
、「
啼
け
」
と
直
し
給
ふ
。「
な
く
」
と
い
へ
ば
「
死
」
な
り
。「
な

け
」
と
言
へ
ば
「
活
」
也
。
手
尓
葉
の
同
不
同
な
り
。」 ��

○
一
字
の
信　

守
る
所
が
則
信
。
あ
し
た
に
思
ひ
、
夕
べ
に
お
も
ひ
、
意
で
相
続

す
る
所
也
。
真
宗
念
仏
の
如
し
。
信
と
お
も
へ
ば
信
に
あ
ら
ず
。

　
　
　
　

あ
ら
は
さ
ぬ
我
心
を
ぞ
う
ら
む
べ
き
月
や
は
う
と
き
姥
捨
の
山

西
行

む
か
し
麻
苗
う
る
者
二
人
有
け
る
が
、
一
人
は
他
国
へ
行
て
世
に
出
、
一

人
は
元
の
ご
と
し
。
或
山
中
に
て
行
合
、
酒
の
な
き
事
を
悔
み
、
麻
な
へ
三

つ
四
つ
打
割
て
其
酒
を
買
ふ
の
真
実
を
顕
は
せ
り
。
別
る
ゝ
に
及
て
其
信
実

通
じ
け
る
故
か
、
解
る
が
如
く
落
馬
し
て
小
袖
ひ
た
ゝ
れ
等
打
よ
ご
せ
り
と

い
へ
り
。
是
信
の
信
な
る
も
の
な
り
。

　
　
　

○
俳
諧
の
徳
」 ウ

徳
と
は
俳
諧
の
行
ふ
処
、
顕
は
れ
た
る
徳
の
次
第
を
述
べ
た
り
。
第
二
段

の
「
俳
諧
の
道
」
に
は
、「
虚
実
の
自
在
」
よ
り
、
世
間
の
理
屈
と
風
雅
の

道
理
に
道
を
立
、
此
段
に
は
其
道
の
よ
つ
て
お
こ
な
ふ
所
の
、
利
屈
と
道
理

の
善
悪
よ
り
天
理
に
随
ふ
と
こ
ろ
、
則
は
い
か
い
の
徳
た
る
事
を
述
た
り
。

畢
竟
、
道
理
と
理
屈
を
わ
け
て
天
地
自
然
に
し
た
が
ひ
、
人
理
の
私
を
捨
る

処
、
則
俳
諧
也
。
故
に
智
・
仁
・
勇
の
三
徳
を
以
て
俳
諧
の
徳
と
著
は
せ
り
。

段
〻
下
に
至
て
明
ら
か
な
り
。
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伝
曰

○
頓
挫　

勇
な
り
。
き
び
し
き
事
也
。

○
風
雅　

風
は
「
虚
」
な
り
。
雅
は
「
実
」
な
り
。

○
換
名　

か
へ
名
な
り
。「
虚
実
」
の
事
也
。

○
六
義
の
中
の　

六
義
の
内
に
て
風
雅
の
名
わ
け
出
す
也
。

○
爰
に
世
上
の　

我
家
の
俗
談
平
話
も
心
と
姿
を
は
な
れ
ぬ
事
を
述
べ
た
り
。

○
天
地
の
虚
に
起
り　

天
地
の
間
の
無
一
物
の
所
よ
り
、
一
物
起
る
也
。
た
と
へ

ば
火
と
い
ふ
。
是
則
天
地
の
「
虚
」
よ
り
起
り
た
る
物
な
り
。
其
火
を
「
あ

か
し
」
と
い
ゝ
、「
暖
か
」
と
い
ふ
。
是
二
義
に
算
ふ
な
り
。
其
」 ��
三
に
、

火
を
火
な
る
ゆ
へ
に
「
あ
か
し
」
と
い
ふ
時
は
、
利
屈
に
て
又
一
物
も
生
ぜ

ず
、跡
へ
も
ど
る
也
。爰
を
以
、其
三
は
大
事
に
し
て
其
火
を
は
な
れ
て
、「
夜
」

と
か
、「
道
を
行
」
と
か
用
を
起
す
也
。
一
句
の
発
句
に
す
る
時
は
、
花
は

天
地
の
「
虚
」
よ
り
生
じ
た
る
一
物
也
。
是
を
「
雪
」
と
趣
向
を
付
る
は
二

義
也
。「
雪
」
と
「
花
」
と
の
用
を
以
、
そ
の
間
よ
り
句
作
を
仕
立
る
所
が

其
三
な
り
。
其
三
は
際
り
な
し
。
爰
に
句
作
は
一
字
流
行
な
る
事
を
可
味
。

第
三
の
事
。

　
　
　

下
闇
を
出
て
卯
の
花
の
月
夜
か
な

　
　
　
　

ほ
た
る
流
る
ゝ
門
の
砂
川

　
　
　

ひ
と
り
〳
〵
長
者
の
子
供
乳
母
つ
け
て

　

又

　
　
　

山
伏
の
山
と
い
つ
ぱ
や
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

許
六
」 ウ

　
　
　
　

首
途
も
よ
し
野
は
花
の
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
花

　
　
　

烏
賊
膾
春
の
も
の
と
て
白
妙
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
由

　

又

　
　
　

鴬
の
笠
囉
ふ
日
や
旅
す
ゞ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
人

　
　
　
　

花
に
う
か
れ
た
目
を
竹
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廬
元

　
　
　

谷
水
も
筧
に
と
れ
ば
和
ら
ぎ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呂
柱

是
「
谷
水
を
好
む
筧
に
受
と
め
て
」
と
い
へ
る
句
な
り
し
を
、
夫
で
は
居
所

の
体
慥
な
れ
ば
、三
句
に
渡
る
と
て
谷
水
の
噂
に
な
し
、居
所
の
体
を
離
る
ゝ

故
、
右
句
に
直
れ
り
。

　
　

又
、
五
脇
の
事

　
　

打
添　

空
豆
の
花
咲
に
け
り
麦
の
縁
り

　
　
　
　
　
　

昼
の
水
鶏
の
は
し
る
溝
川
」 ��

　
　

相
対　

忘
る
な
よ
秋
に
蝉
な
く
嶺
の
雲

　
　
　
　
　
　

杉
の
茂
み
を
か
へ
り
み
る
月

　
　

対　
　

釣
鐘
も
つ
か
で
ふ
り
行
紅
葉
哉

　
　
　
　
　
　

蝉
の
か
ら
巣
に
き
り
〴
〵
す
鳴
く

　
　

比　
　

鶯
や
一
声
啼
て
あ
ち
ら
む
く

　
　
　
　
　
　

垣
根
の
梅
の
咲
匂
ふ
こ
ろ

　

手
尓
波　

霜
月
や
鴻
の
つ
く
〴
〵
并
び
ゐ
て

　
　
　
　
　
　

冬
の
朝
日
の
哀
な
り
け
り

○
虚
実
の
変
を　
「
利
屈
に
落
入
て
三
を
生
ぜ
ず
」
と
は
、
お
も
ひ
あ
き
ら
め
ず
、

只
そ
の
実
に
着
す
る
処
。

○
或
は
五
倫
の
虚　

恋
慕
の
闇
の
類
ひ
、
放
埒
の
風
人
、
和
し
て
流
れ
た
る
類
、

兄
嫁
に
嫁
、弟

を
後
室
と
す
る
類
也
。
○
和
し
て
流
」 ウ
れ
た
る
と
い
ふ
に
、

『
徒
然
』
に
い
へ
る
仁
和
寺
の
法
師
、
童
の
法
師
に
な
ら
ん
と
す
る
名
残
の

酒
宴
に
、
あ
し
が
な
へ
頭
に
か
づ
き
た
る
が
ご
と
く
、
死
る
生
る
の
目
に
逢

ふ
も
、
ひ
と
へ
に
和
に
理
屈
に
こ
う
じ
て
流
れ
た
る
な
り
。



二
十

― �� ―

弁
』
に
委
し
。

○
諷
諫　

歌
道
に
俳
諧
有
事
も
如
斯
。臣
も
子
も
み
な
俳
諧
の
像
の
た
と
へ
な
り
。

○
天
下
一
助　

口
伝
別
記
有
。
先
師
の
任
の
お
も
き
事
、『
為
弁
』
に
出
た
り
。」 ウ

故
に
此
製
作
、
翁
の
直
説
也
と
心
を
ふ
か
め
、
可
見
也
。
蜀
簡カ
ン
ヨ
ウ擁
酒
道
具
の

法
度
の
時
、
罪
に
逢
の
者
有
し
を
、「
男
女
同
道
し
て
そ
の
前
を
通
り
し
は
、

無
礼
の
道
具
持
し
故
、
是
も
切
ら
ん
」
と
蜀
帝
に
申
上
し
か
ば
、
則
酒
道
具

隠
し
た
る
も
の
も
助
か
り
し
と
な
り
。
是
「
虚
実
」、「
諷
諫
」
の
上
手
な
り
。

○
俳
諧
の
人
は　

俳
か
い
を
す
る
者
は
、
万
事
に
行
渡
り
て
知
り
尽
す
。
た
と
へ

ば
、
事
は
得
ず
と
も
理
に
お
い
て
は
至
れ
る
な
り
。

○
向
上
の
一
路　

万
物
一
如
と
見
て
た
ど
る
所
、則
「
虚
」
に
居
る
処
、爰
に
「
実
」

を
行
は
ざ
る
時
は
、
老
荘
の
像
に
似
て
、
心
高
遠
に
行
過
る
な
り
。「
実
」

を
行
ふ
が
心
の
手
綱
也
。
○
『
徒
然
』
に
い
へ
る
竹
林
院
入
道
左
大
臣
公
衡

公
の
ご
と
き
、大
政
大
臣
に
登
り
給
は
ん
を
一
の
か
み
に
て
出
家
し
給
ふ
事
、

是
ら
や
向
上
に
登
ら
ざ
る
い
ゝ
」 ��
な
ら
ん
か
。

　
　
　

雲
を
卸
り
て
遊
ぶ
は
安
し
花
に
鳥　
　
　

里
紅

　
　

是
向
上
の
し
め
し
な
り
。

○
人
を
損
す
る　

心
が
高
遠
に
成
て
あ
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
に
も
な
る
也
。「
孔
子
作
二

春
秋
一
。
知
レ
我
罪
レ
我
春
秋
歟
」
の
詞
の
如
し
。
司
馬
遷
報
任
少
卿
書
に
言
、

「
猛
虎
在
二ル
ヲ
深
山
一
百
獣
震
恐
ス
、
及
三テ
ハ
其
在
二ル
ニ
檻
穽
之
中
一ニ
、
揺
レ
尾
而
求
レ

食
ヲ
」。

○
老
後
の
た
の
し
み　

若
き
時
に
俳
か
い
の
其
高
遠
を
た
の
し
め
ば
、
家
業
疎
か

に
し
て
家
を
崩
す
も
の
な
り
。
故
に
若
き
と
き
は
大
低（

体
）に
し
て
、
老
て
家
業

を
は
な
れ
て
楽
し
め
と
也
。
然
れ
ど
も
、「
若
き
と
き
是
を
す
る
な
」
に
て

は
な
し
。
人
、
家
業
の
ひ
ま
に
心
の
た
の
し
み
な
き
時
に
は
、
か
な
ら
ず
悪

道
に
行
も
の
也
。
つ
ま
る
」 ウ
所
が
高
遠
の
俳
諧
に
ふ
け
ら
せ
ず
、
其
業
〳
〵

の
実
を
大
切
に
行
は
せ
て
、
彼
「
和
し
て
流
せ
ず
」
と
い
ふ
処
に
て
、
玄
妙

は
老
後
に
味
ふ
べ
し
。
此
口
伝
に
、
古
今
伝
授
四
十
未
満
の
事
有
。
其
老
後

と
い
へ
る
は
人
に
依
て
か
は
る
べ
し
。
老
後
と
て
老
た
る
斗
に
非
ず
。
行
有

余
力
則
学
文
。

○
お
よ
そ
の
人　

老
後
と
い
へ
る
を
妓
芸
な
ど
の
や
う
に
心
得
、
か
ろ
〴
〵
と
聞

過
す
者
も
有
べ
し
。
さ
に
は
あ
ら
ず
。
老
後
と
言
に
は
ふ
か
き
意
味
あ
り
。

○
物
の
始
終　

前
の「
先
後
」に
対
す
。
世
命
に
て
論
ず
れ
ば
一
生
の「
前
後
」有
。

一
時
の
「
始
終
」
あ
り
。
一
息
の
「
始
終
」
有
。
遠
き
に
近
き
有
。
行
に
と
ゞ

ま
る
有
。
物
と
し
て
「
始
終
」
な
き
は
あ
ら
ず
。
其
若
き
時
、
琴
三
味
線
に

遊
び
て
う
た
ひ
た
の
し
む
と
い
へ
ど
も
、
老
て
そ
の
楽
み
」 ��
に
は
交
は
り
が

た
く
、
世
上
に
対
し
て
な
ら
ぬ
也
。
爰
を
以
其
「
始
終
」「
前
後
」
を
考
て
、

若
き
時
よ
り
余
力
を
見
て
仕
覚
え
、
老
て
は
俳
諧
に
心
を
し
づ
め
よ
と
也
。

放
心
を
求
る
事
を
求
め
得
ば
、
そ
の
人
た
と
へ
若
く
と
も
老
人
な
り
。
是
は

い
か
い
の
道
を
得
た
ら
ば
、
た
と
へ
若
き
人
な
り
と
も
老
人
と
同
じ
事
な
り

と
ぞ
。『
古
今
』
の
伝
授
四
十
未
満
な
ら
で
は
成
が
た
き
習
也
。
さ
れ
ど
定

家
卿
は
十
五
に
て
伝
授
な
さ
れ
し
と
也
。
爰
を
以
、
人
に
よ
る
事
を
知
る
べ

し
。

○
中
は
人
間　
「
虚和
也

」を
行
ふ
と
き
は
子
供
も
抱
か
れ
、怒
る
と
き
は
鬼
神
も
恐
る
。

然
れ
ど
も
、「
中
」
を
行
ふ
と
て
「
中
」
に
拘
れ
ば
あ
し
く
、
自
然
と
「
中
」

に
叶
ふ
や
う
に
な
る
也
。
○
彼
田
村
将
軍
の
伝
に
も
、
愛
す
る
時
は
嬰
児
も

な
づ
き
、
悪
む
と
き
は
鬼
神
も
怖
る
。
畢
竟
憎実

虚愛
は
「
虚
実
」
の
像
な
る
物

に
て
、「
虚
実
」
を
胸
中
に
と
ゝ
め
ず
し
て
行
ふ
也
。」 ウ
入
用
の
と
き
出
す
な

り
。

草
の
葉
に
お
く
し
ら
露
の
心
も
て

お〈
ハ
リ
ガ
ミ
〉

も
き
は
落
る
人
の
世
の
中
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浦
山
も
花
の
次
手
に
見
て
ま
は
り

　
　
　
　

誠
に
明
日
は
衣
が
へ
な
り

是
無
心
の
名
人
の
場
也
。「
明
日
は
」
と
い
ふ
所
よ
り
此
句
春
季
に
用
た
る
、

我
も
し
ら
ぬ
天
然
な
り
。

○
淵
明　

姿
情
を
と
ゝ
の
へ
、
花
実
の
情
を
あ
ら
は
す
。

○
万
葉　

今
の
口
上
書
に
等
し
く
、
其
中
に
人
麿
大
明
神
、
顕
然
と
し
て
「
ほ
の

〴
〵
と
」
の
歌
有
。『
万
葉
』
と
『
詩
経
』
と
対
せ
り
。『
古
今
』
の
序
に
、「
神

代
は
歌
の
文
字
も
さ
だ
ま
ら
ず
。
す
な
を
に
し
て
」 ウ
こ
と
の
心
も
わ
き
が
た

か
り
け
ら
し
。
人
の
世
と
な
り
て
花
を
め
で
鳥
を
う
ら
や
む
」
と
在
り
。
又

『
古
今
集
』「
真
名
の
序
」
に
曰
く
、「
至
如
難
波
津
之
什
献
天
皇
、
富
緒
川

之
篇
報
太
子
、
或
事
関
神
異
、
或
興
入
幽
玄
。
但
見
上
古
之
歌
、
多
存
古
質

之
語
、
未
為
耳
目
翫
、
徒
為
教
誡
之
端
。
古
天
子
、
毎
良
辰
美
景
、
詔
侍
臣

預
宴
筵
者
献
和
歌
。
君
臣
情
、
由
斯
可
見
、
賢
愚
之
性
、
於
是
相
分
。
所
以

随
民
之
欲
、
択
士
之
才
也
」。
是
則
、
貫
之
が
風
雅
花
実
を
ひ
ろ
む
る
所
見

つ
べ
し
。
又
『
詩
経
』「
朱
子
が
序
」
の
こ
と
あ
り
。

○
十
知
上
手　

歌
に
て
は
貫
之
な
り
。
○
子
貢　

○
齊
、
田
常
が
魯
を
討
つ
の

時
可
尋
。
朱
程
の
二
学
士
よ
り
、
段
〻
『
史
記
』
な
ど
を
評
す
る
と
て
大
史

公
を
「
非
也
」
と
い
へ
り
。
是
み
な
」 ��
宰
我
・
子
貢
が
言
語
の
「
変
」
を
、

彼
方
の
実
学
に
あ
ひ
が
た
き
ゆ
へ
に
、
己
が
得
手
勝
手
に
評
し
た
る
也
。

○
花
実　
「
意
」
に

を
「
虚
実
」
と
い
ゝ
、「
文
」
に

を
「
花
実
」
と
い
ふ
。「
花
」

と
い
ふ
は
「
姿
」、「
実
」
と
い
ふ
は
「
情
」
也
。

○
十
哲　

口
伝
。
家
〳
〵
に
て
人
か
は
る
。

○
俳
諧
を
と
か
ず　

人
、「
は
い
か
い
は
何
の
為
ぞ
」
と
問
へ
ば
、
只
「
俗
談
平

話
を
た
の
し
む
」
と
斗
の
給
ひ
て
、
終
に
俳
か
い
の
為
を
説
か
ず
。

○
俳
諧
の
は
こ
び　

一 

二 

三　

伝
の
所
に
弁
あ
り
。

○
幻
住
菴　
『
猿
蓑
』
に
出
た
る
は
「
記
」
な
り
。「
賦
」
と
二
通
り
有
。

○
山
家
集
を　

　
　
　
　

中
〳
〵
に
時
〳
〵
雲
の
か
ゝ
る
こ
そ
月
を
も
て
な
す
け
し
き
也
け
り

西
上
人
」 ウ

　
　
　
　
　
　

雲
お
り
〳
〵
人
を
休
む
る
月
見
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

  

翁　
　

　
　

此
句
に
て
西
行
と
同
意
を
見
る
べ
し
。

○
衣
食
の
産　

柿
の
衣
を
常
に
着
て
居
給
ふ
よ
し
。

○
椎
葉
杏
花　

逍
遥
の
姿
を
書
の
べ
た
る
也
。
是
ら
は
文
章
の
「
鼓
舞
」
と
い
へ

り
。
唐
土
に
て
は
酒
屋
多
き
所
を
杏
花
村
と
い
ふ
。
日
本
の
伊
丹
な
ど
同
前

也
。
都
て
酒
の
名
を
杏
花
と
い
へ
り
。

○
生
涯
の
計　
『
古
今
』
の
「
真
名
の
序
」
に
も
書
る
。
乞
食
の
客
は
活
計
の
中

立
と
す
る
と
い
へ
る
た
ぐ
ひ
に
て
、
又
「
北
山
の
移
文
」
の
類
に
似
た
れ
ど

も
、
さ
に
は
あ
ら
ず
。
翁
は
衣
食
に
も
乏
し
か
ら
ね
ど
も
、
態
と
寂
を
好
給

ふ
。『
文
選
』ニ
「
毀
二ツ
テ
彦
倫
之
偽
隠
一ヲ
而
書
二ス
北
山
之
移
文
一ヲ
」。
祖
翁
の
食
帛

に
乏
し
か
ら
ぬ
は
貧
閑
を
作
る
に
非
ら
ず
、
と
前
文
を
註
せ
し
也
。
彼
後
漢

の
龐
徳
公
、
居
一
峴
（
マ
マ
）

山
之
南
一ニ
」 ��

平
生
不
入
城
府
。
劉
表
問
て
言
、「
先
生

肯
テ
不
受
宦
録
、
何
を
も
つ
て
か
子
孫
に
遺
さ
ん
」。
表徳

言
、「
世
人
遺
（
マ
マ
）ニレ
之

以
レス
危
ヲ
。
我
は
遺
（
マ
マ
）レニ
之
以
レテ
ス
安
」
と
い
へ
る
心
な
ら
ん
。

○
例
の
淋
し
く　

其
人
〳
〵
相
応
〳
〵
の
さ
び
し
み
有
。
さ
び
を
き
び
し
く
い
わ

ん
と
思
は
ゞ
、
質
素
の
事
に
し
て
、
富
て
奢
ら
ぬ
と
い
へ
る
所
也
。
貧
に
し

て
た
の
し
む
也
。

○
こ
ゝ
ろ
の
遊
び　

こ
ゝ
ろ
の
寂
を
。

○
理
を
ほ
ど
き　

皆
我
が
俳
か
い
に
合
し
て
、む
す
ぼ
ふ
れ
る
利
を
ほ
ど
き
。『
為
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駿
河
な
る
不
二
の
煙
り
の
空
に
き
へ
て
行
衛
も
し
ら
ぬ
我
お
も
ひ
か

な 

西
行
法
師

　

俊
成
卿
、「
風
に
な
び
く
」
と
直
し
給
ふ
。
西
行
の
「
駿
河
な
る
」
の
五

も
じ
は
名
人
の
場
也
。
俊
成
の
「
風
に
靡
く
」
は
上
手
の
場
也
。「
す
る
が

な
る
ふ
じ
の
煙
」
と
す
ら
〳
〵
と
言
ゝ
流
し
て
、「
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
」
と

作
を
入
れ
玉
ふ
な
り
。
然
る
を
俊
成
卿
の
、
作
を
入
れ
て
「
風
に
な
び
く
」

と
し
給
ふ
に
は
、
作
に
作
の
重
な
り
て
面
白
過
る
也
。
又
歌
五
文
字
に
も
君

臣
の
義
有
。「
風
に
な
び
く
」
等
と
い
へ
る
五
も
じ
、
是
臣
の
五
も
じ
、
五

句
に
わ
た
り
て
一
句
を
荘
厳
す
る
所
、
是
上
手
の
場
也
。「
駿
河
な
る
」
と

は
君
の
五
も
じ
に
し
て
、
物
の
姿
を
立
ざ
ま
に
」 ウ
い
へ
る
所
、
是
名
人
の
場

也
。
君
の
五
文
字
は
動
か
ず
、
臣
の
五
文
字
は
動
く
也
。
外
の
歌
も
是
に
な

ら
へ
。

翁
の
「
古
池
や
」
と
い
ふ
を
、
其
角
に
試
み
に
尋
給
へ
ば
、「
山
ぶ
き
や
」

と
置
り
。
是
上
手
の
場
な
り
。
作
に
作
の
か
さ
な
る
ゆ
へ
也
。
名
人
は
一
句

の
趣
向
を
見
出
し
て
す
ら
〳
〵
と
い
ゝ
流
し
、
其
作
を
一
作
に
調
ふ
。
然
ら

ば
、
世
上
皆
名
人
が
よ
し
と
い
は
ゞ
、
さ
に
あ
ら
ず
。
自
ら
名
人
に
な
ら
ん

と
て
好
で
な
ら
る
ゝ
物
に
あ
ら
ず
。
上
手
あ
れ
ば
名
人
あ
る
べ
し
。
是
は
私

と
し
て
叶
は
ず
。
天
よ
り
授
か
り
た
る
所
な
れ
ば
也
。
然
れ
ど
も
、
名
人
の

理
は
如
此
、
上
手
の
利
は
斯
の
ご
と
し
と
心
に
得
と
工
夫
し
て
、
句
作
を
し

つ
て
其
上
に
上
手
の
場
に
居
る
べ
し
。
自
然
と
名
人
の
名
の
授
も
有
べ
し
。

さ
れ
ど
名
人
に
て
は
其
道
弘
ま
ら
ず
。
上
手
に
て
広
ま
る
な
り
。
其
名
人
の

句
を
誉
め
、
そ
の
道
を
行
ひ
、
其
法
を
広
む
る
が
上
」 �0
手
の
業
也
。

今
の
世
の
人
は
、
み
づ
か
ら
名
人
の
場
を
得
た
り
と
自
慢
す
る
事
、
是
大

き
に
誤
り
也
。
天
よ
り
授
か
る
名
人
の
場
を
、な
ん
ぞ
自
知
る
事
あ
ら
ん
や
。

自
句
を
な
し
て
も
心
に
足
ら
ぬ
〳
〵
と
お
も
へ
ど
も
、
後
に
人
が
あ
ら
は
す

也
。
名
人
の
利
は
斯
の
ご
と
し
、
上〈

朱
〉手

（
上

〈
朱
ミ
セ
ケ
チ
〉

）
の
利
は
如
此
と
、
心
に
納
得

し
て
居
る
が
よ
し
。
自
ら
ほ
こ
る
は
他
流
の
有
様
也
。
上
手
と
い
へ
ど
も
名

人
の
句
を
す
る
時
は
、
一
体
変
じ
て
名
人
也
。
名
人
と
い
へ
ど
も
上
手
の
句

を
な
せ
ば
、
全
く
上
手
也
。
此
故
に
「
名
人
の
場
を
す
る
」
の
、「
上
手
の

場
を
す
る
」
な
ど
ゝ
て
、
み
づ
か
ら
工
ん
で
句
を
自
慢
す
る
は
大
き
に
あ

し
ゝ
。
名
人
、
上
手
も
人
に
よ
つ
て
天
授
あ
り
。
句
を
な
す
に
も
流
行
の
新

ら
し
み
は
其
日
〳
〵
に
天
授
あ
り
。
さ
れ
ば
『
荘
子
』
に
も
「
今
日
之
隠
レ

几
人
者
、
於
昨
日
之
隠
几
不
人
者
也
」。
是
心
の
新
ら
し
み
也
。
き
の
ふ
の

晩
に
来
た
る
人
も
、
今
夜
来
れ
ば
体
は
か
は
ら
ね
ど
、
心
は
」 ウ
か
は
る
も
の

也
。
日
〳
〵
新
ら
し
み
に
成
る
也
。
天
地
草
木
一
切
国
土
み
な
天
の
な
せ
る

像
物
な
り
。
是
を
見
出
す
に
も
私
の
ち
か
ら
に
非
ず
。
天
の
な
せ
る
也
。
一

句
妙
句
を
言
は
ゞ
有
難
し
と
、
心
魂
に
徴
し
て
天
の
授
け
を
悦
ぶ
べ
し
。
是

を
「
我
が
発
明
述
作
な
り
」
と
自
慢
す
る
は
、「
虚
実
の
中
立
」
に
背
く
也
。

「
古
池
や
蛙
飛
こ
む
水
の
音
」、
是
、
飛
込
道
理
は
天
地
の
像
物
也
。
そ
れ
を

翁
の
見
つ
け
給
ふ
と
い
ふ
事
、
是
天
の
授
な
り
。
述
作
を
天
よ
り
な
し
て
見

せ
給
は
ず
は
、
何
ぞ
自
蛙
を
飛
こ
ま
す
る
事
あ
ら
ん
や
。
是
を
考
て
、
必
み

づ
か
ら
ほ
こ
る
事
無
き
時
は
、
名
人
の
場
に
ち
か
し
。
能
句
の
趣
向
も
、
句

作
と
も
に
天
地
に
み
ち
〳
〵
た
れ
ど
も
、
得
み
つ
け
ぬ
な
り
。

　
　
　

八
九
間
空
で
雨
降
る
柳
か
な　
　
　
　

は
せ
を
」 ��

　
　
　

老
の
名
の
あ
り
と
も
し
ら
で
四
十
雀

　
　
　

象
潟
や
雨
に
西
施
が
合
歓
の
花

　
　
　

行
秋
の
道
〳
〵
こ
ぼ
す
紅
葉
か
な　
　

乙
由

　

附
句
に
名
人
の
句
、
先
師
北
国
行
脚
の
時
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天
言
、「
富
貴
し
て
も
又
苦
み
有
。
苦
は
心
危
変
に
在
り
。
貧
残
に
し
て
も

又
楽
み
あ
り
。
楽
は
身
自
由
に
あ
り
」。
富
を
以
富
貴
」 ��
に
し
て
も
、
其
の

淋
し
み
を
忘
れ
さ
る
時
は
、
何
ぞ
楽
し
み
を
千
歳
に
伝
へ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

『
徒
然
』
に
い
へ
る
「
上
﨟
は
下
﨟
に
な
り
、
智
者
は
愚
者
に
な
り
、
徳
人

は
貧
に
な
り
、
能
あ
る
人
は
無
能
に
な
る
べ
き
」
云
〻
。
こ
れ
ら
や
さ
び
に

近
か
る
べ
き
。

○
世
上
変　

前
に
弁
あ
り
。
為
房
卿
の
事
。

○
吾
翁　

俳
諧
は
天
地
開
闢
よ
り
人
に
具
し
て
あ
り
。
其
名
は
『
史
記
』
に
出
た

り
と
い
へ
ど
も
、
今
迄
の
俳
諧
は
皆
口
先
ば
か
り
に
て
、「
天
地
の
俳
か
い
」

を
得
ず
。
故
に
「
心
の
俳
か
い
」
を
伝
へ
ず
。
今
迄
は
俳
諧
の
祖
と
立
べ
き

人
な
し
と
也
。『
葛
の
松
原
』
撰
集
の
時
、
他
人
の
誹
諧
の
是
非
を
論
じ
た

る
事
を
し
か
り
給
ひ
て
、「
古
人
な
し
」
と
書
け
る
所
を
と
が
め
た
ま
は
ず
。

爰
に
師
資
の
意
通
を
知
る
べ
し
。」 ウ

○
俳
諧
の
詞
の
比
興

○
俳
諧
の
心
の
風
雅　

口
伝
別
記
有
。

○
俳
諧
の
詩
歌　

詩
歌
連
俳
と
四
門
を
立
と
い
へ
ど
も
、同
じ
一
筋
な
る
も
の
故
、

連
に
俳
あ
り
、
俳
諧
に
連
歌
あ
り
、
歌
に
俳
有
。
は
い
か
ゐ
は
中
品
以
下
と

お
し
へ
、
中
人
已
上
は
其
中
に
籠
て
合
点
せ
り
。
是
「
下
学
に
し
て
上
達
」

の
言
な
り
。『
為
弁
』
に
、「
清
輔
の
い
へ
る
『
古
今
集
』
は
多
く
俳
諧
体
」
と
。

む
べ
な
る
哉
。『
古
今
集
』
は
花
実
相
応
の
集
と
歌
仙
達
も
い
へ
れ
ば
、
猶

其
清
輔
の
多
く
は
い
か
い
体
と
云
る
事
も
可
信
也
。
花
実
相
応
と
い
ふ
と
き

は
、
歌
も
俳
諧
も
心
の
道
理
に
違
う
べ
き
や
う
な
し
と
也
。
口
伝
に
曰
、『
杜

律
』
に
て
は
俳
か
い
の
詞
の
拵
様
を
知
り
、『
山
家
集
』
に
て
は
心
の
用
ひ

や
う
を
し
る
べ
き
也
。
是
則
口
伝
也
。
故
に『
杜
律
』は
詞
の
鑑
と
い
ゝ
、『
山

家
集
』
は
心
の
か
ゞ
み
と
い
ふ
也
。

　
　
　

又
曰
、
我
家
の
」 ��
俳
諧
は
、
言
葉
は
古
き
比
興
を
用
ひ
、
心
は
新
ら
し
き

風
雅
を
た
の
し
む
。
よ
く
聞
へ
る
所
を
も
つ
て
こ
そ
、天
地
感
動
す
べ
け
れ
。

き
こ
へ
ぬ
事
に
天
地
な
ん
ぞ
感
動
せ
ん
や
。
故
に
我
家
に
は
『
杜
律
』・『
山

家
集
』
を
用
ゆ
る
也
。
何
が
故
に
用
ゆ
る
な
れ
ば
、第
一
手
尓
遠
波
の
扱
也
。

我
家
の
流
行
も
一
字
の
て
に
を
は
に
あ
り
。
よ
く
『
杜
律
』
の
詞
の
扱
、『
山

家
集
』
の
心
の
扱
、是
を
よ
く
考
て
見
る
べ
し
。
趣
向
は
万
古
不
易
に
し
て
、

句
作
は
一
字
流
行
也
。

○
杜
律
の
詞　
『
為
弁
』
に
委
し
。
態
字
に
妙
を
得
た
り
。

○
西
行
の
歌　

山
人
に
花
咲
き
ぬ
や
と
尋
ぬ
れ
ば
い
ざ
し
ら
雲
と
こ
た
へ
て
ぞ
行

「
山
人
に
花
さ
き
ぬ
や
」
と
い
へ
る
迄
は
俗
語
な
り
。「
い
ざ
し
ら
雲
」
と
い

へ
る
、」 ウ
是
雅
言
也
。
則
発
句
の
「
剛
柔
」
也
。
発
句
も
又
〻
斯
の
ご
と
し
。

例
の
俗
中
に
雅
言
を
も
つ
て
な
す
と
い
ふ
、
是
な
り
。「
い
ざ
白
雲
」
と
言

る
処
に
ふ
り
む
け
る
姿
を
み
る
べ
し
。
我
家
の
姿
を
先
と
す
る
事
、
像
物
に

か
ぎ
ら
ず
、
言
語
の
内
に
姿
と
い
へ
る
事
有
。
秘
蔵
の
詞
也
。
あ
ら
は
に
語

る
べ
か
ら
ず
。
此
一
首
の
歌
に
て
俳
か
い
の
句
作
を
貫
く
べ
し
。

○
手
尓
遠
波　

漢
文
助
字
に
「
緩
急
」
の
義
有
。
い
わ
ば
「
是
ぞ
」
と
い
へ
ば
急

也
。「
是
ぞ
や
」
と
い
へ
ば
緩
也
。
音
韻
の
ひ
ゞ
き
に
て
、「
釈
迦
の
」
と
い

へ
ば
愛
の
詞
な
り
。「
孔
子
が
」
と
い
へ
ば
憎
の
詞
也
。
手
尓
遠
波
の
一
字

の
扱
よ
り
、
雅
と
も
俗
と
も
な
る
也
。
又
は
よ
き
句
も
あ
し
く
な
り
、
あ
し

き
句
も
能
く
な
る
は
、
て
に
を
は
の
あ
つ
か
ひ
な
り
。

○
名
人
上
手　

上
手
と
い
ふ
は
、
連
俳
と
も
に
彼
風
景
艶
色
を
か
ざ
り
、」 ��
言
葉

の
つ
や
に
遊
び
、
或
は
作
に
作
を
重
ぬ
。
名
人
は
姿
情
を
分
ち
て
、
只
一
字

の
信
に
遊
び
、
た
ゞ
一
作
の
妙
字
を
た
ど
る
。
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に
向
ふ
か
た
ち
な
り
。

○
さ
び
し
き
は　

茶
を
好
み
数
寄
を
な
す
に
も
、
大
名
に
寂
を
教
へ
ん
為
也
。
歌

に
山
家
海
川
の
題
を
出
し
、
山
の
奥
、
海
の
末
迄
題
を
選
ら
ぶ
も
、
民
百
姓
、

木
樵
、海
人
の
く
る
し
み
を
上
〻
に
し
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。『
為
弁
』に「
人

の
こ
ゝ
ろ
の
た
つ
か
弓
は
ら
れ
て
は
り
返
す
は
俗
家
の
法
也
。
あ
さ
田
の
水

鶏
の
物
さ
び
し
く
た
ゝ
か
れ
て
啼
は
雅
門
の
さ
び
な
り
」。
も
の
ゝ
淋
し
み

に
感
」 ��
動
せ
ざ
る
処
也
。
よ
く
〳
〵
味
は
ひ
、
此
文
に
先
師
の
こ
ゝ
ろ
・
詞

も
、
こ
ぼ
る
ゝ
如
く
有
る
也
。
さ
れ
ど
淋
し
き
と
て
、

　
　
　
　

さ
び
し
さ
に
宿
を
立
出
な
が
む
れ
ば
い
づ
こ
も
お
な
じ
秋
の
夕
ぐ
れ

　
　

此
淋
し
き
に
は
非
ら
ず
。
古
詩
に

山
■ケ

キ

経
〔
漢
字
不
明
〕

過
ス

満
徑
ノ

跡　

隔
レ

溪
遙
ニ

見
夕
陽
舂
コ
ト
ヲ　

往
昔
諸
葛

為
二ス
何
事
一ヲ
カ　

唯
終
身
可
レニ
為
二
臥
龍
一

又
、
伊
達
政
宗
、
松
嶋
瑞
巌
寺
建
立
後
、
上
州
物
外
和
尚
を
招
き
給
ふ
。

辞
し
て
其
使
者
に
一
首
の
詩
を
渡
し
給
ふ
。

森
タ〻
ル
隠
処
又
何
ゾ
隔
シ
カ
ラ
ム　

花
ハ
与ト
レ
御
苑
紫
紅
岡　

七
尺
ノ
烏
藤
臥

竜
姿　

青
王
来
顧
ス
竹
庵
ノ
中

是
ら
は
寂
然
の
姿
に
し
て
、
是
斗
を
淋
し
み
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
物
」 ウ

寂
然
た
る
ば
か
り
を
、
さ
び
し
み
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
光
明
皇
后
の
御
筆

に
も
「
清
貧
は
常
に
楽
み
、濁
冨
は
常
に
憂
」
と
い
へ
る
、こ
の
御
詞
ち
か
ゝ

る
べ
し
。
た
と
へ
ば
痩
た
る
法
師
を
大
力
の
者
扣
く
と
き
は
、
其
法
師
い
か

な
る
無
理
あ
れ
ど
も
、
必
其
法
師
に
憐
つ
よ
く
な
り
。
爰
に
さ
び
あ
り
。
し

ほ
り
有
。「
は
ら
れ
て
は
り
返
す
」
は
、
俗
家
の
「
売
詞
に
買
詞
」
也
。
爰

に
理
屈
の
生
ず
る
所
也
。「
た
ゝ
か
れ
て
鳴
く
」
と
は
、「
弱
よ
く
強
を
制
す
」

の
道
理
也
。
彼
仁
勇
を
内
に
包
む
也
。『
為
弁
』
に
頼
政
の
歌
を
出
し
て
、
由
井
の

正
雪
、『
平
家
物
語
』
の
批
判
に
、「『
身
の
な
る
果
は
哀
な
り
け
り
』
と
は
、

『
哀
』
に
て
は
な
し
。『
遖
』」
と
評
せ
り
。
頼
政
官
を
す
ゝ
め
、
平
家
を
傾

け
ん
と
し
て
、
成
ら
ず
し
て
死
す
。
何
の
遖
な
る
事
あ
ら
ん
。
頼
政
が
為
に

は
至
極
哀
な
る
筈
な
り
。
惣
体
、
詩
歌
連
俳
と
も
に
「
実
」
を
以
て
す
る
」 ��

な
り
。さ
れ
ば
此
歌
で
評
せ
ば
、「
花
さ
く
事
も
な
か
り
し
に
身
の
な
る
果
は
」

と
我
身
と
木
の
実
と
を
対
し
て
秀
句
に
い
へ
る
所
は
、詞
の
「
花
」
也
。「
哀

也
け
り
」
と
は
情コ
ゝ
ロの
「
実
」
な
り
。
そ
れ
が
「
遖
」
に
て
何
の
実
な
る
事
あ

ら
ん
。
正
雪
、
武
は
得
た
れ
ど
も
、
文
は
な
き
者
と
見
え
た
り
。
武
有
て
文

欠
た
る
故
に
、
ゆ
ひ
か
ひ
な
く
も
横
死
し
て
今
に
悪
名
を
残
せ
り
。
さ
れ
ど

「
哀
」
を
「
遖
」
と
つ
か
ふ
歌
も
あ
れ
ど
、
此
歌
に
か
ぎ
り
て
「
哀
」
と
み

ね
ば
な
ら
ぬ
也
。
是
よ
り
『
為
弁
』
に
弁
ず
べ
し
。

今
日
の
人
や
、
た
と
へ
ば
千
重
の
羅
綾
を
餝
れ
ば
か
な
ら
ず
心
に
も
羅
綾

を
か
ざ
る
也
。
口
に
八
珍
を
く
へ
ば
、
は
や
心
に
八
珍
を
く
ふ
也
。
今
迄
下

部
奉
公
し
た
る
も
の
も
、
ひ
よ
つ
と
番
頭
、
或
は
足
軽
に
も
な
れ
ば
、
早
は

じ
め
を
忘
る
也
。
故
に
花
身
を
遂
ず
し
て
果
す
。
是
則
、
千
重
八
珍
に
か
ゝ

は
り
こ
る
が
ゆ
へ
也
。
た
と
へ
ば
竹
の
」 ウ
節
あ
る
如
く
、其
程
〻
を
知
り
て
、

富
限
者
の
渋
か
た
び
ら
、
是
卑
下
の
お
ご
り
也
。
貧
者
の
白
足
袋
、
是
貧
の

お
ご
り
也
。
身
の
分
限
を
考
へ
、
衣
装
を
か
ざ
れ
ど
も
薦
壱
枚
を
忘
れ
ず
。

八
珍
を
く
ら
へ
共
、
茶
漬
に
焼
味
噌
の
こ
ゝ
ろ
を
忘
ざ
る
は
、
風
雅
の
寂
也
。

『
論
語
』
曰
、「
子
貢
問
曰
、
富
而
無
驕
、
於
貧
而
無
諂
、
則
如
何
。
子
曰
、

可
也
。
富
而
好
於
礼
、
貧
而
不
如
楽
」。
そ
の
富
に
も
こ
ら
ず
、
其
貧
に
も

こ
ら
ず
。
む
か
し
を
忘
れ
ぬ
也
。
常
憲ケ

ン

院
公
御
歌

　
　
　

草
の
葉
に
其
ほ
ど
を
知
れ
露
の
玉
お
も
き
は
お
つ
る
人
の
世
の
中

　
「
富
て
無
驕
」
は
茶
漬
に
焼
味
噌
也
。「
貧
て
無
諂
」
は
一
瓢
の
飲
也
。
楽
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他
の
先
後
」を
知
る
と
い
ふ
な
り
。是
則
天
地
に
生
じ
た
る
か
た
ち
な
り
。『
大

学
』
の
序
に
、「
或
そ
の
気
質
の
受
た
る
こ
と
ひ
と
し
き
事
あ
た
は
ず
」
と

い
ふ
は
是
な
り
。
又
一
言
半
句
の
内
に
て
先
後
相
違
有
て
、
一
歩
百
里
の
違

有
事
は
『
百
人
一
首
』
の
歌
に

　
　
　

つ
く
ば
ね
の
嶺
よ
り
落
る
み
な
の
川
恋
ぞ
つ
も
り
て
渕
と
な
り
ぬ
る

我
家
の
大
事
は
、
此
「
先
後
」
を
と
く
と
工
夫
す
る
を
第
一
の
お
も
と
す

る
也
。「
虚
」
な
る
が
故
「
実
」
を
生
じ
、「
実
」
な
る
が
故
に
「
虚
」
を
生

ず
。」 ��
「
先
後
」
の
扱
ひ
は
心
の
用
ひ
様
に
て
、
弁
に
も
説
れ
ず
。
た
と
へ

釈
迦
・
孔
子
を
拷
問
す
と
も
、
其
裏
は
か
へ
し
給
は
じ
。
是
儒
仏
に
も
説
ざ

る
急
用
な
り
。
我
家
の
学
者
達
、
此
「
先
後
」
を
よ
く
考
て
、
口
に
言
出
せ

ば
麁
忽
は
な
き
也
。
中
〻
弁
を
以
て
尽
さ
れ
ぬ
也
。
我
こ
の
む
処
を
立
れ
ば
、

人
が
好
ぬ
也
。
是
を
無
理
に
立
れ
ば
理
屈
な
り
。
な
を
其
先始
也

を
知
る
事
安
く
、

其
の
後終

也

を
し
る
事
得
が
た
き
物
な
り
。
能
こ
ゝ
ろ
得
て
、
其
始
よ
り
終
を
思

ひ
工
夫
す
べ
き
な
り
。
孔
明
三
国
の
事
な
ど
語
り
有
。

○
三
條
法　
『
為
弁
』
に
委
し
。『
白
馬
』「
原
道
訓
」
に
、
孔
子
の
七
十
二
弟
を

扱
ひ
給
ふ
所
を
立
て
い
へ
り
。

○
世
上
の
人
和　

父
子
、
親
君
、
臣
義
、
長
幼
序
、
朋
友
信
の
五
倫
の
道
理
に
か

な
ふ
や
う
に
行
ふ
を
、
世
上
の
人
和
と
ゝ
の
ふ
と
い
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
」 ウ
五

倫
の
道
を
行
ふ
と
て
、「
是
が
義
也
」、「
是
が
信
な
り
」、
と
か
た
付
い
て
行

ふ
と
き
は
利
屈
也
。
是
を
和
す
る
に
、
親
子
打
つ
れ
花
見
月
見
に
連
立
て
、

笑
言
を
い
ゝ
か
た
ら
ふ
て
睦
じ
く
、其
ほ
ど
〴
〵
の
時
宜
に
叶
ふ
を
言
べ
し
。

口
に
背
か
ぬ
を
「
諷
諫
」
と
い
ふ
。
意
に
し
た
が
ふ
を
「
諂
へ
る
」
と
い
ふ
。

い
は
ゞ
「
何
方
へ
行
べ
し
」
と
い
ゝ
か
く
る
に
、「
い
や
」
と
言
ず
し
て
畏

て
外
の
言
を
以
て
断
を
立
る
を
、「
諷
諫
」
と
い
ふ
。
和
調
な
り
。
又
「
い

づ
方
へ
行
べ
し
」
と
い
ゝ
か
く
る
、「
い
や
」
と
お
も
へ
ど
も
畏
り
て
行
く
、

是
を
「
諂
」
と
い
ふ
也
。
し
ば
ら
く
も
ゆ
る
す
時
は
、「
諷
諫
」
と
「
諂
」

と
取
違
出
来
、
道
理
、
利
屈
に
落
る
也
。
爰
を
以
、
是
を
能
〳
〵
考
え
て
親

子
兄
弟
打
交
り
て
、
句
を
な
し
章
を
な
す
。
是
「
人
和
」
也
。
き
つ
と
畏
つ

て
ば
か
り
が
君
臣
の
道
に
も
あ
ら
ず
。嘘
い
は
ぬ
が
父
子
の
道
に
も
あ
ら
ず
。

花
を
詠
、
月
を
見
、
雪
を
踏
む
に
も
、
そ
の
程
よ
き
所
に
叶
ふ
を
、」 ��
五
倫

に
叶
ふ
と
も
、「
世
上
の
人
和
」
と
も
、「
虚
実
の
中
立
」
と
も
い
ふ
べ
し
。

又
「
ち
ら
す
」
と
い
ふ
事
有
。
儒
の
「
実
」
に
偏
ら
ず
、
仏
の
「
虚
」
に
も

な
ず
ま
ず
、
儒
仏
老
荘
の
間
を
伝
ひ
て
行
く
処
を
、「
ち
ら
す
」
と
い
へ
り
。

口
で
ち
ら
す
に
あ
ら
ず
。
心
で
ち
ら
す
也
。
此
ち
ら
す
と
い
ふ
事
大
事
也
。

畢
竟
是
を
神
道
に
て
は
「
秡
」
と
い
ふ
。
仏
道
に
て
は
「
止
観
の
止
」
也
。

　
　
　

し
ら
雲
に
鳥
の
遠
さ
よ
飛
ぶ
は
雁　
　
　

其
角

　
　

是
、
作
が
お
も
く
理
屈
な
り
。

鴬
や
も
ち
に
糞
す
る
掾
の
先　
　
　

是
な
り
。
ち
ら
す
と
い
ふ
事
。
巻

に
て
は
逃
句
と
い
ゝ
、
発
句
に
て
は
ち
ら
す
と
い
ふ
。

麻
の
見
ぬ
紅
葉
や
藪
の
か
く
し
裏　
　

是
紅
葉
の
色
を
ち
ら
し
た
る

也
。

行
く
秋
や
色
経
た
山
を
置
み
や
げ

逃
句　

死
な
れ
た
人
の
状
の
名
を
よ
む
」 ウ

　

帷
子
も
ひ
ね
に
な
り
た
る
八
九
月

　
　
　

是
、「
か
た
び
ら
も
ひ
ね
に
成
り
た
る
」
迄
は
前
句
に
し
つ
か
り
と
か
ら

み
付
た
れ
ど
、「
八
九
月
」
と
い
へ
る
五
も
じ
に
て
逃
た
り
。

○
お
か
し
き
は　

い
は
ゞ
「
滑
稽
の
蔭
室
」
の
ご
と
し
。
口
に
省
か
ず
し
て
人
和

を
調
ふ
処
に
は
、
必
お
か
し
み
有
。
諷
諫
也
。
た
と
へ
ば
面
を
和
ら
げ
て
人
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伝
ひ
得
て
、「
人
和
」
と
い
ふ
。
爰
を
第
二
段
の
要
と
知
る
べ
し
。
か
へ
す

〴
〵
も
喜
怒
甚
し
け
れ
ば
、
そ
の
甚
と
い
ふ
に
利
屈
有
。
甚
し
き
を
か
ひ
て

能
き
程
に
す
る
が
道
理
也
。い
は
ゞ
儒
仏
の
両
端
を
と
つ
て
其
中
を
用
る
也
。

俊
成
卿
の
歌
に

恋
し
と
も
い
わ
ば
な
へ
と
に
成
り
ぬ
べ
し
こ
ゝ
ろ
を
み
す
る
こ
と
の
葉

も
が
な

　

恋
し
い
こ
と
を
「
恋
し
」
と
い
へ
ば
、
利
屈
に
な
り
て
浅
く
、
文
な
し
。

可
味
。
是
ら
を
し
ら
ず
し
て
「
老
荘
の
風
あ
り
」
と
云
ふ
。
是
は
は
い
か
い

の
道
を
知
ら
ぬ
人
の
い
ゝ
な
り
。

○
俳
諧
は
理
非　

理
が
あ
れ
ど
も
理
を
き
び
し
く
と
り
つ
め
ず
、
非
が
あ
れ
ど

も
」 ��
非
を
稠
し
く
取
つ
め
ず
、
其
程
よ
く
取
扱
、
是
則
、「
中
立
」
也
。
是

を
「
理
非
を
扱
」
と
い
ふ
。

　
　
　

初
霜
や
琵
琶
湖
の
調
子
か
き
さ
が
し

　
　
　

か
さ
ゝ
ぎ
の
橋
の
余
り
や
森
に
こ
へ

　
　
　

風
鈴
や
秋
立
日
よ
り
よ
み
が
へ
り

○
虚
実
の
変
化　

太
田
道
灌　

ア
シ
ガ
ナ
ヘ
ノ
ヲ
ド
ル
コ
ト　

よ
く
心
に
天
地
の

「
変
」
な
る
事
を
し
ら
ね
ば
、
き
の
ふ
親
し
み
け
ふ
疎
け
れ
ば
、
甚
う
ら
む
。

爰
を
我
家
に
は
、
天
地
の
変
化
を
よ
く
し
り
て
、
親
し
き
と
て
甚
悦
ば
ず
、

う
と
き
と
て
甚
恨
み
ず
。
天
地
の
「
変
」
は
常
な
る
事
を
観
じ
、
世
上
の
有

様
に
ま
か
せ
て
行
ふ
な
り
。

○
一
字
録　

東
花
坊
述
作
。『
孔
子
の
家
語
』
を
本
と
し
て
書
給
ふ
秘
本
也
。」 ウ

○
時
宜　

天
地
の
間
よ
り
、
又
は
時
〻
節
〻
一
寸
一
刻
、
間マ

に
髪ハ

ツ

と
入
れ
ぬ
間
に

も
「
時
宜
」
は
有
も
の
也
。
物
に
体
有
れ
ば
、「
時
宜
」
有
も
の
な
り
。
是

は
心
に
て
考
見
る
べ
し
。「
時
宜
」
は
心
斗
に
て
は
つ
ま
ら
ず
。
多
く
言
語

に
あ
る
も
の
也
。
敬
に
有
。
人
に
よ
る
べ
し
。

○
先
後　

此
「
前
後
」
と
い
ふ
は
、
獅
子
門
第
一
の

也
。
物
の
好
悪
は
一
足
の

違
ひ
あ
れ
ば
、『
論
語
の
先
後
抄
』
と
云
ふ
も
の
を
東
花
坊
あ
め
り
。
い
ま

だ
梓
行
に
は
出
ず
。『
為
弁
』
に
は
、「
さ
れ
ば
儒
法
に
は
実
の
表
を
し
ら
せ
、

仏
教
に
は
虚
の
う
ら
を
悟
ら
す
」
と
云
〻
。「
虚
」
と
「
実
」
は
一
時
に
行

は
る
ゝ
両
翼
の
働
な
れ
ど
、言
語
に
出
し
て
い
へ
ば
、「
実
虚
」
と
か
「
虚
実
」

と
か
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
也
。
あ
と
先
は
言
語
の
次
第
に
し
て
、
撃
石
火
、
閃

電
光
の
間
に
不
レ
容
レ
髪
と
も
い
ふ
也
。
然
れ
ば
万
事
の
表
を
師
匠
に
習
ひ
、

弟
子
は
そ
の
裏
を
さ
と
る
。」 ��
夫
を
自
悟
と
も
、
自
証
と
も
い
へ
り
。
し
か

る
に
「
虚
に
居
て
実
を
行
な
ふ
」
と
い
ふ
も
の
に
も
、
利
屈
に
こ
る
と
あ
し

き
が
故
に
、
我
家
の
俳
諧
に
は
其
心
節
を
述
た
り
。
言
葉
の
先
後
よ
り
、
悪

と
も
な
り
善
と
も
な
る
也
。一
言
半
言
の
内
に
て
も
前
後
相
違
の
事
あ
れ
ば
、

一
歩
百
里
の
違
も
あ
り
。
故
に
此
「
虚
実
前
後
」
と
申
が
大
事
な
り
。

又
曰
、
畢
竟
人
の
好
と
悪
も
言
葉
の
前
後
よ
り
成
る
。
う
し
ろ
合
せ
の
も

の
也
。
業
平
の
う
た
に

お
も
ふ
こ
と
い
は
で
只
に
や
止
み
ぬ
べ
し
我
と
ひ
と
し
き
人
し
な
け
れ

ば
此
方
に
好
む
事
は
、
む
か
ふ
に
悪
む
。
向
方
に
好
む
事
は
、
こ
な
た
に
悪

む
。
是
「
自
他
の
前
後
」
也
。『
小
学
』
に
い
へ
る
「
至
急
也
」
と
い
へ
ど
も
、

人
を
せ
む
る
時
は
明
ら
か
也
。
悪
明
な
り
と
い
へ
ど
も
、
己
れ
に
許
す
時
は

く
ら
し
。」 ウ
人
を
責
る
の
知
を
も
つ
て
己
を
せ
め
、
己
れ
に
ゆ
る
す
の
知
を

以
て
人
の
ゆ
る
す
と
き
、
心
は
聖
人
の
地
位
に
至
る
。
さ
る
事
を
愁
へ
ず
、

日
〻
に
三
度
お
の
れ
を
顧
と
い
へ
る
心
を
も
ち
て
、
爰
に
能
く
了
簡
し
て
好

事
を
尽
す
べ
か
ら
ず
。
又
人
の
好
処
を
お
も
ふ
て
了
簡
し
て
行
ふ
を
、「
自
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ふ
。
是
を
も
つ
て
『
連
歌
無
言
抄
』
と
い
ふ
物
有
。
木
食
上
人
の
作
と
い
へ

共
、
太
閤
の
御
作
の
よ
し
。『
無
言
抄
』
を
或
は
撰
て
、
或
は
略
し
て
、『
誹

諧
御
傘
』
の
式
と
い
ふ
も
の
貞
徳
建
ら
れ
た
り
。
此
『
御
傘
』
の
式
を
季
吟

伝
へ
て
、『
埋
木
』
と
い
ふ
も
の
を
立
ら
れ
た
り
。
そ
の
『
埋
木
』
を
塩
梅

し
て
我
家
の
「
貞
享
式
」
有
。
今
の
『
古
今
抄
』
な
り
。

○
百
人
一
首
秘
抄    
『
秘
文
抄
』
な
り
。

○
古
今
集
の
名　
『
史
記
』
の
「
滑
稽
」
よ
り
『
古
今
』
の
名
を
用
て
、
強
て
俳

か
い
と
誹
諧
と
に
新
古
の
名
を
わ
か
ち
、
論
を
立
。
い
ゝ
立
に
は
及
ば
ぬ
と

云
ん
。
け
れ
ど
も
我
家
に
天
稟
二
道
を
建
」 ��
立
し
、天
地
一
体
一
道
の
筋
を
、

古
池
の
蛙
に
眼
を
つ
け
、
姿
情
全
備
たタ

る
手
柄
を
の
べ
と
る
家
の
意
地
を
伸

る
心
を
も
つ
て
、「
俳
諧
の
伝
」
と
い
ふ
事
を
書
出
せ
る
と
也
。

○
雲
夢　

胸
中
の
広
き
所
を
た
と
へ
た
り
。

是
は
〳
〵
と
ば
か
り
。
花姿
也の

。
よ
し
趣
向
な
りの

山
。

い
ざ情
之
句
作
也

の
ぼ
れ
。　

嵯趣
向
也

峨
の
。
鮎
く姿
也ひ

に
。
都姿
也鳥

。

○
信
ず
べ
し　

我
家
の
一
大
事
也
。
虚
に
居
て
実
を
行
ふ
に
も
、「
信
」
な
け
れ

ば
な
ら
ず
。「
俳
諧
の
伝
」
の
内
に
て
は
、「
媒
」
と
「
信
」
の
字
を
眼
に
す

る
な
り
。

○
天
稟　

と
は
開
闢
よ
り
此
か
た
天
よ
り
受
得
た
る
を
、天
り
ん
と
は
い
ふ
な
り
。

第
二　

俳
諧
道　
　

此
論
は
専
ら
俳
諧
の
道
を
述
る
所
な
り
」 ウ

○
世
間
の
理
屈　

専
ら
『
白
馬
』
に
説
り
。
是
に
道
理
と
理
屈
を
わ
け
た
る
と
こ

ろ
、
は
い
か
い
の
発
明
な
り
。

○
道　

道
は
情
也
。
理
は
姿
也
。
道
は
古
今
に
通
微
す
。
そ
の
道
の
起
て
行
ふ
を

理
と
い
ふ
。
是
を
合
し
て
道
理
と
い
ふ
。

　

道
理
と
利
屈
の
弁　

喩
へ
ば
、
け
ふ
の
雨
を
悦
ぶ
人
も
あ
り
、
怒
る
人
も
あ
り
。

そ
の
日
〳
〵
の
様
〻
の
所
為
に
依
て
な
り
。
悦
ぶ
も
怒
る
も
天
よ
り
な
す
所

の
己
〳
〵
が
道
理
あ
る
ゆ
へ
、
理
な
り
。
其
天
よ
り
生
じ
た
る
処
の
道
理
に

げ
き
し
て
、
め
つ
た
に
い
か
り
、
め
つ
た
に
悦
べ
ば
、
利
屈
に
落
る
也
。
夫

を
考
て
心
に
つ
よ
く
と
ゞ
め
ず
、
能
程
に
い
か
り
、
能
ほ
ど
に
悦
ぶ
を
道
理

と
い
ふ
。
さ
れ
や
、
い
か
る
時
は
人
恐
れ
て
う
と
く
、
喜
ぶ
時
は
人
な
つ
い

て
し
た
し
。
此
を

て
、
怒
る
に
も
ほ
ど
よ
く
喜
ぶ
に
も
、
程
よ
く
其
中
を

と
り
て
、「
人
和
」
を
そ
の
人
能
程
に
」 �0
す
る
が
道
理
也
。
是
則
「
虚
実
の

中
立
」
と
い
ふ
も
の
也
。
此
境
は
儒
仏
の
説
か
ざ
る
処
に
し
て
、
た
と
ひ
名

僧
名
儒
に
学
び
て
道
の
高
遠
は
悟
る
と
も
、
世
法
に
五
倫
の
急
用
な
ら
ば
、

俳
諧
を
ま
な
ぶ
に
は
し
か
ざ
ら
ん
。
爰
が
俳
諧
の
手
柄
也
。

　
　
　
　

流
れ
て
も
水
に
は
な
ら
ぬ
柳
か
な　
　

理
屈
也
。

　
　
　
　

流
れ
て
は
水
に
も
な
ら
ぬ
柳
か
な　
　

道
理
也
。

○
心
の
天
遊　

老
荘
は
寂
然
不
動
の
先
を
い
ゝ
、「
大
道
廃
て
仁
義
有
」等
と
い
ゝ
、

道
の
起
ら
ざ
る
先
を
云
へ
り
。
我
家
の
俳
諧
は
、
道
の
起
て
は
な
れ
ざ
る
を

い
へ
ば
、
大
き
に
相
違
有
。
寂
然
不
動
の
先
を
い
へ
れ
ば
、
仁
義
も
理
非
も

い
ら
ぬ
筈
也
。
さ
れ
ど
も
妙
〻
真
〻
の
老
荘
は
し
ら
ず
、
我
家
の
は
い
か
い

は
、
夫
婦
別
、
長
幼
序
等
の
五
倫
を
扱
へ
ば
、
何
を
老
荘
の
道
と
い
は
ん
や
。

　

し
か
れ
ば
我
家
の
俳
諧
は
」 ウ
、
儒
・
仏
・
道
の
其
按
排
を
さ
し
て
、
遠
く

儒
仏
の
表
裏
を
も
知
り
、
深
く
老
荘
の
意
地
を
も
知
り
て
、
三
道
の
糸
筋
を



十
二

― �� ―

そ
れ
を
虚
実
の
弁
に
は
是
と
説
が
た
し
。

○
虚
実
の
二　
「
俳
諧
の
虚
」、「
連
歌
の
実
」、
其
家
〳
〵
の
立
様
也
。「
俳
諧
」 ウ

の
虚
」
あ
れ
ば
跡
に
「
実
」
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
連
歌
の
実
」
な
れ
ば
跡

に
「
虚
」
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。

○
媒　

是
、
此
段
の
ま
な
こ
の
字
な
り
。
我
朝
の
貴
ぶ
所
は
儒
・
仏
・
神
、
就
中
、

神
道
を
も
つ
て
体
と
し
、
儒
の
「
実
」
に
偏
ら
ず
、
仏
の
「
虚
」
に
お
ち
ず
。

其
中
を
と
つ
て
行
な
ふ
を
、
我
は
い
か
い
に
立
た
る
「
執
中
」、「
媒
」
の
一

字
は
爰
な
り
。

○
時
宜　

世
上
の
時
宜
は
、
則
「
媒
」
の
字
也
。
一
文
字
も
引
ぬ
も
の
に
俳
諧
の

正
意
名
人
あ
り
。
百
万
句
も
な
し
て
も
、
心
に
俳
諧
の
下
手
多
し
。
句
を
せ

ず
し
て
俳
諧
師
有
。「
時
宜
」
と
い
へ
る
は
、
君
臣
義
有
、
夫
婦
別
有
、
長

幼
序
有
、
そ
の
「
時
宜
」、
則
「
媒
」
也
。
五
倫
の
間
に
は
さ
か
る
も
の
有
。

親
・
義
・
別
・
叙
・
信
、
こ
れ
す
な
は
ち
「
時
宜
」
な
り
。「
中
立
」
な

り
。」 ��

○
古
実　
『
論
語
』「
先
進
」
篇
、「
魯
人
為
二ル
長
府
一
。
閔
子
騫
ガ
曰
、
仍
二ラ
バ
旧
貫
一
、

如
之
何
。
何
ゾ
必
シ
モ
改
メ
作
ラ
ン
」。
な
い
も
の
を
有
と
い
ふ
を
古
実
の
法
と
言
、

国
家
の
効
也
。
た
と
へ
ば
、「
鶯
」
の
仮
名
を
「
う
ぐ
ひ
す
」
と
書
が
ご
と
く
、

又
禁
中
の
年
中
行
事
は
、
八
月
十
一
日
定
考
と
書
て
、「
か
う
ち
や
う
」
と

よ
ま
す
る
。
是
逆
さ
ま
な
が
ら
古
実
な
り
。『
古
今
集
』「
真
名
序
」
撰
基
法

師
を
「
き
せ
ん
」
と
よ
む
ご
と
し
。
是
古
実
な
り
。
や
は
り
誹
諧
も
、
古
実

に
て
「
は
い
か
い
」
と
い
ふ
が
よ
し
。
近
代
是
に
い
ろ
〳
〵
む
つ
か
し
き
義

を
つ
け
、利
を
も
ふ
け
、誹
諧
は
何
の
反
に
て
何
と
よ
む
な
ど
ゝ
、『
古
今
集
』

に
利
を
付
れ
ど
も
、無
用
の
説
な
り
。
や
は
り
古
実
と
心
得
て
「
は
い
か
い
」

と
よ
め
と
也
。

○
抑　

発
語
の
詞
と
て
事
を
出
す
の
変
詞
な
り
。

○
故
翁　

伊
賀
に
四
党
の
姓
有
。
翁
は
藤
堂
新
七
殿
家
臣
也
。」 ウ
私
曰
、
乳
母
の

子
也
。
故
有
て
十
九
の
と
し
、
身
を
退
給
ふ
。
京
都
に
出
給
ふ
時
迄
は
家
財

も
沢
山
に
、
家
頼
も
余
程
召
仕
給
ふ
よ
し
。
江
戸
に
て
は
小
田
原
町
杉
風
等

が
世
話
に
て
、三
十
三
の
時
芭
蕉
庵
に
入
庵
、三
十
六
と
も
い
へ
り
。『
為
弁
』

に
は
三
十
六
と
出
た
り
。
然
れ
ど
も
梅
花
仏
、
廬
元
坊
へ
咄
し
給
ふ
は
、

三
十
三
の
よ
し
。
是
正
説
也
。
子
細
有
つ
て
、『
為
弁
』
に
は
三
十
六
と
出

し
た
り
。
言〈
朱
〉（
誹
〈
朱
ミ
セ
ケ
チ
〉

）
遍
の
誹
集
に
は
、
宗
房
と
あ
り
。
桃
青
と
も
あ
ら
〳
〵

み
ゆ
る
。
是
桃
地
の
心
に
て
付
給
ふ
な
り
。

○
埋
木　

全
部
壱
冊
誹
諧
の
古
伝
也
。
季
吟
の
誹
説
を
松
下
元
隣
と
い
へ
る
も
の

ぬ
す
み
、
梓
行
せ
り
。
是
に
仍
て
元
隣
は
季
吟
の
勘
当
を
受
た
り
。
其
時
節

殊
の
外
大
切
の
物
の
よ
し
、
今
は
絶
板
に
て
急
に
は
見
あ
た
ら
ず
。
し
か
し

古
例
の
も
の
」 ��
故
、
壱
部
是
は
所
持
有
た
し
。
今
は
『
古
今
抄
』
の
慥
な
る

も
の
あ
れ
ば
い
ら
ざ
る
物
な
が
ら
、
持
て
居
る
が
よ
し
。
心
懸
れ
ば
古
本
屋

な
ど
に
て
見
当
る
も
の
也
。
翁
は
寛
文
の
中
比
、
季
吟
よ
り
伝
え
給
ふ
也
。

○
古
今
序
伝　

二
条
家
の
伝
な
り
。

○
連
歌
新
式　

後
宇
多
院
御
宇
建
治
年
中
冷
泉
為
相
卿
、
鎌
倉
殿
が
答
に
て
作
レ

之
。
其
後
又
大
納
言
為
藤
卿
被
作
之
。
然
る
に
後
光
厳
院
御
宇
応
安
年
中
、

後
普
光
園
摂
政
殿
良
基
公
改
作
、是
を
新
式
と
言
也
。
其
後
又
書
加
え
給
ふ
。

追
加
と
い
ふ
也
。
奥
書
に
「
右
大
概
准
建
治
式
作
レ
之
」
云
〻
。
後
花
園
院

御
宇
享
徳
年
中
に
、
後
常
恩
寺
関
白
殿
一
条
兼
良
公
、
新
式
今
案
を
く
は
へ

給
ふ
。
奥
書
に
「
或
以
愚
意
料
簡
、又
訪
宗
砌
法
師
意
見
粗
所
記
置
」
云
〻
。

又
後
柏
原
院
」 ウ
御
宇
文
亀
年
中
、
肖
柏
、
応
安
以
来
の
今
案
追
加
等
を
集
て
、

猶
了
簡
を
加
へ
一
冊
と
せ
ら
れ
し
也
。
本
式
と
い
ふ
は
建
治
已
来
の
式
を
い
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○
さ
て　

前
段
を
う
け
て　

天
地
開
闢
よ
り
『
万
葉
』
ま
で
は
、
歌
も
俳
諧
も
ひ

と
つ
な
り
し
を
、『
古
今
集
』
よ
り
こ
そ
俳
の
名
は
あ
り
。
夫
も
文
明
前
は
、

唯
い
ゝ
捨
に
て
あ
だ
口
に
て
あ
れ
り
。
そ
れ
を
山
崎
宗
鑑
、
守
武
、
貞
徳
、

望
一　

―
―

　

○
夫
も
五
十
韻
、
百
韻
を
立
た
る
斗
に
て
、
口
先
に
い
へ
る

ば
か
り
に
て
、
俳
か
い
の
虚
実
は
な
か
り
け
る
を
、
其
中
に
貞
室
、

是
は
〳
〵
と
ば
か
り
花
の
よ
し
の
山

い
ざ
の
ぼ
れ
嵯
峨
の
鮎
喰
に
都
鳥
」 ウ

　
　

此
二
句
に
て
姿
情
の
兆
し
、
少
あ
ら
は
る
ゝ
な
り
。

○
宗
因　

古
風
の
口
先
を
打
破
つ
て
狂
言
体
を
作
つ
て
、
日
本
に
ひ
た
し
て
「
皮

足
袋
も
む
か
し
は
紅
葉
踏
わ
け
た
り
」
な
ど
ゝ
、
耳
に
言
語
の
お
か
し
み
は

得
た
れ
ど
も
、
眼
に
眼
前
の
姿
情
な
し
。

○
お
ろ
か
や
今
い
ふ
俳
諧
は　

爰
が
一
大
事
の
処
也
。「
今
い
ふ
俳
諧
」
と
は
、

我
家
の
は
い
か
い
也
。
季
吟
は
貞
徳
末
の
門
人
也
。
狂
言
体
の
末
に
翁
御
出

世
な
さ
れ
、
此
狂
言
体
お
も
し
ろ
し
。
し
か
し
「
十
年
と
は
過
ま
じ
」
と
工

夫
し
て
、
爰
に
姿
情
の
誠
を
見
出
し
、
古
池
の
句
有
。
然
れ
ば
、
我
家
の
俳

か
い
は
狂
言
体
と
無
法
無
主
と
違
、
其
道
は
唐
・
虞
の
先
に
わ
か
れ
て
、
其

名
は
斎
・
楚
の
後
に
あ
ら
は
れ
、
姿
情
を
と
ゝ
の
へ
、
天
地
を
和
す
る
教
と

な
る
な
り
。」 ��

○
唐
虞
の
先　

是
『
十
論
』
の
手
柄
。「
先
き
」
と
い
ふ
は
、
天
地
開
闢
ま
で
を

顕
は
し
、
先
師
の
大
の
手
が
ら
也
。
然
れ
ど
も
、
翁
の
御
存
生
ま
で
古
風
の

口
先
残
り
て
う
せ
ず
。
我
道
い
ま
だ
開
け
ず
。
是
を
翁
も
悲
し
み
給
ひ
て
、

深
川
に
隠
れ
給
ふ
時
、「
筏
に
乗
り
て
」
の
歎
息
の
詞
も
有
り
し
よ
し
。
先

師
も
書
給
ふ
道
は
し
れ
ど
も
、
御
心
の
ご
と
く
道
の
行
は
れ
ざ
り
き
。

○
和
漢
一
体　

我
国
の
俳
諧
は
、
神
代
の
巻
に
わ
か
れ
て
、『
古
今
集
』
の
今
に

あ
ら
は
る
。
是
を
添
え
て
見
る
時
、
和
漢
の
一
体
な
り
。
是
『
十
論
』
の
習

也
。
是
を
書
残
し
て
隠
に
其
心
を
余
す
。
こ
れ
「
文
」
の
用
な
り
。
其
言
行

一
合
体
に
し
て
、
其
道
を
得
た
る
は
、
我
翁
な
り
。

○
管
丞
相
梅
」 ウ

○
法
然
上
人
夢　

是
皆
自
ら
知
に
あ
ら
ず
。
夢
の
師
有
て
、
教
を
出
と
す
る
也
。

我
翁
や
、
深
川
に
て
始
て
此
姿
情
を
見
出
し
給
ふ
。
上
代
の
宗
匠
達
も
、
近

代
の
風
人
達
も
、
此
発
句
の
詞
の
出
た
る
前
夜
に
て
、
終
に
い
わ
ず
見
付
け

ぬ
処
を
、「
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」
と
風
雅
の
魂
を
入
れ
、
姿
情
を

つ
け
た
ま
ふ
也
。
事
生
智
安
行
天
の
自
然
と
い
は
ん
天
性
な
り
。

○
誹
諧
は
不
知　

是
は
唯
、
言
篇
の
誹
諧
斗
に
対
し
て
い
へ
る
。
余
流
の
誹
か
い

は
し
ら
ず
。
我
家
の
俳
諧
は
、常
に
知
っ
て
し
ら
ぬ
ふ
り
を
す
る
が
習
な
り
。

○
元
祖　

洛
東
双
林
寺
に
立
玉
ふ
碑
の
銘
、
長
歌
有
。
謎
字
な
り
。
ひ
と
つ
に
合

す
れ
ば
俳
諧
の
元
祖
、「
芭
蕉
庵
」
と
い
ふ
字
に
成
る
謎
字
也
。
先
師
是
を

立
給
ふ
。」 ��

　　
　

伝
曰

○
儒
仏　

我
家
の
秘
書
『
一
字
録
』
に
「
儒
仏
の
変
」
と
い
ふ
事
有
。
儒
は
「
実
」

を
説
て
現
在
を
い
ま
し
め
、
仏
は
「
虚
」
を
説
て
未
来
を
お
し
ゆ
。『
老
子
』

は
道
と
は
い
わ
れ
ず
、
天
地
未
分
の
先
を
説
け
り
。
道
と
は
勧
善
懲
悪
の
名

人
に
従
て
行
は
る
。
俳
諧
猶
人
に
従
て
行
は
る
ゝ
教
な
れ
ば
、
天
地
未
分
の

先
に
出
べ
き
や
う
な
し
。
故
に
「
俳
は
老
荘
の
教
に
似
た
る
」
と
い
へ
る
は

誤
り
な
り
。
宋
の
孝
宗
帝
の
詞
『
為
弁
』
に
出
づ
。
又
曰
、『
老
子
』
と
て

も
「
大
道
廃
て
仁
義
有
」「
道
の
道
と
す
べ
き
は
、
道
に
あ
ら
ず
」
な
ど
と

い
へ
る
は
、儒
の
「
実
」
に
こ
つ
た
る
処
を
打
破
る
頓
座
の
道
理
な
ら
め
ど
、
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る
べ
し
。
橋
は
通
る
も
の
ゆ
へ
橋
と
出
せ
り
。

○
伊
奘
諾　

神
書
に
委
し
。
万
物
の
父
母
な
り
。

○
鶺
鴒　

男
女
和
合
の
は
じ
め
。

○
天
照
皇
太
神　

百
王
百
代
の
尊
神
、
弁
に
及
ば
ず
。

○
虚
実　
「
天
地
」
と
も
い
ゝ
、「
虚
実
」
と
も
い
ふ
。

○
猿
田
彦　

天
孫
日
向
に
降
臨
の
時
、
天
の
八
ち
ま
た
に
恐
し
き
神
有
。
供
奉
の

諸
神
達
申
上
て
い
へ
り
。
天
孫
天
鈿
女
の
尊
を
遣
は
し
て
問
給
ふ
。
天
鈿
女

は
女
体
な
り
。
能
く
人
の
和
を
得
て
優
長
な
る
神
也
。
天
照
神
岩
屋
に
籠
ら

せ
給
ふ
時
も
岩
戸
の
前
に
て
い
ろ
〳
〵
の
神
遊
び
し
て
諌
給
ふ
神
也
。又
曰
、

猿
田
彦
の
形
冷
ま
じ
く
鼻
高
く
背
高
く
等
と
恐
し
く
書
し
は
、
是
」 ウ
神
代
の

秘
事
に
し
て
、
魏
〻
堂
〻
と
、
人
大
勢
つ
れ
て
居
給
ふ
を
い
へ
り
。
猿
田
彦

に
、
鈿
女
問
答
し
給
ふ
に
、「
天
孫
を
待
奉
る
な
り
。
天
孫
は
日
向
に
降
ら

せ
給
へ
、
我
は
伊
勢
に
参
ら
ん
」
と
て
、
天
鈿
女
、
夫
婦
に
な
り
て
伊
勢
へ

去
給
ふ
な
り
。

○
俳ワ
ザ
ヲ
ギ優　
『
日
本
記
』
に
、「
た
く
み
に
俳
優
す
」
と
。
わ
ざ
お
ぎ
と
は
、
わ
ざ
お

か
し
き
と
い
へ
る
事
也
。
天
照
皇
太
神
、
磐
戸
に
籠
ら
せ
玉
ふ
と
き
、
諸
の

神
達
、
岩
戸
の
前
に
て
さ
ま
〴
〵
の
わ
ざ
お
ぎ
を
な
し
て
、
戯
れ
た
ま
ひ
て
、

天
照
皇
を
い
さ
め
給
ふ
。
是
、
我
朝
の
風
雅
の
お
か
し
み
の
は
じ
ま
り
に
し

て
、
諷
諫
の
根
元
な
り
。
是
は
秘
伝
事
な
り
。

○
八
雲　

素
盞
烏
尊
、
弁
有
べ
し
。

○
難
波
津
の
歌
は　

王
仁
が
実
を
以
、
諷
諫
せ
り
。

○
浅
香
山　

釆
女
が
「
虚
」
を
以
、
談
笑
せ
り
。『
為
弁
』
に
は
「
奈
良
の
帝

に
」 ��
う
ね
め
が
た
は
む
れ
」
と
先
師
出
さ
れ
た
れ
ど
も
、
是
は
訳
の
あ
る
事

に
て
、
か
つ
ら
ぎ
の
大
若
夷
の
不
礼
を
と
が
め
怒
り
給
ふ
を
、「
釆
女
が
談

笑
せ
し
也
」
と
、
立
て
置
く
べ
し
。

○
万
葉　

に
は
俳
諧
の
歌
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
も
こ
れ
も
合
し
て
歌
と
。
猶

や
上
代
の
人
の
こ
ゝ
ろ
厚
き
ゆ
へ
に
姿
情
は
か
ゝ
ず
。

○
古
今
集　

こ
ゝ
に
貫
之
こ
れ
を
見
出
し
て
、
俳
諧
体
を
わ
け
て
あ
ら
は
し
、
今

の
歌
の
姿
情
全
く
備
は
れ
り
。

○
和
歌
の
一
体　
「
千
早
振
」
よ
り
是
ま
で
は
、
前
條
の
唐
土
の
は
い
か
い
の
源

を
あ
げ
弁
じ
た
る
よ
り
、「
千
早
振
」
よ
り
は
、
日
本
の
根
元
を
対
句
し
て
、

爰
に
て
風
雅
の
一
体
を
む
す
べ
り
。
唐
土
の
『
史
記
』
に
は
滑
稽
の
名
を
出

し
、
我
朝
の
『
古
今
集
』
に
は
俳
諧
の
名
を
出
せ
り
。」 ウ

○
二
名　

順
徳
院
の
御
自
選
也
。『
八
雲
御
抄
』
に
は
、
俳
諧　

誹
諧　

俳
　

滑
稽　

誹
讔　

謎
字　

空
戯　

鄙
言　

狂
言　

都
て
九
体
な
り
。か
く
九
品
、

変
名
は
『
埋
木
』
に
も
出
さ
れ
た
り
。
此
九
品
の
中
に
「
二
名
を
あ
げ
ら
れ

た
り
」
と
書
た
る
は
、
俳
か
い
と
よ
む
べ
き
名
二
つ
有
ゆ
へ
に
、
九
品
内
に

二
名
と
あ
げ
ら
れ
た
り
。

○
二
條　

冷
泉　

為
家
卿
、
御
公
達
よ
り
わ
か
る
道
俊
朝
臣
、『
後
拾
遺
集
』
に

俳
諧
体
を
入
れ
給
ふ
を
、
経
信
卿
難
じ
給
ふ
也
。
す
べ
て
廿
一
代
集
の
内
、

間
〳
〵
み
ゆ
る
俳
諧
体
、
多
く
狂
言
体
の
み
に
て
、
此
誹
諧
体
入
た
る
に
て
、

此
集
の
事
知
れ
た
り
と
也
。『
古
今
集
』
の
誹
諧
体
に
あ
ら
ず
。
其
後
の
集

に
も
、
或
は
入
ら
ず
、
あ
る
ひ
は
入
と
も
、
狂
言
体
の
ご
と
く
有
て
、「
虚

実
の
変
」
分
ら
ず
か
た
づ
き
て
、『
古
今
集
』
の
ご
と
く
あ
ら
ず
。『
前
（
マ
マ
）載
集
』

に
俊
成
卿
入
れ
給
ふ
」 ��
さ
へ
、
定
家
卿
是
を
悔
み
給
ふ
也
。

○
法
式
に
も　
『
古
今
抄
』
を
梓
行
、
す
べ
て
道
理
を
含
み
て
、
新
旧
の
口
伝
と

い
へ
り
。

○
芭
蕉
家　

我
家
の
獅
子
門
俳
諧
は
、『
史
記
』
の
滑
稽
の
俳
諧
を
立
よ
。
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○
酒コ

ガ桶
の〈

ル
ビ
・
朱
〉

喩　

智
弁
疾
出
、
畢
竟
説
客
也
。
弁
説
さ
ら
〳
〵
と
述
に
滞
ら
ざ
る
を

い
へ
り
。酒
桶
の
せ
ん
を
抜
、花
酒
の
さ
ら
〳
〵
滞
ら
ず
出
る
を
言
へ
り
。「
紛

を
解
」
の
い
ゝ
也
。

○
諷
諫　
「
人
和
」
也
。
人
の
非
を
諫
め
ん
と
て
、
直
に
つ
よ
く
さ
し
留
、
異
見

す
る
と
き
は
、
却
て
其
気
色
を
破
る
ゆ
へ
、
其
人
の
こ
ゝ
ろ
を
い
か
ら
」 �0
す

也
。
爰
を
以
、
そ
の
お
も
ひ
立
事
を
非
と
い
わ
ず
し
て
、
外
の
利
を
以
是
を

い
さ
め
ば
、
機
に
応
じ
て
諫
事
の
機
変
に
叶
ふ
を
い
ふ
。「
諷
諫
」
則
「
媒
」

也
。「
滑
稽
」
は
「
虚
に
居
て
実
を
行
な
ふ
」。「
滑
稽
」「
諷
諫
」
は
同
意
な

り
。

○
俳
諧　

上
品
以
上
は
、
詩
文
金
言
を
以
て
い
さ
む
べ
し
。
畢
竟
は
「
下
学
向
上

達
」
の
謂
に
し
て
、
下
〻
に
風
雅
を
し
ら
し
め
ん
が
為
也
。
爰
を
以
、
み
な

も
と
は
『
史
記
』
よ
り
書
出
し
て
、末
は
中
品
以
下
に
及
ぼ
す
な
り
。
尚
『
為

弁
抄
』
に
照
し
合
せ
て
見
る
べ
し
。

○
其
道
は　
「
俳
諧
の
道
た
る
は
、上
開
闢
よ
り
禹
・
武
に
伝
は
り
て
行
は
る
れ
ど
、

其
名
は
『
史
記
』
よ
り
ぞ
顕
は
れ
た
り
」
と
、
俳
か
い
の
伝
と
す
る
所
を
書

出
し
た
り
。

○
虚
は
実
を
以　

虚
に
か
た
よ
り
、
実
に
か
た
よ
る
時
は
、
道
行
は
れ
ず
。」 ウ

○
釈
氏
に
達
摩　
『
一
代
蔵
経
』
七
千
余
巻
を
説
給
ふ
を
、
維
摩
・
達
摩
、
是
を

破
つ
て
働
給
ふ
も
、
是
、「
実
」
こ
つ
て
心
に
と
ゞ
こ
ふ
る
を
忌
み
て
な
り
。

或
は
問
、「
父
を
殺
し
母
を
殺
し
成
仏
す
る
や
否
」。
答
曰
、「
自
己
に
反
照

し
て
見
よ
。
み
づ
か
ら
か
へ
り
み
よ
。
よ
き
か
わ
る
き
か
」
と
也
。
此
答
を

推
て
見
る
べ
し
。
大
量
な
る
事
を
孟
子
の
「
舜
海
浜
に
た
ゝ
ん
」
と
い
へ
る

利
屈
を
考
見
る
べ
し
。
先
師
是
を
註
し
て
、「
舜
は
然
ら
ば
飢
年
の
新
乞
食

な
ら
ん
」
と
の
た
ま
へ
り
。

○
俳
諧
機
変　

元
禄
本
に
は
、「
周
公
は
や
ゝ
連
歌
に
似
て
、
孔
子
は
諷
諫
の
大

祖
た
り
」
と
。
あ
ま
り
過
る
故
、梓
行
に
出
ず
。
仏
家
に
禅
法
を
せ
め
ぬ
も
、

「
虚
実
の
道
」
を
立
る
が
故
也
。『
論
語
』
の
二
十
二
扁
に
七
十
二
弟
を

給

ふ
も
、
門
人
の
応
気
の
」 ��
変
有
て
、「
虚
実
の

」
を
専
ら
に
し
給
ふ
。
仏

ま
た
〳
〵
か
く
の
ご
と
し
。『
孟
子
』「
尽
心
」
の
扁
、
兆
（
マ
マ
）応
が
問
に
、
孟
子

の
答
は
利
に
遍
れ
り
。
又
孔
子
に
宰
我
が
問
た
る
井
仁
の
答
は
、
是
道
理
な

り
。
実
に
実
を
重
ね
る
が
故
に
、
利
に
落
る
な
り
。「
宰
我
問
曰
、
仁
者
雖
タ
ト
ヒ

告
ゲ
テ
之
曰
二ハ
ゞ
井
ニ
有
一リ
ト
仁
焉
其
レ
従
レハ
ン
之
ニ
也ヤ

。子
曰
、何
爲
レ
ソ
其
レ
然
ラ
ン
也
。

君
子
可
レ
逝
也
、
不
レ
可
レ
陷
也
。
可
レ
欺
、
不
レ
可
レ
罔
也
」。「
兆
応
問
曰
、

舜
為
二
天
子
一ト
、
皐
陶
為
レ
士
、
瞽
瞍
殺
レ
人
、
則
如
之
何
。
孟
子
曰
、
執
レラ
ン

之
ヲ
而
已
矣
。
然
則
舜
不
禁
与
。
曰
、
夫
舜
悪
得
而
禁
之
。
夫
有
所
受
之
也
。

然
則
舜
如
何
。
曰
、
舜
視
棄
天
下
。
猶
棄
敝

也
。
窃
負
而
逃
、
遵
海
浜
而

処
、
終
身
訢キ

ン

然
、
楽
而
忘
レレ
ン
天
下
ヲ
」。
孔
子
、
長
沮
・
桀
溺
を
せ
め
な
じ

り
給
は
ぬ
も
、
虚
実
の
二
変
」 ウ
自
在
を
得
給
ふ
故
な
り
。
塩
谷
師
直
が
弁
有

べ
し
。
山
名
播
州
満
幸
が
臣
。

○
詩
歌
媒　

是
『
十
論
』
一
部
の
体
、俳
か
い
の
本
心
な
り
。
儒
家
所
謂
、「
実
虚
」

「
正
権
」
の
「
権
」
也
。
執
中
の
心
を
と
り
、
両
端
を
さ
し
て
文
の
字
な
る

が
故
に
、
詩
歌
の
媒
と
は
い
へ
ど
も
、
詩
歌
斗
に
非
ず
。
天
地
万
物
の
中
を

と
る
也
。
い
は
ゞ
詩
歌
の
中
を
行
ふ
な
り
。

○
千
早
振　

是
道
は
唐
土
の
俳
諧
滑
稽
の
源
を
記
し
述
也
。
虚
実
の
機
変
を
普
く

出
し
弁
じ
た
る
所
の
対
句
に
、
是
よ
り
我
朝
の
俳
諧
の
伝
と
す
る
証
を
出
せ

り
。「
千
早
ぶ
る
」
よ
り
「
和
歌
の
一
体
」
と
い
づ
る
ま
で
、
今
迄
弁
じ
た

る
『
史
記
』
に
出
る
所
に
対
句
し
て
、
和
歌
の
伝
を
出
せ
り
。」 ��

○
天
の
浮
橋　
「
の
」
一
字
に
天
地
ひ
ら
く
る
と
、
古
今
に
通
衢
す
る
道
有
と
知
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防
が
ん
や
。
九
雀（
層
）
臺
に
て
は
敵
を
ふ
せ
ぎ
が
だ
し
。」
と
申
上
し
か
ば
、
宗

王
爰
に
て
甚
感
じ
給
ひ
、則
九
雀（

層
）臺

を
止
め
給
ふ
と
也
。
是
「
諷
諫
」
な
り
。

則
「
虚
実
」
な
り
。
滑
稽
の
人
七
八
人
の
内
な
り
。

○
或
と
し　

和
文
の
法
。『
源
氏
』
に
も
「
い
づ
れ
の
お
ゝ
ん
よ
」
と
い
ゝ
、『
伊

勢
物
語
』
の
「
む
か
し
男
」
の
類
。
発
語
覚
束
な
く
書
こ
と
、
習
な
り
。
法

な
り
。」 �

○
芭
蕉
菴　

是
は
深
川
な
り
。
杉
風
等
が
拵
て
翁
を
入
れ
奉
れ
り
。

○
茶
話
禅　

獅
子
門
の
秘
書
な
り
。
梓
行
に
な
ら
ず
。
俳
諧
の
録
な
り
。

『
為
弁
』
曰
、「
婆
子
焼
菴
」。
是
は
禅
家
の
話
則
な
り
。『
碧
巌
集（
録
）』
に
有
。

「
娘
子
曰
、
正
与
（
マ
マ
）磨
時
如
何
。
僧
曰
、
枯
木
寒
巌
敢
無
暖
気
」。
是
は
娘
子

が
庵
を
立
て
僧
を
供
養
せ
し
に
、「
僧
さ
と
れ
る
や
、
悟
ら
ず
や
」
と
後
よ

り
抱
か
せ
て
、
衣
の
間
を
さ
ぐ
り
て
此
問
を
か
け
、
斯
く
し
て
こ
ゝ
ろ
み
け

れ
ば
、
僧
の
答
、
力
味
有
。
暖
気
あ
る
ゆ
へ
に
、
り
き
み
あ
り
。
是
を
聞
て
、

婆
子
庵
を
焼
て
、
羅
漢
を
追
出
せ
り
。
誠
の
力
味
の
離
れ
た
る
は
僧
正
遍
昭

が
歌
に
て
、
道
心
堅
固
な
る
事
を
な
す
べ
し
。

　
　
　
　
　

僧
正
遍
昭
が
石
ノ
上
寺
に
あ
り
と
聞
て
心
み
ん
と
て

　
　
　
　
　

よ
み
て
や
り
け
る
」 ウ

　
　
　

石
の
上
に
旅
寝
を
す
れ
ば
い
と
寒
し
苔
の
衣
を
我
に
か
さ
な
ん小

野
小
町

　
　
　
　
　

返
し

世
を
い
と
ふ
こ
け
の
衣
は
た
ゞ
ひ
と
へ
か
さ
ね
ば
う
と
し
い
ざ
ふ
た
り

寐
ん 

遍
昭

右
僧
の
い
ゝ
し
枯
木
寒
巌
と
い
へ
る
を
、
娘
却帰

つ
て而
婆
子
に
語
り
け
れ
ば
、

「
三
十
年
来
此
賊俗

を
養
得
た
り
」
と
い
ゝ
て
、
忽
其
庵
を
焼
て
追
出
せ
り
。

爰
を
以
、「
婆
子
焼
庵
」
と
い
ふ
。
字
面
を
申
さ
ば
此
通
り
。
俳
諧
に
て
は
、

先
づ
是
禅
家
に
て
は
む
づ
か
し
き
事
と
ぞ
。「
三
十
年
来
此
賊俗

を
養
ひ
し
」

と
云
て
菴
を
焼
た
る
ゆ
へ
に
、
此
俗
と
な
る
。
此
僧
さ
ら
ば
情
慾
の
心
を
発

し
た
ら
ば
焼
ま
い
か
。
夫
は
猶
焼
く
。
し
か
れ
ば
、
ど
ふ
云
て
も
焼
く
。
や

く
が
ゆ
へ
に
婆
〻
也
。
弥
陀
の
本
願
は
」 �
提
婆
が
悪
に
て
顕
は
れ
、
此
僧
も

眼
な
き
ゆ
へ
、
此
俗
あ
ら
は
る
ゝ
。
然
れ
ば
此
僧
を
も
捨
て
み
ぬ
。
し
か
れ

ば
こ
と
の
外
、
世
俗
の
事
は
言
説
に
乗
せ
て
説
れ
ま
せ
ぬ
よ
し
、
釈
尊
も
世

尊
不
説
の
説
、
迦
葉
不
聞
の
聞
と
申
事
が
御
坐
つ
て
、
と
か
ず
し
て
と
き
、

聞
か
ず
し
て
き
く
と
い
ふ
事
な
れ
ば
、
言
説
に
乗
ら
ぬ
所
が
則
、
俗
と
申
す

も
の
で
ご
ざ
る
。
そ
ふ
に
御
坐
る
。

○
論
語
述
而　
『
維
摩
』と
も
に
附
録
に
委
し
。
し
か
る
に『
論
語
』の
緩
と
違
ひ
、

『
十
論
』
に
は
対
問
の
詞
の
端
的
な
る
は
、和
漢
に
生
質
の
「
急
緩
」
と
い
ゝ
、

連
俳
に
風
俗
の
「
強
柔
」
と
い
ふ
べ
し
。

○
桃
紅
李
白　

附
録
に
出
た
り
。
夏
炉
冬
扇
に
対
し
て
い
へ
り
。

○
か
ず
ま
へ　

か
ま
は
ぬ
と
い
ふ
事
な
り
。

○
朝
暮
三　
　

翁
の
従
者
小
使
の
わ
ら
は
也
。
人
に
名
の
出
ぬ
も
の
な
り
。」 ウ
故

有
て
か
く
の
ご
と
し
。
多
く
は
作
り
名
也
。

○
第
一
俳
諧
伝　

我
家
に
立
る
俳
か
い
の
心
法
を
立
る
所
を
書
出
せ
り
。

○
滑
稽　

昔
唐
土
に
は
、
諫
官
の
内
に
滑
稽
人
と
い
ふ
者
、
朝
廷
に
有
。

○
史
記　

齊
・
楚
・
秦
・
漢
ま
で
に
、
滑
稽
の
名
の
有
も
の
七
八
人
の
言
行
を
出

せ
り
と
な
り
。
四
世
の
間
に
東
方
朔
等
が
類
、
漸
七
八
人
み
へ
た
り
。

○
太
史
公　

滑
稽
を
賛
し
て
い
へ
り
。
司〈

朱

〉

馬
遷
。
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て
奢
ら
ぬ
道
な
れ
ば
、
義
な
く
信
な
く
し
て
行
ひ
が
た
し
。
お
か
し
き
は
人

を
し
て
倦
せ
ず
、
人
と
あ
ら
そ
は
ぬ
事
な
れ
ば
、
智
な
く
し
て
い
づ
く
ん
ぞ

悟
る
こ
と
あ
ら
ん
。
是
を
扨
戒
律
に
て
い
は
ゞ
、
ち
か
く
五
戒
の
耳
近
き
に

て
、
是
を
述
る
に
和
を
以
て
道
を
行
ふ
も
の
、
な
ん
ぞ
生
類ル
イ

の
命
を
と
る
事

あ
ら
ん
。
淋
し
き
を
好
む
も
の
、
無
用
の
用
を
楽
し
め
ば
、
是
又
盗
人
む
さ

ぼ
り
の
心
あ
る
べ
か
ら
ず
。
む
さ
ぼ
ら
ざ
れ
ば
、
妄
語
も
あ
ら
ず
、
毀（
綺
）語
も

あ
る
べ
か
ら
ず
。
お
か
し
き
を
悦
ぶ
も
の
は
、
其
姿
つ
く
ろ
は
ず
、
い
ろ
ど

ら
ず
、
邪

の
悪
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
爰
を
も
つ
て
我
俳
諧
を
な
す
も
の
、

教
へ
ず
し
て
自
然
と
そ
の
道
に
叶
ふ
べ
し
。」 �
其
巨
細
は
、段
〻
「
道
徳
」「
虚

実
」
の
所
に
て
伸

（
マ
マ
）べ

し
。

畢
竟
は
儒
は
現
在
を
と
ゝ
な
へ
、
詩
書
礼
楽
の
文
章
を
説
、
仏
経
は
未
来

を
い
ま
し
め
て
、
殺
盗

妄
の
教
戒
を
授
け
ま
す
る
。
偏
に
花
と
桜
と
の
ご

と
し
。
名
は
か
は
れ
ど
も
体
は
ひ
と
つ
也
。
け
れ
ど
も
家
を
立
る
意
地
に
て
、

「
儒
文
」
と
い
ゝ
、「
仏
教
」
と
申
ま
す
る
。
し
か
れ
ば
文
章
に
は
虚
を
飾
り
、

教
誡
に
は
実
を
直
せ
ば
、
文
章
は
衣
冠
正
し
く
し
て
世
上
に
威
儀
を
調
ゆ
る

ご
と
く
、
教
戒
は
赤
裸
に
し
て
世
外
に
因
果
を
し
め
す
。
文
章
と
教
戒
の
先

後
の
事
は
、
今
迄
此
塩
梅
の
事
は
三
家
と
も
説
ざ
る
所
を
、
は
じ
め
て
俳
諧

に
発
明
せ
り
。

文
の
広
太
な
る
こ
と
は
、
か
の
匡
人
の
く
る
し
み
に
「
天
之
未
レ
喪
ニ
斯

文
一
」。

扨
禅
家
の
話
則
に
俳
か
い
の
は
こ
び
有
と
い
へ
る
は
、」 ウ
何
を
以
い
ふ

に
、
前
條
に
も
申
ま
す
る
如
く
、
余
流
は
し
ら
ず
我
家
の
俳
諧
は
、
初
一
念

の
趣
向
を
立
、
無
念
無
相
の
場
よ
り
う
か
み
出
し
ま
す
れ
ば
、
爰
に
此
作
を

と
、
自
己
の
利
口
を
は
た
ら
き
ま
せ
ず
、
天
地
造
化
の
姿
よ
り
句
作
り
ま
す

る
事
な
れ
ば
、
自
然
と
う
か
み
出
所
は
、
則
言
絶（

語
）の

絶
た
る
場
所
に
て
、「
話

則
」
と
も
、「
破
顔
微
笑
」
と
も
、
扨
は
「
一
貫
の
唯
」
と
も
、
名
は
か
は

り
ま
す
れ
ど
も
、
其
教
は
ひ
と
つ
也
。
自
己
の
作
に
作
を
か
さ
ね
ま
す
る
句

は
、
天
地
造
化
の
句
に
あ
ら
ず
と
嫌
、
し
ぜ
ん
と
造
化
の
姿
を
申
ま
す
る
を
、

秀
逸
と
も
絶
章
と
も
感
じ
ま
す
る
な
り
。

諷
諫　

む
か
し
、
唐
の
聖
帝
の
傍
に
諫
官
と
申
官
十
人
程
あ
り
。
或
は
、
真
官
、

勤
官
な
ど
ゝ
い
ろ
〳
〵
あ
り
て
、
い
づ
れ
も
帝
へ
」 �
い
け
ん
を
申
官
也
。
然

る
に
滑
稽
と
申
は
、
十
官
の
名
の
内
一
人
の
名
な
り
。
是
を
諷
官
と
も
申
せ

し
と
也
。
あ
る
時
楊
玄
琰
と
い
ふ
も
の
ゝ
娘
楊
妃
、
世
に
双
び
な
き
美
人
に

て
、近
き
内
に
寧
王
の
か
た
へ
召
る
ゝ
よ
し
、玄
宗
皇
帝
へ
申
上
し
か
ば
、「
さ

ら
ば
盗
と
れ
」
と
て
、
高
力
士
と
い
ふ
者
う
け
玉
は
り
、
途
中
に
て
是
を
奪

ひ
と
る
。
楊
貴
妃
、
則
是
也
。
こ
れ
を
記
録
所
の
諫
官
、「
何
の
年
何
月
何

日
帝
か
様
〳
〵
」
と
書
記
し
た
り
。
玄
宗
是
を
怒
り
て
、早
速
誅
せ
ら
れ
ぬ
。

又
跡
に
諫
官
を
立
給
ふ
時
に
、
後
の
諫
官
も
、「
帝
が
様
〻
の
次
第
を
書
留

し
故
、
諫
官
何
が
し
切
ら
れ
し
」
と
記
せ
り
。
故
に
又
切
ら
れ
た
り
。
三
人

目
も
同
じ
く
右
の
事
を
書
記
せ
し
に
よ
つ
て
、「
扨
は
是
ら
が
役
目
は
此
通

り
の
も
の
也
」
と
て
、
却
て
褒
美
を
下
さ
れ
て
、
則
合
官
は
肯
た
り
。」 ウ
人

を
諫
る
は
是
也
。
是
則
、
真
諫
な
り
。

楚
荘
〈
ハ
リ
ガ
ミ
〉
王
、
孔
雀
（
九
　
層
）臺
を
作
り
給
ふ
に
、
諫
る
者
は
皆
仕
置
に
し
給
ふ
。
或

時
孫
束
と
い
ふ
も
の
、
王
の
前
に
て
玉
子
を
九
つ
重
ぬ
る
に
、
ち
つ
と
も
動

か
ず
と
い
へ
り
。「
し
か
ら
ば
重
ね
て
見
よ
」
と
被
仰
し
か
ば
、
則
九
つ
重

ね
上
た
り
。
其
時
楚
荘
王
、「
扨
〻
危
き
事
な
り
」
と
宣
ふ
。
そ
の
時
孫
束

申
け
る
は
、「
是
よ
り
危
う
き
は
九
雀（

層
）
臺
な
り
。
金
銀
の
つ
い
へ
、
町
人
、

百
姓
、
士
の
い
た
み
殊
の
外
な
り
。
も
し
他
国
よ
り
責
来
ら
ば
何
を
も
つ
て
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が
ら
笑
言
を
い
ゝ
か
た
ら
ひ
、
睦
ま
じ
く
其
ほ
ど
〴
〵
の
時
宜
に
」 ウ
か
な
ふ

を
い
ふ
也
。
さ
れ
ど
「
人
和
」
も
又
、「
諂
」
と
ま
ぎ
れ
る
事
有
物
也
。
是

は
本
文
に
て
断
り
ま
せ
ふ
。
扨
は
五
倫
の
道
を
行
ふ
と
て
、
訖
度
畏
り
た
る

斗
が
君
臣
の
道
に
も
あ
ら
ず
。
も
の
喰
は
す
斗
が
父
子
の
孝
で
も
な
く
、
嘘

い
わ
ぬ
斗
が
信
と
い
ふ
で
も
な
く
、
花
を
詠
め
、
月
を
見
、
雪
を
踏
に
も
う

ち
交
は
り
て
、
程
よ
く
時
宜
を
取
は
か
ら
ひ
、
お
も
し
ろ
く
朝
夕
を
た
の
し

む
を
、「
世
上
の
人
和
」
と
も
、「
虚
実
の
媒
」
と
も
、「
風
雅
の
一
体
」
と

も
申
べ
け
れ
ば
、
第
一
に
我
蕉
流
に
は
、
此
教
へ
を
立
ま
し
て
ご
ざ
る
。
利

屈
に
は
龍
造
寺
隆
信
、
赤
星
掃
部
之
助
が
事
。

第
二
お
か
し
き　
「
滑
稽
の
蔭
室
」
の
ご
と
し
。
口
に
省
か
ず
し
て
人
和
を
行

ふ
所
に
は
、
か
な
ら
ず
お
か
し
み
あ
り
。
諷
諫
也
。
た
と
へ
ば
面
を
和
ら
げ

て
人
に
向
ふ
が
如
し
。『
史
記
』
の
談
笑
を
家
法
」 �
と
し
て
言
語
の
用
に
用

を
知
れ
と
な
り
。

鶯
や
餅
に
糞
す
る
掾
の
先

茸
狩
に
烏
の
守
る
弁
当
か
な

夕
顔
や
秋
は
い
ろ
〳
〵
の
瓢
か
な

文
に
書
法
に
も
、
お
か
し
き
を
書
る
『
つ
れ
〴
〵
』
の
鼎
か
ぶ
り
の
法
師

の
ご
と
き
。

第
三
さ
び
し
み　

風
雅
は
隠
者
の
真
似
な
れ
ば
、
猛
将
勇
士
の
家
に
も
茶
人
の

寂
を
学
べ
る
が
如
く
、
弓
馬
の
心
を
和
ら
げ
ん
と
也
。
あ
る
は
歌
に
山
家
海

川
の
題
を
選
ら
ぶ
も
、
民
百
姓
・
木
樵
・
海
人
の
く
る
し
み
を
、
上
え
〳
〵

に
し
ら
し
め
ん
為
也
。
寂
然
の
淋
し
き
に
は
あ
ら
ず
。『
為
弁
』
に
、「
お
か

し
み
と
さ
び
し
み
と
は
、
ど
ち
ら
も
雅
俗
の
さ
か
ひ
あ
り
て
、
人
の
こ
ゝ
ろ

の
た
つ

（
た
つ
か
弓
）弓
は
ら
れ
て
は
り
返
す
は
、」 ウ
俗
家
の
法
な
り
。
あ
さ
田
の
水
鶏
の

た
ゝ
か
れ
て
啼
は
、雅
門
の
寂
也
」。是
按
排
を
よ
く
〳
〵
御
勘
弁
あ
る
べ
し
。

心
の
さ
び
は
伊
勢
の
御
の
歌

姿
の
さ
び
は
か
は
ら
け
味
噌
の
事

　

尚
奥
に橿

の
木
の
花
に
か
ま
は
ぬ
す
が
た
か
な

い
ざ
ゝ
ら
ば
雪
見
に
こ
ろ
ぶ
所
ま
で

夏
来
て
も
只
一
つ
葉
の
ひ
と
葉
か
な

う
ら
や
ま
し
美
し
ふ
な
り
て
ち
る
紅
葉

臘
八
や
痩
は
仏
に
似
た
れ
ど
も

さ
れ
や
、
顕
に
は
「
風
雅
」
と
い
ゝ
、
隠
に
は
「
虚
実
」。
是
は
是
文
章

の
花
に
し
て
、
文
章
は
貫
道
の
器
な
る
を
、
世
に
文
章
〳
〵
と
て
」 �
つ
の
る

人
〻
の
淋
を
文
章
の
体
と
し
て
、
和
節
は
風
雅
の
あ
ん
ば
い
な
れ
ば
、
酒
し

ほ
は
例
の
お
か
し
み
な
ら
ん
を
、
し
ら
ぬ
人
の
も
の
書
く
も
、
心
も
と
な
き

一
つ
な
り
。
爰
に
三
條
の
証
文
を
申
さ
ば
、
和
節
は
『
論
語
』
の
一
貫
な
る

に
、
か
の
匡
人
に
な
ぶ
ら
れ
し
さ
び
し
さ
も
、
子
路
を
そ
や
せ
し
桴
の
お
か

し
さ
も
、
夫
ら
の
対
問
は
日
夜
の
俳
諧
に
し
て
、
都
て
は
夫
子
の
諷
諫
を
知

れ
と
也
。
畢
竟
は
孔
子
の
「
虚
実
」、
釈
迦
の
「
善
悪
」、
こ
の
ふ
た
つ
を
和

ら
げ
て
其
中
に
と
つ
て
行
ひ
て
行
所
が
、我
正
風
の
俳
諧
な
り
。
何
を
以「
虚

実
」「
善
悪
」
の
中
を
行
ふ
と
は
云
ふ
な
れ
ば
、
我
家
の
俳
諧
初
一
念
の
趣

向
を
無
念
無
相
の
場
よ
り
う
か
み
出
し
ま
す
る
ゆ
へ
に
、
爰
に
五
戒
も
五
倫

も
具
足
し
て
い
ま
す
る
。
依
之
句
作
に
自
己
の
作
を
嫌
ひ
て
、
自
然
と
な
せ

る
句
を
秀
逸
と
立
ま
す
る
。」 ウ
し
か
ら
ば
人
い
は
ん
句
を
作
つ
て
俳
諧
に
た

は
る
ゝ
処
に
、
仁
義
、
五
常
、
五
戒
等
有
や
と
い
は
ん
。
さ
に
非
ら
ず
。
第

一
に
人
和
、
仁
礼
の
二
つ
を
兼
、
淋
し
き
は
貧
し
く
し
て
む
さ
ぼ
ら
ず
、
富
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れ
け
る
と
な
り
。

扨
『
十
論
』
の
大
意
は
、『
論
語
』
壱
部
を
鏡
と
い
た
し
て
、
世
法
は
孔

子
の
和
節
に
な
ら
ひ
、
文
法
は
孔
子
の
風
雅
を
学
び
て
、
教
に
三
條
の
法
を

立
。
第
一
に
世
上
の
人
和
、
第
二
に
例
の
お
か
し
く
、
第
三
に
例
の
さ
び
し

く
、
此
三
つ
を
以
て
句
を
調
え
、」 ウ
身
を
お
し
へ
て
、
此
『
十
論
』
を
以
て

世
上
を
取
さ
ば
き
ま
す
る
故
に
、
洛
の
去
来
も
、
武
の
素
堂
も
、
彦
根
の
汶

村
等
は
此
書
を
見
て
「
俳
か
い
の
『
論
語
』」
と
評
し
ま
し
て
、
其
終
獅
子

門
の
家
に
所
持
仕
申
す
。
然
る
に
、「
孔
子
は
聖
智
安
行
と
は
い
へ
ど
、
俳

諧
を
御
伝
へ
を
聞
か
ず
、
何
を
以
孔
子
を
風
雅
の
祖
と
い
へ
る
ぞ
」
と
い
ふ

に
、
文
は
風
雅
の
源
な
る
に
、
孔
子
の
『
論
語
』
の
優
遊
た
る
、
文
に
「
虚

実
の
自
在
」
な
ら
ざ
る
事
な
し
。
さ
い
ふ
人
は
、「
文
」
と
い
へ
ば
紙
に
書
、

筆
に
写
す
を
「
文
」
と
斗
こ
ゝ
ろ
得
て
、世
法
に
風
雅
の
有
事
を
し
ら
ぬ
也
。

「
文
」
と
は
礼
楽
の
和
に
し
て
、「
教
」
は
人
法
に
勧
懲
有
事
を
や
。
抑
儒
書

は
現
在
を
と
ゝ
の
へ
て
詩
書
礼
楽
の
文
章
を
お
し
へ
、
仏
経
は
未
来
を
い
ま

し
め
て
殺
盗

妄
の
教
え
を
さ
づ
く
。
彼
夫
子
の
匡
人
に
囲
ま
れ
て
、「
天

之
未
レ
喪
二
斯
」 �
文
一ヲ
」
と
も
、
或
は
文
王
を
し
た
ひ
周
公
を
夢
見
ぬ
如
き
、

是
皆
「
文
」
を
し
た
ひ
給
ふ
ゆ
へ
な
り
。
扨
こ
そ
、
文
子
が
評
に
も
、「
孔

子
の
施
レス
ヤ
教
ヲ
也
。
先
レス
ル
ニ
之
以
二シ
詩
書
一ヲ
而
導
ク
ニ
以
二
孝
悌
一ヲ
説
レ
之
ヲ
以
二
仁

義
一ヲ
」
云
〻
。
詩
書
は
専
風
雅
を
表
に
し
て
「
教
」
を
内
に
施
さ
れ
、『
論
語
』

は
「
学
而
」
の
篇
よ
り
時ヨ
リ

〻
詩
事
の
「
文
」
を
ま
な
び
て
吾
党
の
人
と
其
道

を
論
ず
れ
ば
、又
悦
ば
し
く
又
楽
し
。
是
を
以
て
此
『
十
論
』
も
、初
め
「
伝

論
」
よ
り
終
「
法
式
」
迄
、
専
ら
表
に
「
文
」
を
て
ら
い
、
内
に
は
其
道
を

論
じ
て
た
の
し
み
悦
び
ぬ
れ
ば
、
俳
諧
の
『
論
語
』
と
い
へ
る
。
尤
な
る
か

な
。
抑
孔
子
の
風
雅
の
中
に
、
子
遊
に
牛
刀
の
風
諭
の
如
き
、
子
路
に

爪

の
ご
と
き
、
牛
の
お
か
し
み
も
、
ひ
さ
ご
の
寂
し
み
も
、
専
ら
孔
子
の
俳
か

い
也
。
そ
の
外
段
〻
多
証
な
る
を
、
曽
子
よ
り
子
思
に
か
た
げ
、
子
思
よ
り

孟
子
の
理
に
つ
の
り
て
、
終
に
孔
子
の
お
か
し
味
を
」 ウ
失
ふ
。
風
雅
の
中
に

も
俳
諧
の
学
者
は
、『
論
語
』
壱
部
を
か
ゞ
み
と
し
て
、
第
一
に
世
法
の
和

説
を
知
る
べ
し
。
誠
や
孔
門
の
十
哲
よ
り
七
十
二
弟
の
衆
も
、
孔
子
の
「
虚

実
」
を
早
く
さ
と
り
、「
権
変
」
を
よ
く
し
り
た
る
は
顔
回
壱
人
に
過
ざ
れ
ば
、

「
与
レ
回
言
終
日
不
違
」
と
も
「
回
也
。
屡
空
」
共
、
虚
実
の
二
用
を
誉
給

ふ
也
。
終
日
孔
子
の
虚
実
に
自
在
に
た
が
は
ず
、
教
ゆ
べ
き
事
も
な
く
、
論

ず
べ
き
事
な
し
。
故
に
「
愚
な
る
が
如
し
」
と
は
、
馬
鹿
に
似
て
其
お
か
し

み
を
し
る
さ
れ
た
り
。「
回
は
屡
空
し
」
と
は
、
其
時
代
、
仏
法
の
空
縦
中

は
渡
ら
ず
、
何
が
空
し
き
や
。
虚
実
自
在
の
事
な
ら
で
、
い
づ
れ
か
む
な
し

か
ら
ん
。
一
簟
の
衾
、
一
瓢
の
飲
の
さ
び
し
み
を
知
べ
し
。

に
三
條
の
法

も
、
夫
子
を
大
祖
た
る
事
を
知
る
べ
し
。
然
る
を
子
思
・
孟
子
の
理
屈
よ
り
、

北
宋
儒
是
を
受
伝
へ
、
孔
子
の
風
雅
を
と
り
失
へ
る
を
、
翁
是
を
」 �
見
出
し

て
、
現
に
儒
仏
の
虚
実
を
し
ん
し
や
く
し
て
其
一
道
を
和
ら
げ
、
俳
諧
の
一

教
を
導
給
ふ
。
そ
れ
を
受
伝
へ
て
先
師
が
『
論
語
の
先
後
抄
』
を
あ
ら
は
し
、

『
一
貫
抄
』
を
綴
り
、『
茶
話
禅
』
を
作
し
、
今
又
此
『
十
論
』
を
説
出
せ
り
。

第
一
人
和　

仁
な
り
。
辞
譲
也
。
慈
悲
也
。
父
子
仁
、
君
臣
義
、
夫
婦
別
、
長

幼
序
、
朋
友
信
、
此
五
倫
道
に
叶
ふ
を
、
世
上
の
人
和
調
ふ
と
は
い
ふ
な
り
。

さ
れ
ど
五
倫
の
道
を
行
ふ
と
て
、「
是
が
義
な
り
」、「
是
が
信
な
り
」
と
か

た
つ
い
て
行
ふ
と
き
は
利
屈
な
り
。『
為
弁
』
に
曰
、「
俳
か
い
は
親
子
兄
弟

と
て
も
、
ま
し
て
老
若
尊
卑
を
隔
ず
、
其
時
の
言
語
に
遊
ぶ
事
は
、
例
の
虚

実
に
自
在
な
れ
ば
也
」。
実
ぞ
よ
、
父
子
兄
弟
打
連
立
、
花
見
月
見
の
道
す
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・
性
質

以
上
の
よ
う
に
、
不
明
な
点
も
多
い
も
の
の
、『
弁
秘
抄
』
は
、
支
考
や
道
統

周
辺
の
俳
人
た
ち
が
『
十
論
』
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
と
ら
え
、
理
解
し
て
い
た

か
を
知
る
た
め
の
、
極
め
て
貴
重
な
注
釈
書
で
あ
る
。
内
容
の
詳
し
い
考
察
は
後

に
譲
る
と
し
て
、
ま
ず
は
本
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
注
�
）
③
④
は
、
こ
の
箇
所
が
「
梅
花
仏
、
我
師
に
咄
し
給
ひ
て
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
注
�
）
廬
元
坊
伝
書
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
中
森
康
之
「
美
濃
派
の
継
承
と
断
絶―

何

を
伝
え
何
を
伝
え
な
か
っ
た
か―
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
�0�
号　

平
成
��
年
�
月
）

参
照
。

四　

本
文
翻
刻

前
述
、
①
『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』（
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

支
子
文
庫���/

ﾊ
/��-� ,�

）
を
底
本
と
し
た
。

　
　
　

　

乾
坤
二
冊
。
外
題
：
俳
諧
十
論
弁
秘
抄　

内
題
：
な
し

　

題
簽
中
央　

表
紙　

縹
色
無
地
。��.�

糎
×��.�

糎
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
適
宜
改
行
、
段
落
変
え
を
行
っ

た
。
ま
た
、
濁
点
、
句
読
点
を
補
い
、
私
に
「 

」『 

』
な
ど
を
付
し
た
（
同
じ

用
語
で
も
付
し
た
箇
所
と
そ
う
で
な
い
箇
所
が
あ
る
）。

ま
た
、
本
文
に
は
朱
書
き
、
貼
り
紙
箇
所
が
あ
る
。
行
頭
項
目
の
「
○
」
は
全

て
朱
。
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
、〈
朱
〉〈
ハ
リ
ガ
ミ
〉
で
示
し
た
。

誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
は
、
②
の
本
文
と
校
合
し
て
、
正
し
い
形
を
（　

）
に

入
れ
て
ル
ビ
の
形
で
示
し
た
。

〈
例
〉　

た
つ
弓

（
た
つ
か
弓
）

『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄　

乾
』

　

俳
諧
十
論
序
弁

此
十
論
と
申
は
、
む
か
し
の
誹
諧
は
、
軽
口
雑
談
の
如
く
覚
え
て
、
堂
上

方
の
歌
の
会
、
諸
大
名
の
連
歌
の
隙
気
の
つ
ま
ら
ぬ
や
う
に
、
い
ざ
や
誹
か

い
せ
ん
と
て
謎
話
の
賤
し
き
事
を
い
ゝ
て
慰
み
と
せ
ら
れ
し
故
、
其
時
〳
〵

の
宗
匠
も
同
じ
心
に
て
身
持
も
宜
し
か
ら
ず
。
万
づ
は
い
か
い
師
と
い
へ
ば

我
侭
に
す
る
風
俗
の
や
う
に
成
来
り
し
故
、
世
上
も
と
か
く
俳
諧
師
は
老
荘

の
似
せ
そ
ん
じ
の
や
う
に
申
な
ら
は
せ
し
を
、
蕉
翁
、「
一
碗
の
茶
」
に
俳

か
い
の
「
虚
実
」
を
悟
り
、
古
池
の
蛙
に
自
己
の
眼
を
開
き
て
よ
り
、
夜
に

昼
に
月
に
年
に
造
次
顛
沛
道
の
道
た
る
「
時
宜
」
を
行
ひ
、
句
を
な
し
章
を

な
す
に
も
、
孔
子
の
「
優
遊
自
在
」
を
以
て
本
と
し
、
儒
書
に
「
虚
実
」
の

二
用
を
あ
つ
か
い
、
仏
経
に
」 �
「
善
悪
」
二
つ
の
一
理
を
さ
ば
き
、
ひ
と
つ

と
し
て
道
に
叶
は
ざ
る
事
な
く
行
ひ
給
ひ
、
猶
や
、
儒
仏
の
漢
字
は
詞
高
遠

に
し
て
耳
遠
き
ゆ
へ
に
、
俳
諧
の
俗
談
平
話
に
和
ら
げ
て
、
老
入
道
、
与
平

三
蔵
が
耳
に
も
さ
と
り
安
か
ら
し
め
ん
為
に
教
を
御
立
な
さ
れ
け
れ
ど
も
、

御
存
生
の
間
は
、
直
指
を
受
る
談
説
を
き
く
門
弟
お
の
づ
か
ら
其
風
化
に
見

習
ひ
申
べ
け
れ
ど
、
滅
後
は
お
の
れ
〳
〵
が
辟
見
に
落
て
、
天
地
と
と
も
に

な
れ
る
俳
か
い
、
魔
界
に
落
ん
事
を
な
げ
き
て
、
此
『
十
論
』
を
製
作
致
さ
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①
か
ら
⑤
ま
で
、
本
文
内
容
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
立
項
項

目
の
掲
載
順
、
例
話
等
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
（
例
え
ば
、
①
②
だ
け
に
収
録
さ

れ
た
例
句
や
例
話
も
あ
る
し
、
同
じ
例
話
が
、
別
の
本
で
は
別
の
項
目
の
中
で
語

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
）。
そ
の
点
と
、「
十
論
聞
書
」
と
い
う
題
の
有
無
（
③

は
注
釈
本
文
末
尾
に
有
）
か
ら
、
①
②
と
、
③
④
⑤
の
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。

（
注
）
月
日
未
記
入
で
「
月　

日
」
と
だ
け
あ
り
、
そ
の
下
に
中
川
乙
由
、
星
山
九
朱
、

村
瀬
支
考
の
三
名
の
連
名
が
見
え
る
。「
村
瀬
支
考
」
の
署
名
は
他
に
見
た
こ
と
が

な
い
。

三
、
成
立
、
伝
来
、
性
質

・
成
立

内
容
か
ら
判
断
し
て
、『
弁
秘
抄
』
の
原
著
者

0

0

0

は
支
考
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

支
考
の
手
控
え
を
別
人
が
筆
写
し
た
の
か
、
講
義
そ
の
も
の
を
受
講
者
が
記
録
し

た
も
の
か
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
支
考
の
考
え
を
か
な
り
の
程
度
反
映
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
後
人
に
よ
る
加
筆
が
な
さ
れ
、
現
在
の
『
弁
秘
抄
』
の
本
文

が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
人
に
よ
る
加
筆
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、「
梅

花
仏
、
廬
元
坊
へ
咄
し
給
ふ
」（
��
丁
）
な
ど
の
箇
所
で
あ
る
。

（
注
１
）

な
お
本
文
中
の
「
先
師
」
と
い
う
呼
称
は
、『
為
弁
抄
』
同
様
、
支
考
が
自
ら

を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
伝
来

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
②
と
、
③
④
⑤
の
二
系
統
が
あ
り
、
①
②
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
③
⑤
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
識
語
を
参
考
に
す
れ
ば
、『
十

論
聞
書
』
と
し
て
道
統
系
統
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

③
は
、
上
巻
末
尾
に
、「
青
雲
斎
雅
兆
」、
つ
ま
り
以
哉
派
道
統
第
十
世
逸
歩
仙

の
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、「
黄
鸝
園
師
説　

俳
諧
記
文
口
伝
秘
決
抄
附
録
」
と
い

う
道
統
第
三
世
廬
元
坊
伝
の
資
料
と
一
緒
に
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
①
②
の
「
梅

花
仏
、
廬
元
坊
へ
咄
し
給
ふ
」
の
箇
所
が
、「
梅
花
仏
、
我
師
に
咄
し
給
ひ
て
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
廬
元
坊
の
弟
子
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
廬
元
坊
自
身
を
経
由
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
廬
元
坊
の
他
の
伝
書
と
性
質
を
異
に
す
る
点
（
注
２
）な
ど
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

⑤
の
奥
書
は
意
味
が
と
り
に
く
い
が
、
第
五
世
以
哉
坊
の
書
留
を
写
し
た
第
七

世
白
寿
坊
自
筆
の
写
し
を
、
第
十
五
世
化
月
坊
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て

お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
人
の
道
統
の
名
前
が
見
え
る
。
さ
ら
に
本
書
を
「
道

統
附
属
之
書
」
と
化
月
坊
が
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
④
に
は
「
国
井
蔵
書
」
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
国
井
化
月
坊
の
関
係

の
家
の
所
蔵
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
は
美
濃
派
道
統
（
以
哉
派
）
周
辺
に
伝
え
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
廬
元
坊
を
は
じ
め
、
歴
代
道
統
が
『
十
論
聞
書
』

（『
弁
秘
抄
』）
の
存
在
や
内
容
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
、
管
見
に

入
っ
て
い
な
い
。
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本
稿
は
そ
れ
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
注
）
俳
諧
叢
書
『
俳
諧
註
釈
集　

下
巻
』（
博
文
館　

大
正
二
年
）
に
よ
る
。
底
本
は
佐
々

醒
雪
所
持
本
で
、
瓦
全
か
ら
菱
田
百
可
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
現
在
所
在
不

明
。
岐
阜
県
図
書
館
蔵
本
（G /���.0� /

ｶ

）
は
跋
文
を
欠
く
。

二　

諸
本

現
在
同
内
容
の
本
文
を
持
つ
写
本
が
五
本
確
認
で
き
る
。

　

①
『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』
二
冊
（
乾
・
坤
）

（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵 
支
子
文
庫　

���/
ﾊ

/��-�,�

）

　

②
『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』
一
冊
（
岐
阜
県
図
書
館
蔵　

G /���.0� /
ｶ

）

　

③
『
十
論
記
文
秘
説
』
二
冊
（
岐
阜
県
図
書
館
蔵 G /���.0� /

ｾ

）

　

④
『
十
論
聞
書
鈔
』
四
巻
四
冊
（
大
垣
市
立
図
書
館
蔵
）

　

⑤
『
俳
諧
十
論
聞
書
』
二
冊
（
中
・
下
巻
）（
大
垣
市
立
図
書
館
蔵
）

①
は
序
跋
・
奥
書
な
ど
は
な
く
、
本
文
の
み
。
最
も
保
存
状
態
が
よ
く
本
文
も

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
翻
刻
紹
介
す
る
底
本
と
し
た
。
な
お
、
③
～
⑤
に

見
ら
れ
る
『
十
論
聞
書
』
の
名
称
は
見
え
な
い
。

②
は
、
①
同
様
『
弁
秘
抄
』
の
名
を
も
つ
が
、「
附
弁
」（
①
で
は
「
俳
諧
十
論

序
弁
」）
お
よ
び
第
二
「
俳
諧
道
」
か
ら
第
五
「
姿
情
論
」
ま
で
の
本
文
し
か
な
い
。

筆
写
者
、
筆
写
年
代
な
ど
の
記
述
は
な
く
、
本
文
も
①
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
直

接
の
書
写
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

③
は
、外
題
「
黄
鸝
老
師
説　

十
論
記
文
秘
説
」。
内
題
は
、な
し
。
識
語
、「
抑

こ
の
秘
書
は
、
蕉
門
自
然
の
要
肝
に
し
て
、
神
儒
仏
の
三
道
を
虚
実
の
二
字
に
扱

ひ
、
人
和
を
元
と
す
る
の
第
一
な
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
、
日
〻
家
務
の
閑
を
偸
み

て
は
能
く
賞
し
て
味
ひ
、
耳
に
し
、
そ
こ
に
修
行
地
の
工
夫
あ
れ
と
也
。
な
が
め

入
て
理
屈
に
凝
る
な
月
と
花　

康
〻
庵
書
」。「
康
〻
庵
」は
未
詳
。
本
文
冒
頭
に
、

「
俳
諧
伝
道
徳
虚
実
姿
情
地
（
マ
マ
）修
行
変
化
法
式
」と
、『
十
論
』の
段
名
を
挙
げ
る（「
言

行
」
が
抜
け
て
い
る
が
、
該
当
の
本
文
は
有
）。
ま
た
、
上
巻
末
に
、「
惣
紙
数
表

紙
共
八
拾
四
枚　

右
一
巻
は
、
俳
道
の
秘
に
て
修
行
亀
鑑
の
書
な
り
。
故
有
て
予

に
伝
る
。
後
世
に
及
て
も
他
見
を
い
ま
し
む
べ
し
。
若
模
写
に
あ
や
ま
り
あ
ら
ば
、

師
に
よ
り
て
此
伝
を
受
べ
し
。
青
雲
斎
雅
兆
敬
写　

文
政
二
年
卯
春
二
月
」
と
い

う
奥
書
が
あ
る
。「
青
雲
斎
雅
兆
」
は
、
以
哉
派
道
統
第
十
世
逸
歩
仙
で
あ
る
。

下
巻
第
十
段
「
法
式
論
」
の
後
に
は
、「
右
十
論
聞
書
写
之
」
と
あ
り
、『
十
論
』

の
注
釈
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
後
に
、「
雑
談
」、「
黄
鸝
園
師
説　

俳
諧
記

文
口
伝
秘
決
抄
附
録
」、「
俳
諧
條
〻（

注
）」、
無
題
の
貼
紙
一
枚
が
付
く
。

④
は
、国
井
氏
旧
蔵
書
。
③
と
同
様
、「
康
〻
庵
」
の
識
語
を
も
ち
、本
文
も
「
俳

諧
條
〻
」
ま
で
③
と
基
本
的
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
③
に
あ
る
末
尾
の
無
題
の

貼
紙
一
枚
分
の
本
文
を
欠
く
。
ま
た
、「
黄
鸝
園
師
説　

俳
諧
記
文
口
伝
秘
決
抄

附
録
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
本
文
は
あ
る
も
の
の
同
題
名
は
確
認
で
き
な
い
。

⑤
は
、
中
巻
と
下
巻
の
み
現
存
。
中
巻
は
「
俳
諧
徳
」
か
ら
始
ま
る
。
聞
書
本

文
に
つ
い
て
は
、
④
と
同
内
容
で
あ
る
。
下
巻
末
尾
に
は
、「
右
十
論
聞
書
終
」

と
あ
り
、
そ
の
後
に
、「『
右
は
雪
炊
先
師
の
書
留
な
る
を
写
し
得
て
秘
し
置
も
の

也
。
白
寿
坊
』
と
自
筆
の
写
。
道
統
附
属
之
書
。
時
明
治
三
庚
午
年
八
月
春
香
園

窃
写
之
蔵
」
と
あ
る
。「
雪
炊
」
は
美
濃
派
道
統
第
五
世
以
哉
坊
、「
白
寿
坊
」
は

同
第
七
世
（
以
哉
派
）、「
春
香
園
」
は
同
第
十
五
世
（
以
哉
派
）
化
月
坊
の
こ
と
。
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美
濃
派
道
統
系
の

　
『
俳
諧
十
論
』
注
釈
書
・

『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』〈
翻
刻
と
解
題
〉（
一
）

中

森

康

之

永

田

英

理

（
白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

一　

は
じ
め
に

支
考
が
「
十
論
講
」
と
称
し
て
、自
身
が
著
し
た
『
俳
諧
十
論
』（
以
下
『
十
論
』）

の
講
義
を
各
地
で
行
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
講
義

録
も
自
ら
刊
行
し
て
い
る
。『
十
論
為
弁
抄
』（
以
下
『
為
弁
抄
』）
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
冊
、「
十
論
講
」の
講
義
録
と
称
す
る
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
俳

諧
十
論
発
蒙
』（
以
下
『
発
蒙
』）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
蝶

夢
に
よ
る
明
和
六
年
の
跋
文
が
あ
る
。
（
注
）

右
俳
諧
の
十
論
は
、
享
保
の
む
か
し
伊
勢
の
国
山
田
吹
上
町
と
い
ふ
所
に

し
て
、
東
華
坊
見
龍
著
述
し
け
る
と
ぞ
。
此
論
著
述
の
後
よ
り
、
住
日
庵
を

も
十
一
庵
と
名
付
し
と
や
。
そ
の
庵
に
し
て
講
筵
を
ひ
ら
き
け
る
を
、
神
官

に
武
田
何
が
し
春
波
、つ
ね
に
口
下
に
あ
り
て
講
弁
の
し
た
し
く
筆
記
せ
る
、

口
授
秘
訣
の
数
條
な
り
。

『
発
蒙
』
は
、
こ
れ
を
弟
の
春
渚
が
、『
為
弁
抄
』
や
『
去
来
抄
』
等
と
校
合
し

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
支
考
の
「
十
論
講
」
の
様
子
は
、
こ
の
二
著
に
よ
っ
て
僅
か
に
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
両
者
に
は
少
な
か
ら
ず
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、『
為
弁
抄
』
は
講
義
す
る
側
か
ら
、『
発

蒙
』
は
受
講
生
の
側
か
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、『
為
弁
抄
』
は
支
考
自
身
の
著

述
と
い
え
ど
も
、
刊
行
用
に
書
か
れ
た
も
の

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
、『
発
蒙
』
は
、
多
く

の
人
の
手
を
介
し
て
お
り
、
支
考
の
口
述
が
ど
の
程
度
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
は
未
詳
で
あ
る
と
い
っ
た
、
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
三
つ
め
の
『
十
論
』
講
義
録
が
現
存
す
る
。
名
を
『
俳
諧

十
論
聞
書
』、
ま
た
は
『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』（
以
下
『
弁
秘
抄
』
で
統
一
）
と
い

う
。
原
著
者
、
成
立
年
代
、
伝
来
な
ど
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
廬
元

坊
、
以
哉
坊
、
白
寿
坊
、
逸
歩
仙
、
化
月
坊
と
い
っ
た
美
濃
派
道
統
周
辺
に
伝
わ
っ

て
お
り
、
注
釈
の
体
裁
、『
論
語
』
を
初
め
多
く
の
古
事
や
逸
話
を
引
用
す
る
注

釈
態
度
、
俳
諧
を
「
人
和
」
や
「
世
法
」
な
ど
と
結
び
つ
け
た
解
説
等
は
、
多
く

の
点
で
『
為
弁
抄
』
と
共
通
す
る
。
し
か
も
、『
為
弁
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
語

も
多
数
注
釈
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
説
明
に
関
し
て
も
、
比

較
的
わ
か
り
や
す
い
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。な
お
、『
弁
秘
抄
』に
は
所
々

に
『
為
弁
抄
』
が
引
か
れ
て
い
る
。




